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「病的な領域ですね。もはや妄もう執しゆう的といえるかもしれない」

　ヨキはいう。

　異様なほど精せい巧こうな石像だった。

　開かい拓たく移民の街、「ようこそ」と彫ほられた木製の看板の上に、そのフクロウの像はあった。翼つばさを広げ、今にも飛び立ちそうな姿をしている。しかし、灰色の全身には無生物の悲しみが影かげのようにしみついていた。

「石なのに、羽の模様の濃のう淡たんまで表現されている。細かすぎです。これをつくった人は、相当な強迫観念オブセツシヨンを抱かかえていたんでしょうね」

　ヨキはランタンで石像を照らす。あたりは夕ゆう闇やみに沈しずんでいる。

「そんなことよりはやく街に入ろうよ」

　背中にこぶしがとんでくる。

　シュカだ。いつもは骨が砕くだけそうなほどの威い力りよくがあるのだけど、今は、猫ねこがじゃれついてきたかのように弱々しい。みれば、普ふ段だんは鮮あざやかな光こう彩さいをはなつ琥こ珀はく色の瞳ひとみが、どんよりと曇くもっている。夕食時で、お腹なかが減っているのだろう。

「あとでゆっくり観察すればいいじゃないか。どうせ逃にげないよ。断言するね」

「そうなんですけどね」

　石像には奇き妙みような存在感があった。みるものの心をざわつかせる、違い和わ感かんのようなもの。

　それがヨキをとらえて離はなさない。

「ほら、先せん輩ぱいもみてくださいよ。羽の一枚一枚まである。すごい作りこみようですよ」

　ヨキに感想を求められ、シュカがしぶしぶ石像に顔をちかづける。

「たしかにヨキのいう通り、狂きよう気きを感じる緻ち密みつさだ。羽どころか、羽う毛もうの繊せん維いの一本までみてとれる。しかし、これをつくって一体、なにがしたかったのかな。こんな細部まで似せた生き物の贋がん作さくをつくってさ。姿形は同じなのに、生命は宿っていない。そういうものって、なんだか空恐おそろしいよ。限りなく人間に近い人形をみたら、こんな気持ちになるんじゃないかな」

　シュカは石像に対してひととおりの考察をくわえると、「フクロウはあまり美お味いしそうな鳥じゃないよね」とお腹なかをさすった。

　ヨキはそれを無視して、フクロウの頭、翼つばさ、腹部と、手でさわってゆく。そして右の眼球部分だけが他に比べて柔やわらかいことに気づく。たしかに石なのだが、薄うすいような、脆もろいような感かん触しよくがある。試ためしに、親指を強くおしこんでみる。

　表面が砕くだけ、親指が付け根までなかに入った。

　ヨキは驚おどろき、咄とつ嗟さに指を抜く。同時に、茶色い液体が飛び散った。

　腐くさったような臭においが辺りにひろがる。

「ご飯の前に手を汚よごすのはよくないよ」

　シュカがハンカチを手て渡わたしてくる。ヨキが手を拭ふきながら、「ご飯はまだ先ですよ」と軽くあしらうと、シュカはこの世の終わりのような顔をした。

「それより先せん輩ぱい、これ、どう思います？」

　ヨキはいう。やはりただの石像ではなかった。眼球の表面は間違いなく石だったのだが、なかには腐ふ敗はいした液体が入っていた。おそらく、生体組織が腐くさったと推測されるもの。

「まるで生きたフクロウが、そのまま石になったみたいじゃないですか？」

　生物石化の伝説はどこにでもある。しかし実際に生きものが石になったという現象が観測されたことはない。もしそれを観測することができれば、世紀の発見とはいわないまでも、稀け有うで、非常に価値のある発見だ。

「けれど結論は急がないほうがいいね」

　シュカがいう。

「現時点でいえることは石像の表面が石であること。内部も大半が石と推測されること。ただし、右眼球部分の内側には少量の腐ふ敗はいした有機物が入っていた。それだけだよ」

「たしかに。そうですね、先入観を持つのはよくないですよね」

　シュカの冷静さにあてられ、ヨキは反省する。しかしそのシュカといえば、ヨキがしゅんとしたのを見計らって、にんまりと笑うのだった。

「とはいえ、私もついに生物石化現象に立ち会えたのかもしれないと思ったよ。その石像、調べてみる価値はあるだろうね」

　それにしても、とシュカは遠くに目をやっていう。

「つまらない調査のために退たい屈くつな街にきてしまった。なんて思っていたけれど、そうでもなかったみたいだね」

　ヨキもつられて顔をむける。そして「ああ」と感かん嘆たんの声をもらした。

　荒こう野やに夜のとばりがおりる。風にさらされた岩、まばらに生えた草木、狼おおかみたちが集まる丘きゆう陵りよう、すべてが闇やみに沈しずみゆく。視界が黒にそまり、なにもみえなくなる。それなのに、北にある山脈だけはしっかりと認にん識しきすることができた。周囲が闇やみにそまればそまるほど、より一層、その異様さをましてゆく。

　稜りよう線せんが、青白く輝かがやいていた。その輝かがやきが、亀き裂れつの走るように、ゆっくりと山脈全体に広がってゆく。死者の魂たましいが山に集まり、夜になると流れている。そういわれれば信じてしまいそうな、呪じゆ術じゆつ的な光景だった。人によっては神話の世界を連想するだろう。

　言葉を失なくし、その光景を眺ながめる。

　ヨキは息をつき、となりに立つシュカの様子をうかがう。案の定、先ほどまで曇くもっていた琥こ珀はく色の瞳ひとみが、鮮あざやかな光こう彩さいを取りもどし、煌こう々こうと輝かがやいていた。

「生物石化に青く輝かがやく山か。なかなか面おも白しろそうじゃないか」




　　　◇




「ユヒテルは禁きん忌きの山だ」

　中年の男が、若い女の子に言い聞かせている。

「俺おれの親おや父じも、またその親おや父じも、山に近づこうとすらしなかった。なあアリス、年長者のいうことは聞いておくもんだぜ」

　街にある、唯ゆい一いつの大衆食堂でのことだ。

　アリスと呼ばれた女の子は看かん板ばん娘むすめ、男は店長といったところ。親子かもしれない。

「山脈のむこうからやってくる人もいるわ」

「たしかにな。命知らずな旅人が時折やってくる。けれど、数年に一度だ。その一人がユヒテルを越こえるまでに、一体、何人の旅人が死んでいるかわからない。なあ、悪いことはいわない、やめておくんだ。旅がしたいなら、首都にでもいけばいいじゃないか。どうしてあの山脈にこだわる？」

「だって、それは──」

　アリスと呼ばれた女の子が言葉に詰つまる。

　ヨキは少し離はなれたテーブルに座すわり、彼かれらの会話に耳を傾かたむけながら、ナイフとフォークを動かしていた。鉄板の上にある肉を、几き帳ちよう面めんにサイコロ状に切り分けてゆく。全てを綺き麗れいな立方体にしないと気が済まない。自分でも変な性格だと思う。

　肉を切っているあいだも、アリスと呼ばれた女の子と男の会話はつづいている。

「あそこは悪あく魔まが住む山だぞ」

「そんなの、いってみなきゃわからない」

「わかるさ。金鉱を探しにいった連中がどうなったか知っているだろ」

　どうやらアリスは街を出て、北にある山脈を越こえたいらしい。男はアリスの身を案じ、旅に出るのは仕方ないとしても、山にだけはいかせまいとしている。

　悪あく魔まの住む山。その言葉を聞いて、ヨキは微ほほ笑えむ。なかなか素す敵てきな響ひびきじゃないか。

「ところで先せん輩ぱい、それ、僕ぼくの肉なんですけど」

　ヨキが時間をかけてサイコロ状に切った肉が、いつの間にか減っている。みれば、対面に座すわっているシュカの口が、ネズミの頰ほお袋ぶくろのようにふくらんでいた。

「冷めると美お味いしくないからさ」

「だからって先せん輩ぱいが食べなくていいんですよ。それより、よく二人分も食べられますね。けっこうな厚さがありましたけど」

「ふふ」

「褒ほめてませんよ」
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　しかし、よくもまあそれだけ食べて太らないものだと感心する。シュカの体は細い。顔にも余分な脂し肪ぼうは一いつ切さいついておらず、目元も涼すずやかだ。体温の低そうな顔つきと、はっきりとした輪りん郭かくは、氷の結けつ晶しようのような印象を与あたえる。その容姿は、どれだけ食べても崩くずれる気配がない。太らないのだ。それは質量保存の観点から、とても理り不ふ尽じんなことに思えた。

　シュカは随ずい時じ、ヨキの皿にフォークをのばし、肉をひきあげていく。

　ヨキは仕方なくもう一枚肉を注文することにする。晩飯を抜ぬいては眠ねむれない。しかし注文するにも、ウエイターであるアリスと、店長らしき男が話しこんでしまっている。注文するタイミングをうかがう。そのときだった。

「なあ、あんたもそう思うだろ」

　ヨキが顔をむけていたため、興味があると勘かん違ちがいしたのだろう。男がヨキに同意を求めて呼びかけてきた。

「あんた、旅の人間だろ？　普ふ通つうあんな山に入ったりしないよな」

「あ、うん」

　適当に相あい槌づちをうち、調子を合わせる。

「そんなに危ないのかい？」ヨキはたずねる。

「ああ。ロホがいるからな」

「ロホ？」

「ユヒテルに住む悪あく魔まの名前さ」

　開かい拓たく以前、この地には先住民がいた。ロホとは、彼かれらの言葉で『黒い瞳ひとみの悪あく魔ま』という意味だという。ちなみに、ユヒテルは『還かえる場所』なのだそうだ。

「ロホの吐と息いきは滅ほろびの風で、黒い瞳ひとみは生きとし生けるものを石に変える」

「信じているのか？」

　ヨキがたずねると、男は壁かべ際ぎわにある木製の棚たなをあごで指ししめす。

「ユヒテルを越こえてやってきた旅人が山でみつけてきたものだ」

　棚たなの上には、ネズミや小鳥の石像が置かれている。街の入口でみたフクロウと同じく、あまりに精せい巧こうで、異様な雰ふん囲い気きの石像群。

「その悪あく魔まはどんな姿をしているんだろう？」

「誰だれも知らないさ。ロホの姿をみたときは石になるときだ。このあいだ首都から金鉱を探しにきた連中もかえってこなかった。北の山脈はやめておけといったのに。ところで──」

　男がヨキとシュカを見比べ、怪け訝げんな顔をする。

「あんたたち、一いつ緒しよに旅をしているみたいだけど、まさか恋こい人びと同士じゃないよな？」

　違う。ヨキとシュカは年ねん齢れいが近いため一見してわかりづらいが、部下と上司の関係にある。

　ヨキはそれについて説明しようとするが、その前に、アリスが会話に割って入った。

「お客さんに失礼なこといわないで。顔の釣つりあいが取れない恋こい人びとがいたっていいじゃない。素す敵てきなことよ。外見じゃなく、内面で判断してるってことなんだから」

「たしかにそうだな。お姫ひめ様と召めし使つかい、身分違ちがいの恋こいのほうがロマンがあるもんな。悪かったよ。アリスのいう通り、人間は内面が大事だ。あんた、よっぽど綺き麗れいな心をもってるんだな」

「そうよ。こんなに根暗な顔なのに、こんなに綺き麗れいな人を連れてるんだから。きっと聖人のような心をおもちなのよ」

　ヨキは真顔でそのやりとりを聞いている。

「それで、悪あく魔まの山だっけ」

　シュカが会話に加わる。ヨキの肉を食べ終わったのだ。ヨキは一口も食べることなく何もなくなった鉄板をながめながら、自分の扱あつかいがひどすぎるのではないかと首をかしげた。シュカはそんなヨキのことなど気にもとめず、明るくアリスに話しかける。

「あなたはその山のむこうにいきたいのね？」

「そうなの。この街のことは好きなんだけど、遠くにいきたいって気持ちがずっとあって。自分でもなぜだかわからないんだけど」

　アリスはうっとりとした顔でシュカをみている。初対面の人間はたいていその整った容姿に目をくらまされる。女であれば憧あこがれるし、男であればだいたい惚ほれる。もちろん、ヨキはシュカのテキトーな性格を知っているので、間ま違ちがっても惚ほれたりはしない。

　ヨキは会話から外れて、ガラス窓のむこうに目をやる。

　夜よ闇やみのなか、青白く光る山脈がみえる。それは悪あく魔まが住むにふさわしい場所に思えた。

　亀き裂れつのように走る燐りん光こうは時折長くなったり短くなったりする。風に流れる様子はないが、ほのかに揺ゆらめいている。

　終末の風景があったとしたら、こういうものなのかもしれないな、とヨキは思う。

「俺おれたちはあれをみながら育ったから感覚がマヒしがちだが、あんなもの、そうそうあるもんじゃない。普ふ通つうじゃないんだ。危険だ。あんたもそう思うだろう？」

　男がヨキに同意を求めてくる。一いつ緒しよに説得して欲ほしいのだ。ヨキとシュカは旅人という名目でこの街を訪おとずれている。旅慣れた様子の二人が「危険だからやめなさい」といえば、アリスもあきらめるのではないか。そんな期待をしている。

　ヨキは男の意図を察し、その誘ゆう導どうにのろうとする。彼かれは本気でアリスを心配しているし、なにより、こちらに面めん倒どう事がふりかかってくるのを避さけたかった。初対面の人間の個人的な事情に首をつっこむほど、おせっかいではない。

『あの山は危険だ。多くの場所を旅してきた僕ぼくたちでも越こえられない。やめたほうがいい』

　そういおうとした。しかしシュカが早かった。

「とりあえず、いってみたらいいんじゃないかな」

　晴れ晴れとしたシュカの口調に、アリスの顔が明るくなる。

「どこかにいきたいと思ったら、いってみるべきなんだ」

　想定外の言葉に、男が抗こう議ぎする。青白い光を放つ、死後の世界のような山。アリスがそこに足を踏ふみ入いれて死んでしまったらどうするのか。責任はとれるのか。

　もっともな意見だとヨキはうなずく。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　それでもシュカはどこ吹ふく風だった。

「アリスがあの山脈を越こえるまで、私たちが一いつ緒しよについていく。心配ない、悪あく魔まがいたとしても私たちが守るから」

　手を取りあうシュカとアリス。

　ヨキはそのとなりで、そっと頭を抱かかえた。




　　　◇




　遥はるか上空に、著いちじるしく技術の進歩した国がある。

　セントラルだ。その天空国家は、地上から観測されないようにあらゆるテクノロジーを駆く使しして位置と視覚情報を偽ぎ装そうしている。かつては「地上の監かん視し者」と自負していた時代もあったが、現在では地上に干かん渉しようせず、ただ空に浮うかんでいる。

　今のところセントラルより発達した文明は観測されていない。しかし世界は広く、深い。セントラルの技術力をもってしても、いまだその全てを知るには至っていない。未知のウイルスや敵性生物が人の侵しん入にゆうを許さない未み踏とう地域を形成しており、世界地図は一向に完成する気配がない。さらに管理下にある地域においても、依い然ぜんとして謎なぞの生物や不可解な現象が数多く存在しており、地上の人間がセントラルには思いつけないような発明をしていることもある。

　広大すぎる世界。それを知るため、解き明かすために、セントラルは中央調査局という機関を設置し、調査官を置いていた。

　調査官は地上に降りて様々な調査をする。謎なぞの遺い跡せき、未知の生物、地上の人間の技術。未み踏とう地域を踏とう破はして、世界地図を広げる任務もある。

　ヨキはそんな数いる調査官の一人で、シュカはその上司だった。

　中央調査局は典型的な官かん僚りよう組織であり、調査官は国家公務員であるから、二人の行動は多くの規則に制約されている。

「先せん輩ぱい、調査官三原則をいってみてください」

　アリスと別れ、安やす宿やどに入ったところでヨキがいう。

「まさか忘れてないでしょうね」

「このシュカ様をバカにしてくれるなよ」

　シュカは鋭するどくにらみつけ、しばし沈ちん黙もくしたのち、目をそらして口笛を吹ふきはじめた。

　ヨキはあきれた顔でいう。

「三原則の一つに、地上の人間に干かん渉しようしないという項こう目もくがあるじゃないですか。いや、あるんですって。みんな知ってます。そして、アリスを助けるのは立派な干かん渉しよう行こう為いなわけですよ」

「まあ、かたいこというのはなしにしよう」

　シュカはひらひらと手をふり、規則違い反はんを意に介かいさない。

「アリスがいってたでしょ。『なぜユヒテルを越こえて遠くにいきたいと思うのか、自分でもわからない』って」

「いってましたね」

「店長にはなくて、アリスにはある気持ち。自分でもそれが何なのかわかってないみたいだけど、山を越こえることができたら、その気持ちが何なのか、そのとき気づくはずだよ」

「それを教えるために一いつ緒しよにいくんですか？」

「教えるなんておこがましいよ。私はアリスの気持ちを大切にしたいだけ。あのままだと説得されて、あきらめるかもしれなかったからさ」

　アリスのなかにある、ユヒテルを越こえたいと思う気持ち。衝しよう動どう。その名を、ヨキとシュカはよく知っている。そして二人はそれを尊いものだと考えている。

「山脈越ごえですか。本来の任務はこの地域の人口の動態調査なんですけどね」

「統計調査なんてつまらないさ」

　シュカはいう。

「生体組織の残った石像と、青く輝かがやく山なんてみせられたらさ。いくしかないって。それともヨキは一人で留守番してる？　人の数をかぞえながらさ」

　ヨキは職業的な倫りん理り観と、個人的な興味を天てん秤びんにかける。

　答えを出すのにそれほど時間はかからなかった。

「まあ、統計は後からでもとれますからね」




　　　◇




　街の名前はシェリオロール。その国の首都から遠く離はなれた辺境に位置する開かい拓たく移民の街。人口は七〇五人。農業と金の採さい掘くつが主な産業で、移動手段は馬。遠からず蒸気機関が開発される技術水準にあり、最も殺傷力の高い武器は回転式拳けん銃じゆう。

　ヨキは報告書に記き載さいする内容を頭のなかでまとめながら、人通りの少ないメインストリートを歩く。両手は荷物でいっぱいだ。

　翌日は旅の準備に費ついやされた。

　日持ちのする干し肉と、山の寒暖差に対応するための衣料を、時間をかけて選んだ。アリスの体格を考え、荷物の総重量をコントロールする。背負った荷物の重さが一日に歩ける距きよ離りを決めるといっても過言ではない。

　安やす宿やどに戻もどると、シュカが、机の上に地図を広げていた。シェリオロールの人々が使う地図はユヒテル山脈以北が空白になっている。そのため、先住民が残したものを使っていた。縮尺の精度は低いが、ユヒテル山脈も存在しているし、特とく徴ちようもとらえてある。

「いけそうですか」ヨキがきく。

「なんとかね」

　シュカは鉛えん筆ぴつで地図に書きこみをしながら返事をする。今日のシュカは、髪かみを後ろで束ねている。作業をするときや、屋外で活動するときは長い髪かみが邪じや魔まなのだ。ヨキは白いうなじをみながら、吸きゆう血けつ鬼きが本当に存在したとしたら、こういう首筋に好んで咬かみつくのではないか、などと、とりとめのない想像をする。

「地理的要件にはそれほど問題がないように思えるね。木がほとんどなくて視界は良好。岩山ばかりだから落石に注意は必要だけど。あとはどのルートで山脈を抜ぬけるか。最短距離は傾けい斜しやがきつい。湖をまわるルートは楽だけど、距きよ離りが長くなる。どっちにしようかな」

「ロホはどうします？」

　ユヒテルに住むといわれる悪あく魔ま。その黒い瞳ひとみは生きとし生けるものを石にするという。

「ヨキはどう思う？　いると思う？」

「石化の伝説は多くありますけど」

　にらまれたら石になる。その手の話は各地に存在する。そして、毒を持つ生物が由来となっていることが多い。例えば、神経毒を持つトカゲが、獲え物ものに嚙かみついて毒を流しこみ動けなくする。トカゲが獲え物ものを何日かそのままにしておいて、お腹なかが減ったら食べるという習性をもっていたとする。その場合、獲え物ものは動けないまま何日も生きることになる。知識をもたない人間がみると、獲え物ものが逃にげださない理由がわからない。まさかあのトカゲは、にらみつけるだけで生物を動けないようにできるのではないだろうか。そんな想像から話がふくらみ、長い時間をかけて尾おひれがつき、石化の伝説ができあがる。

「しかし今回はこれがあるからねえ」

　シュカが机の上に置かれた石像を指でなぞる。街の入口に置かれていたフクロウの石像だ。

　生きているその瞬しゆん間かんを切り取って保存したかのような、躍やく動どう感のある姿。しかし、ヨキがあけた眼がん窩かの空くう洞どうの暗くら闇やみからは、退たい廃はい的な死の香かおりが漂ただよっていた。

　街の人々は、黒い瞳ひとみの悪あく魔まににらまれ石化したのだという。

「まあ、作り物ではないと思うんだよね」

「そうですね、僕ぼくもそう思います。内部に腐ふ敗はいした生体組織らしきものもありましたし」

　机の上には、アリスの店からもってきたネズミの石像も置かれている。そちらは胴どう体たいのところで真っ二つに切断されている。内部を検証するため、シュカがのこぎりで切ったのだ。

　ネズミは内側までしっかりと石だったのだが、驚おどろいたことに、なかの石の明暗が臓器の形をしていた。人の手でつくれるとは思えず、生物が石にされたという仮説が現実味を帯びてくる。

「けれど、どういう原理なんだろうね。セントラルの研究機関に送って解かい析せきしてもらおうか」

「費用はどうするんですか」

「経費で落とせばいいよ」

　ヨキは首を横に振ふる。

「他の調査官に比べ、僕ぼくたちは倍以上の経費を使っているそうです。このあいだ、経理部の女の子からきつくいわれました。もう使うなって」

「研究費をケチるのはよくないなあ」

「使った経費のうち、八割以上は先せん輩ぱいの食費です。明細、出しましょうか？」

「よし、湖をまわるルートに決めた！」

　シュカが地図に赤い線を引き、山脈を越こえるルートが決まる。

「解かい析せきはいいさ。現地にいけば、きっとわかるよ」

「黒い瞳ひとみの悪あく魔まに出会っちゃうかもしれませんね」

　ヨキは脅おどかすようにいってみる。しかしシュカは物もの怖おじするどころか、「いいね、面おも白しろいよ」と笑っている。

「とりあえずいってみようじゃないか」

「いってみましょう」




　　　◇




　日が傾かたむいたころ、街外れに集合する。

「どうして夜に山をのぼるの？　昼の方が安全じゃないの？」

　アリスの質問にシュカが答える。

「ユヒテルは特別なんだ。昼は普ふ通つうだけど、夜には青白く輝かがやく。そこが重要なんだ。あそこはさ、夜にしか越こえられない山なんだよ」

　三人は夕暮れの荒こう野やを歩く。アリスは緊きん張ちようしているものの、瞳ひとみは希望に満ちていた。

　砂じや利りを踏ふむ音と、三人の息づかい。耳を澄すませば夜の気配を感じることができる。

　日が沈しずみ、周囲に闇やみが満ちたころ、ちょうど山の麓ふもとにたどりつく。

「すごい」

　アリスが感かん嘆たんの声をあげる。

　山の至るところが輝かがやいていた。青白い光。近くでみれば、赤い光や、まじりあって虹にじ色いろになっている部分もある。輝かがやく霧きりが、至るところで発生していた。

「これが悪あく魔まの吐と息いきなのね」

「街の人たちはそう表現しているね。この輝かがやきはロホの吐はく息だと」ヨキはいう。「けれど僕ぼくたちの考えではそうじゃない。本当に悪あく魔まの吐と息いきだったら、多分、僕ぼくたちはこの山を越こえることはできない」

「じゃあ、この輝かがやきは何なの？」

「歩きながら説明するよ。夜明けまでに抜ぬけなきゃいけない。山脈のなかでも、特にこの輝かがやきの強い一番手前の山はね」

　三人は異界とも呼べる空間に入っていく。

　至るところに極ごく彩さい色しきの輝かがやきがある。地面が光っているところもあれば、霧きり状の輝かがやきが大気に広がっているところもある。

「悪あく魔まの吐と息いきっていうから怖こわく聞こえるけどさ、そういう話を知らなかったら、美しく感じるんじゃないかな」

　シュカがいうと、アリスが強く同意する。

「私もそう思ってたの！　幻げん想そう的で、本の世界にいるみたい」

「そうだね。魔ま法ほうの山を大冒ぼう険けんってところかな。でも、あまり近づいちゃだめだよ。危ないからさ」

「そうなの？」

「火山ガスだからね」

　それがヨキとシュカの見解だった。

　二人はユヒテルと同じように、青く燃える山をみたことがある。二酸化硫い黄おうや硫りゆう化か水素が溶よう岩がんと共に燃えることで青い炎ほのおを発生させていた。

　美しいが、なにも知らずに近づけば命と引ひき換かえになる輝かがやき。

　ユヒテルも同じだ。青だけでなく極ごく彩さい色しきにもなっているのは、噴ふん出しゆつしている化学物質の種類が多いからで、そのぶん致ち死し性も高まっている。

「昼でもこのガスは出ているんだ。太陽の光が強くてみえないだけ。だから夜にきたんだ。目で視みることができるから避よけることができるし、楽しむこともできる」

　ユヒテルに入って戻もどらなかった人たちのなかには、この火山ガスを吸ってしまい、覚めない眠ねむりに落ちたものも多いとヨキは推測していた。

「青白い輝かがやきは山脈の手前に集中してる。入口付近が活火山なんだよ。日が昇のぼってガスがみえなくなる前に、奥おくに入らなきゃいけない。安心して。アリスのペースでも大だい丈じよう夫ぶなよう、ヨキが計算したからさ」

　傾けい斜しやをのぼっていくうちに、やがて火か口こうがみえてくる。青白く燃える溶よう岩がんをみながら、迂う回かいして進む。溶よう岩がんが斜しや面めんを流れてきたり、強風が吹ふいて輝かがやく霧きりが進路をふさぐこともあったが、なんとか、空が白んでくるころには火山地帯を抜ぬけることができた。

　予定通りではあったが、疲ひ労ろうは想像以上だった。足場の悪さからくる負担はもちろん、荷物を背負っているため肩かたも痛む。

　頂上が平らになっている岩の丘おかをみつけ、そこで休むことにする。ヨキはテントを張り、なかに入って眠ねむるようアリスをうながした。しかし、まだ夜の冒ぼう険けんの余よ韻いんが残っているのか、アリスの青い目は、ぱっちりと開かれていた。

「全然、眠ねむくない。まだ歩けるよ」

「うん、そうだと思う。けれど、それでも休んだほうがいい。知らないうちに疲つかれはたまっているんだ。今はいいかもしれないけど、いつかその疲つかれは必ず君をとらえる。そうならないように、眠ねむれるときは眠ねむっておくのさ。こういう旅ではね」

　ヨキはさとすようにいう。

「あなたはいいの？」アリスがきく。

「僕ぼくは見張りをしてる。先せん輩ぱいと交こう互ごに眠ねむるから気にしなくていいよ。慣れてるし」

「わかった、がんばって寝ねるね」

　アリスはテントに入り、横になる。眠ねむれないようで、しばらくは元気にごろんごろんと転がっていたが、やがて寝ね息いきをたてはじめた。やはりまだ体力のない少女なのだ。

　ヨキは岩いわ棚だなの上をまわり、毒を持つ蛇へびや昆こん虫ちゆうがいないかを確かく認にんする。そして、遠くの斜しや面めんに目をやったところで、肩かたにかついでいた猟りよう銃じゆうを手に取った。

　なにかいる。こんなアナログな銃じゆうで追おい払はらえるだろうか。かすかな不安を感じながら、銃じゆうをかまえる。しかし、すぐに力を抜ぬき、銃じゆうをおろした。

「なにかいた？」シュカがたずねる。

「あそこです。街で飼われている家か畜ちくと同じ種類ですね。逃にげだして山に入ってきたというところでしょうか」

　ヨキは双そう眼がん鏡きようを手て渡わたす。

　双そう眼がん鏡きようをのぞきこむシュカ。口元が笑う。

「でたね」

　牛がいる。しかし、まったく動かない。全身灰色になって、斜しや面めんを降りようとした姿勢のまま固まっている。

「さすがに人がつくって置いたってことはなさそうだね」

「ええ。そんなもの好きいないでしょう」

　ヨキは遠くの石像をみつめる。

　山の青い輝かがやきは、目にしたときから火山活動によるものだと推測がついていた。だから恐おそれはしなかった。しかし、動物の石化だけはヨキとシュカの知識をもってしても、何の推測も立てられない現象だった。山に入れば何らかの手がかりがつかめると思っていたが──。

「どういうことか、皆かい目もく見当もつかないな」

「今のところ、黒い瞳ひとみの悪あく魔まを否定するものはなにもありませんよ。ホントにいたら、どうします？」

「まずいよね。少し本気で考えておくよ」

　昼過ぎにはテントをたたみ、出発した。そこからは日が昇のぼっているうちに歩き、夜になったら野営をするという、普ふ通つうのサイクルに切きり替かえた。火山活動の盛さかんな地帯はもう抜ぬけている。夜になってみえる青い輝かがやきも、小さなものが、かがり火のように揺ゆらめいている程度だった。

　吹ふきすさぶ風、昼夜の寒暖差に身をさらしながら山脈を進む。

　赤茶けた地層が堆たい積せきした渓けい谷こくを歩いた。何千年も昔は川が流れていたらしく、地面にある石は小さく、歩きやすい。かつての水の流れで削けずられたのだ。しかし、それでもアリスの足には厳しかったらしく、三夜を越こえたところで捻ねん挫ざしてしまった。

「ヨキ、君のやることは一つだ」シュカが肩かたを叩たたいてくる。

「私は独立心のある大人の女性になりたいと思っています」

　アリスが真しん剣けんな顔でいう。

「けれど男の人の優やさしさに甘あまえることもやぶさかではありません」

　ヨキは深くうなずき、アリスをおぶった。「重い」と呟つぶやくと殴なぐられた。

　旅は厳しさを増した。歩く速度が遅おそくなれば、日数がかかる。すると食料の問題も発生してくる。食用可能な草やキノコを調達するにも、岩山は不毛だった。三人は食事の量も減らさなくてはいけなくなった。

　山脈の奥おくに入っていくにつれ、石像を見かける回数も増えていく。鳥やねずみ、狼おおかみもいた。みな今にも動きだしそうなのだが、乾かわいた瞳ひとみには死の影かげがこびりついている。

「不毛の地で、出会うものといったら、かつて生きものだった石像ですか。地じ獄ごくの参道があったとしたらこんな感じでしょうね」

「そんなに悪い場所じゃないさ」

　シュカが渓けい谷こくを見み渡わたしながらいう。小さく切り取られた青い空と、赤せつ褐かつ色しよくの大地と岩山。

「みなよ。あそこの断だん崖がいに鳥がいっぱいいる。繁はん殖しよく地にしてるんだ。こういう過か酷こくな場所だからこそ、外敵が少なくて、ひな鳥を育てられる。公平で、いいところだよ」

「そうかもしれませんね」

　ヨキは前方を見上げながらいう。

　空にむかってのびるような傾けい斜しやの先、空と山のあいだに人工物がみえた。

「たしかに悪くありません。山小屋があります」

「しかも人が暮らしているみたいだ。休ませてもらえるんじゃないかな」

　双そう眼がん鏡きようでみれば、山小屋の前に女の人が立ち、こちらをみおろしている。布包みをかかえていて、どうやら赤あかん坊ぼうを抱だいているのだとわかる。

「それにしても、ずいぶんと怪あやしくないですか？」

　ヨキがいうと、シュカも片目をつむって苦笑いする。

「うん、私も思った」
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　三人は山小屋の二階を与あたえられた。狭せまかったが布ふ団とんもあるし、暖も取れる。建物のなかで夜を明かせることはありがたかった。ヨキとシュカも見張りをせず、長く眠ねむることができる。

　山小屋の主は、黒い髪かみの、薄はつ幸こうそうな女性だった。

　最初、フードをかぶり、伏ふし目めがちだったせいで、目元がよくみえなかった。その女の瞳ひとみをのぞいてみたら漆しつ黒こくだった。ヨキはそんな暗い想像をしていたが、部屋に入ってフードを取り、話してみれば普ふ通つうの人だった。ここでひっそりと暮らしながら、赤あかん坊ぼうを育てているという。

「ゆっくりと休んでいってください。おもてなしできるほどのものはありませんが」

「失礼ですが、なぜこのような場所で生活されているのですか？　赤あかん坊ぼうを育てるには不向きな環かん境きように思えますが」

　ヨキが質問すると、女性は話しづらそうにしながらも説明してくれた。

「この子の父親は罪人なんです。そしてその血を継つぐこの子まで処しよ刑けいの対象とされています。祖国には戻もどれません。追手がこないこの山脈が一番安全なんです。種類は少ないですが野菜も育ちますし、罠わなをしかけておけば、三日に一回は動物がかかります」

「あの石になった生きものたちは？」

　ヨキがたずねると、女性は「わかりません」と答える。

「黒い瞳ひとみの悪あく魔まの話は知っていますが、みたことはありません。用心して、日が暮れたら小屋からは出ないようにしています。恐おそろしいですが、追手から逃のがれるためには仕方ありません」

　ヨキはそれ以上なにも聞かなかった。

「あの赤あかん坊ぼうは、どこかの国の王子様なのかも」

　眠ねむりにつく前、アリスがいった。

「クーデターがあって、それで逃にげてここで暮らしてるとか。そして、いつの日か配下を集めて国に戻もどる」

「ずっと旅をしていれば、そういう素す敵てきな出会いもあるかもね」

　シュカは優やさしくいい、もう眠ねむるようにとうながした。

　ヨキも布ふ団とんをかぶる。すぐに眠気が襲おそってきた。ここ数日、体が冷えっぱなしで、筋肉がこわばっている。疲つかれているのだ。浅い眠ねむりがやってくる。さらに深い眠ねむりに入ろうとしたところ、物音で目が覚める。みれば、シュカが扉とびらの脇わきで丸くなって座すわっていた。

「先せん輩ぱい、なにやってるんですか」

　かわいらしい姿といえなくもないが、その眼光は窓から差しこむ月の光をうけ、白はく刃じんのような輝かがやきを放っていた。殺気すら感じさせる。

「見張りだよ」

「山小屋のつくりはしっかりしてます。獣けものは入ってきませんよ」

「黒い瞳ひとみの悪あく魔まならどうかな」

「あの女の人を疑ってるんですか？　ちゃんと白目がありましたよ？」

「用心するに越こしたことはないさ。もしかしたら黒い瞳ひとみは後づけで、本物の悪あく魔まは普ふ通つうの目をしているかもしれないし」

「でも、どうなんですかね。言い方悪いですけど、本当に悪あく魔まのような超常的な存在が相手だったら、ちょっとくらい用心しても何ともならない気もしますが」

「そうかな」

　もし石化の悪あく魔まが実在したとしたら、とても弱いんじゃないかな、とシュカはいう。

「恐おそれられ、狩かられるだけの存在だよ。きっとね。みたものを石に変えるというけれど、それなら背中から刺させば退治できるわけだし。遠くからライフルで狙ねらうことだってできる。つまり、倒たおせるってこと。今の状じよう況きようでも同じ。相手がこちらをみる前に、なにかをする時間を与あたえずに倒たおしてしまえばいい。今夜この部屋にノックもせずに入ってくるやつがいたら、間かん髪はつ入れずに、そいつの息の根を止めるよ」

　シュカさんはずるいな、とヨキは思う。普ふ段だんはあんなにふざけているのに、こういう要所では絶対に外さない。

「そういうことなら、僕ぼくも一いつ緒しよに起きときますよ」

「ヨキは寝ねてなよ。明日もまだ旅はつづくんだ。二人とも睡すい眠みん不足はよくない」

「でも、そんな話を聞かされたら眠ねむれませんよ」

「眠ねむれるさ」

　ヨキは自分のまぶたが意思とは無関係におりてきていることに気づく。

「一服盛りましたね」

「お休み、ヨキ。いい夢みなよ」

　しかし、ヨキがみたものは悪夢だった。

　朝起きたら、シュカもアリスも石になっていて、山小屋の女性が笑っている。その瞳ひとみはこの世の憎ぞう悪おをすべて塗ぬりたくったように黒い。倒たおそうとしたのだろう、シュカはナイフを持ったまま、彫ちよう像ぞうになっている。ヨキはそれをみて、激しい後こう悔かいに襲おそわれる。やはり一いつ緒しよに起きて見張っておけばよかった。

　深層心理にある悲観的な想像力が、そんな悪夢をみせたのだろう。

　現実はのん気なものだった。朝あさ陽ひのまぶしさで目がさめる。

「ちょっと薬を盛りすぎたかな」

　シュカはもう旅装になっていた。

「私たちは準備できてるよ。朝ごはん食べたら、いこ」

　女性は相変わらず影かげのかかったようなところがあったが、明るい表情で手を振ふり、ヨキたちを送りだしてくれた。




　旅も終わりに近づき、シュカが決めた湖の脇わきを通るルートにさしかかる。これまでずっとのぼりつづけていたため、高度があがっている。おかげで山々が見み渡わたせ、雄ゆう大だいな景色が広がっていた。そして山と山のあいだ、エアポケットのように開いた小さな平地に湖がみえる。

「すごい！」

　アリスが感かん嘆たんの声をあげる。

　湖が、宝石のように真っ赤だった。空と山と、赤い湖が織りなす強きよう烈れつなコントラスト。

「なるほどね。石化の正体がわかったよ」

　シュカがいい、「僕ぼくもわかりました」とヨキがつづく。

「え、どういうこと？」

　自分だけわからず、アリスは不満そうな顔をする。赤い湖と動物が石になる現象とがうまく結びつかないのだ。

「まあ、いってみればわかるよ」

　シュカはルートをそれ、湖にむかって歩きだした。




　　　◇




　油断すれば滑すべり落おちてしまいそうな斜しや面めんをシュカは軽かろやかに駆かけおりてゆく。

　ヨキは慎しん重ちように足を出し、ゆっくりくだろうとする。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　不安だろうと思い、後ろにいたアリスに手をさしのべる。しかし、

「すごい、こんな湖があるなんて」

　アリスは興奮しながら、シュカにつづいて駆かけおりてゆく。

　ヨキは手をさしのべたままの姿勢で静止する。

「足の怪け我がが完治したみたいで僕ぼくは嬉うれしいよ」

　誰だれもいない岩場にむかってつぶやいてから、しょぼしょぼと斜しや面めんをくだっていった。

　湖の脇わき、干ひ上あがったところに無数の石像が転がっていた。水鳥や蝙蝠こうもり、トカゲ、そして動物だけでなく植物までもが灰色になっている。色の失われた世界。終末というものがあったとしたら、こういう光景なのかもしれない。

「湖の水が、みんなを石にしたの？」

　アリスがたずね、シュカがうなずく。

「普ふ通つうの水じゃないんだ。アルカリ性というんだけどね、それがとても強い。そして強いアルカリ性の水に動物が長時間浸つかると、表面が石せつ灰かい化する。石せつ灰かい岩がんというものがあるくらいだから、それはもう石なんだよ。湖が赤くみえるのは、アルカリ性を好む微び生せい物ぶつが大量にいるから。他の生命はここでは生きられない。石にならない限りね。しかしここまで強いアルカリの湖があるとは驚おどろきだよ」

　青白い輝かがやきは火山ガスで、生物石化の原因は強アルカリ性の湖によるもの。

「これが悪あく魔まの正体だったのね」

　アリスは謎なぞ々なぞが解けたときの子供のように嬉うれしそうな顔をする。一方、ヨキは無感動だった。

「ヨキ、そんながっかりした顔するなよ」

「別にそういうわけじゃないですけどね。悪あく魔まがいなくて、旅が無事に終わりそうなことは喜ばしいことです」

　それでも心のどこかで期待していた。いまだ観測されたことのない、生命を石化させる存在との邂かい逅こうを。

「いつでも世紀の大発見ができるわけじゃないさ。がっかりすることじゃない。この繰くり返かえしが私たちを前に進めるんだ。いつか未み確かく認にん生物にも出会えるよ」

「たしかに」

　ヨキのちょっとだけ消化不良な気持ち。それも旅の終わりには吹ふき飛とんだ。

　尾お根ねを歩いているときだ。

　絶景だった。

　空が、すぐそこまで迫せまっている。自分たちよりも高いものはない。視界を遮さえぎるものもない。折り重なる山々や赤い湖がみえる。そして山脈のむこうに広がる街さえ見み渡わたせる。尾お根ねを歩いていると、世界の天てつ辺ぺんを闊かつ歩ぽしているような気分になれる。

　雄ゆう大だいな景色は心を清すが々すがしくしてくれる。洗い流してくれる。ヨキはフルスケールの世界を感じることが好きだった。これだけ広いなら、悪あく魔まだって天使だって、どこかにいるかもしれない。彼かれらに会いにゆく。自分の知らないなにかを探しにゆく。

「夜も歩きたいな」

　日が暮れた後、テントで休んでいると、アリスがせがんできた。旅の最初にみた風景を忘れられないのだろう。シュカに目配せをすれば、いいんじゃない、という。

「湖をすぎたら旅は終わりなんだ。今夜が最後だろうから、夜風にあたるのも悪くないさ」

　異論はない。もう安全なところまできているし、なにより、ヨキも夜が好きだった。

　ヨキは歩きはじめてすぐ、手に持っていたランタンの灯あかりを消した。

　夜よ闇やみのなか、あちらこちらに、ほのかに青白い燐りん光こうが浮うかびあがる。夜光虫が飛んでいるような優やさしい光だ。最初の夜にみた輝かがやきからすれば残り火のようなものだけれど、旅の幕引きにふさわしい、控ひかえめな美しさがあった。

「私さ、どうしてこんなに旅に出たいと思っているのか、自分でもわからなかったんだ」

　アリスがいう。

「でも、今はわかる。多分、こんな風景をみたかったんだ。みたことがないからイメージなんてなかったんだけど、世界にはまだまだ私の知らないことがたくさんあって、それを求めてたんだと思う」

　ヨキとシュカは最初から気づいていた。アリスが山脈を越こえたかった理由。首都への旅ではだめだった理由。それは単純なこと。首都は誰だれもが知っている。ユヒテルのむこう側は誰だれも知らない。それが決定的な違ちがい。

　まだみぬ風景。

　未み踏とうの領域。

　常識を超こえた巨きよ大だい生物。

　想像を絶する自然現象。

　そういう知らないなにかを求める衝しよう動どうが、人のなかには深く静かに流れている。それは人を雪山にのぼらせたり深海に潜もぐらせたりする。ときとして命の危険をともなうが、その衝しよう動どうが大きくなったとき、とどめておくことはできない。ヨキとシュカはその衝しよう動どうが尊いものだと知っている。それが人を前に進ませると信じている。だから調査官として世界を巡めぐっている。

「アリス、それを好こう奇き心というんだよ」

　ヨキはいう。

「大切にするといい」




　　　◇




　空中都市セントラルの首都にある官庁街。

　中央調査局のオフィスの一室で、ヨキは報告書の作成に追われていた。

　現地調査があれば、デスクワークもある。ヨキは眠ねむ気けと戦いながら、お堅かたい行政文書の形式にのっとって、報告書を作成していた。肩かたも凝こるし、目も疲つかれる。しかし上司をみれば、優ゆう雅がにお茶を飲んでいるのであった。

「ちょっと先せん輩ぱい、遊んでないでダブルチェックしてくださいよ」

　ヨキは報告書を送信する。しかし、シュカは端たん末まつを操作しているものの、いっこうに確かく認にん済にならない。ゲームでもしているのかもしれない。ヨキはあきれながら、シュカの席にゆき、後ろから画面をのぞきこむ。

「いつの間に撮とったんですか」

　画面には、ユヒテル山脈を旅していたときの画像が表示されていた。アリスの前でカメラ付きの端たん末まつを出すことはできない。それにもかかわらず、いつのまにかシュカはたくさんの画像を撮とっていたようだ。

「こっそりとね。ま、旅の思い出だよ」

　次々に画像をスライドしていく。

「不思議に思うことが多くなると、知の贈おくり物ものが授さずけられる」

　シュカが脈みやく絡らくなくいう。アリスの横顔が映しだされたときのことだ。「なんですか、その言葉？」とヨキが聞くと、シェリオロールの先住民の格言だという。

「セントラルとシェリオロールの技術力の差は、積み重ねた時間の差でしかない。知的好こう奇き心さえあれば、いつかはたどりつくんだ。アリスのような娘こがいれば、地上もそのうちセントラルに追いつくよ」

「かもしれませんね。ところで先せん輩ぱい、そのカテゴリーは？」

　シュカは思い出に浸ひたりながらも、手て際ぎわよく画像を分類していた。フォルダが二つある。フォルダＡとフォルダＢ。石化した動物の画像をそのフォルダに収納している。山で石像になっていた動物の画像をＡに、湖で石像になっていた動物の画像をＢに入れていく。

「なにか違ちがいでもあるんですか？」

「よく考えてみなよ」

　シュカの顔つきは真しん剣けんだ。

「湖で石化するには、長時間、あの強アルカリ水に浸つからなきゃいけない。死んだ動物や湖に落ちて溺おぼれた動物ならそうなるのもわかる。けれど、生きて元気な動物だったら、足をつけた時点ですぐに湖から離はなれるよ」

「たしかにそうですね」

「湖で死んだ動物が石せつ灰かい化するのならわかる。けれど、山のあちこちで石化していた動物はどう説明すればいいのかな。石化の原因が湖なのだとしたら、そこから遠く離はなれることはできないはず。しかも、山のあちこちにあった石像は、今にも動きだしそうな姿勢をしていた。生きたまま湖に落ちた？　説明がつかないよ。そういうやつがカテゴリーＡ。どうみても湖で石化したと思われるやつがカテゴリーＢ」

　シュカが、あるスライドにきたところで手を止め、画面を凝ぎよう視しする。

　赤い湖のわきに、ヨキが立っている画像だ。特に不ふ審しんな点はないようにみえる。しかしシュカのまなざしは鋭するどい。

「そもそも、なんで僕ぼくのアップを撮とってるんですか」

「疲つかれた顔が面おも白しろかったからだよ」

「部下をいたわりましょうよ」

　シュカがその画像の、ヨキの背後をどんどん拡大していく。ヨキの顔はすぐに画面の外に追いやられる。何の変へん哲てつもない平地がアップになり、鮮せん明めいに表示されていく。小さな点がある。最初は汚よごれのようにしかみえない。しかしそれが拡大されるにつれ、形をあらわしてゆく。

　人だ。人がいる。

　赤あかん坊ぼうを抱だいた女の人が立っていた。あの山小屋にいた女性だ。

　どうしてここにいるのだろう。まさか、ついてきたのだろうか。けれど、何のために？

　ヨキはその状じよう況きように狂きよう気きを、そして背筋に冷たいものを感じる。

　シュカはなおも拡大をやめない。女の人をみたかったわけではないらしい。彼かの女じよの胸むな元もとをさらに拡大する。布に包まれた赤あかん坊ぼうに焦しよう点てんが定まる。ヨキが山小屋にいたときはいつも眠ねむっていた赤あかん坊ぼう。しかし画像のなかでは起きていて、目を開いている。

　赤あかん坊ぼうの瞳ひとみは暗黒で、画面越ごしにこちらを睨にらみつけていた。

　ヨキは頭をかく。

「もしかして、僕ぼくたち危なかったんですかね？」

　シュカは薄うすく笑う。

「かもね」
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　見み渡わたす限り砂しかない。砂さ漠ばくだ。空から降りそそぐ陽ひざしが地面の砂を熱している。

　陽炎かげろうにゆらめく視界。そんな環かん境きようでも、ヨキとシュカは涼すずしい顔をしている。頭からかぶったフードのなかは快適な気温に保たれていた。

　二人は砂さ漠ばくの真ん中で、砂を蹴けっている。

　調査官が地上におもむくとき、まずは飛行機で調査地の上空までゆく。そして人のいない地点にむかって、調査官が乗のりこんだポッドを射出する。飛行機が着陸できない地点に調査官を降ろすことができるし、射出したポッドは誘ゆう導どうビーコンを使って回収するから、空から人がやってきた痕こん跡せきも残らない。

　しかし今回は着地点が砂さ漠ばくだったものだから、砂の上にポッドの跡あとが残ってしまった。風が吹ふけば消えるだろうが、念のため、砂を蹴けって痕こん跡せきを消しているのであった。

「こんなもんでいいでしょう。いきましょうか」

　二人は歩きだす。しかし空と砂しかなく、景色が変わらない。ずっと同じ場所にいるようで、ヨキは何度も後ろをふりかえり、つづく足あし跡あとをみて前に進んでいることをたしかめた。

「座標、間ま違ちがったんじゃない？」

　シュカが眩まぶしそうに目を細め、辺りを見回しながらいう。

「ここ、無生物地帯でもおかしくないよ」

「いえ、あってますよ。もう少しでみえてくるはずです」
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　ヨキは肩かたからかけたカバンを開き、忘れ物がないか最終チェックをする。セントラルとの通信機、現地の通貨、アナログなナイフ。マニュアル通りの携けい行こう品だ。

「ナイフなんていらないよ」

　シュカがいう。

「この地域に人を襲おそうような危険な生物はいないんだしさ」

「人はときに危険です」

「根暗な発言するなあ。人間嫌ぎらいだと友だちできないぞ」

「友だちできないのは困りますね。でも、僕ぼくには友だちより必要な人がいます」

「わかった、恋こい人びとだ」

「真面目な上司ですよ」

「砂が溶とけて結けつ晶しよう化しているよ。きれーだねー」

　シュカが駆かけだしていく。強ごう引いんに話題を終わらせるところからすると、どうやら自分が不真面目な上司という自覚はあるようだ。しかし反省する様子もなく砂で遊んでいる。放っておくとどこにいくかわからないので、ヨキは「こっちですよ」と誘ゆう導どうする。

　目的地をめざして歩くが、砂に足をとられて思うように進めない。そうこうしているうちに砂すな嵐あらしがやってきて、やりすごすため二人は地面に伏ふせる。視界が砂に染まり、半歩先もみえない。みるみるうちに降りつもり、嵐あらしがおさまったときには砂に埋うもれていた。

　ヨキとシュカは、もぐらのように頭を出す。クリアになった視界。遠くに都市がみえた。丘きゆう陵りように尖せん塔とうが建っている。そこを中心に緑と街が広がっていた。

「なるほど、あれか」

　シュカはいいながら、光学ディスプレイを起動する。空中に資料が表示されるが、それらはすべて、ヨキが事前に準備したものだ。

「どれどれ。都市の名めい称しようはグレートインゴット。人口は中規模都市と同水準。宗教都市で教会が絶大な権力を握にぎっている。技術水準は活版印刷が発明されたところ、と。なんか、普ふ通つうの都市だね。服はかわいいけど」

　シュカはマントの下に着たドレスシャツをいじり、満足そうな顔をする。

「今回の調査対象は都市そのものなんでしょ？　選定ミスじゃない？　ありふれているよ。美お味いしいものでも食べて、ゆっくりするしかないな」

「先せん輩ぱいはホント人の話を聞きませんね。何度も説明しましたよ」

　ヨキは砂を拾いあげる。

「先せん輩ぱいが言った通りですよ。ここは砂が結けつ晶しよう化するほどの、あと一歩で無生物地帯という環かん境きようです。それがあの都市、あの場所にだけは、緑が茂しげって人が住んでいる」

「砂さ漠ばくにもオアシスくらいあるでしょ」

「規模が大きすぎますよ。それにですね、あの街では至るところに鉄が使われています。けれどそんな資源、この辺り一帯どこを探してもないんです。簡単にいいましょう。本来であればここは空白地帯です。しかし都市が存在し、そこには人や食料、資源もある」

「ふうん」

　シュカはつまらなさそうな顔をする。地理的な要因だとか、資源だとか、そういった話題は好みではないのだ。シュカは、巨きよ大だい生物のような、わかりやすいロマンを求めている。

「仕方がないですね」

　ヨキは光学ディスプレイの画像をスライドさせ、いくつもの静止画像を順にみせていく。

　最初はなにもない砂さ漠ばく。次に地面が隆りゆう起きし、岩がん盤ばんがせりだしてくる。そこに木々が生える。家も建ち並んでいく。そして現在、目の前にある都市と変わらない光景ができあがる。この場所の変化を時系列にならべた映像記録だ。それ自体に驚おどろきはない。地面が隆りゆう起きして岩がん盤ばんがでてくることも、そこに草が生えて街ができることも、あり得ないことではない。しかし。

「撮さつ影えいされた日付に注目してください」

「どれどれ」

　シュカが面めん倒どうくさそうにのぞきこむ。そして首をかしげる。

「日付、間ま違ちがってない？」

「僕ぼくも最初はそう思いました。でもこれはセントラルが撮さつ影えいした映像で、何度確かく認にんしても正しいんです。そして、グレートインゴットは、周辺から『奇き跡せきの街』と呼ばれています」

　撮さつ影えいの日付が正しければ──。

　今から二十年前、この場所でたしかに奇き跡せきが起きたことになる。一夜にして地面が隆りゆう起きし、一夜にして草木が生え、数度の夜を経るうちに無数の建物ができあがった。

「奇き跡せきの街ですから、遠くからの巡じゆん礼れい者も絶えないようです。砂さ漠ばくを越こえられず命を落とす人もいるみたいですけど」

「七日で都市がつくられたわけだ。創世神話みたいだね。信しん仰こうの対象になるのもわかる」

　シュカが頰ほおをゆるめる。

「なかなか面おも白しろそうじゃないか」




　　　◇




　砂さ漠ばくの都市は雑然としていることが多い。道みち幅はばが狭せまく、曲がりくねっていて、自分がどこにいるかわからない。そこかしこに露ろ店てんがあり、怪あやしい店主に呼び止められるうちに迷子になる。

　グレートインゴットは、そんなイメージからは駆かけ離はなれた都市だった。区画整理がきちんとされていて、熱吸収を抑おさえるため白い色をした建物が整然とならんでいる。道みち幅はばは広く、光こう沢たくのある石のタイルが敷しき詰つめられている。砂すな粒つぶ一つ落ちていない。いたるところに浅い水路があり、陽光をうけて輝かがやいていた。

「砂さ漠ばくの街っていうより、水上都市って感じだね。冷たっ」

　シュカが水路につけた手をひっこめる。

「なるほど。この冷たい水が都市全体にいきわたることで気温がコントロールされているわけだ。人も住めるし植物も育つ。うん、飲んでもおいしい」

「お腹なかこわしても知りませんよ」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。食べ過ぎ以外でお腹なか痛くなったことないから」

　眩まぶしい陽ひ射ざしと水の流れる音。すれ違ちがう人はみな穏おだやかな顔をしていた。

　ヨキとシュカは立派な門の前で立ち止まる。奥おくにみえる建物は、民家のそれよりも格段に大きい。門柱には鉄製の札があり、現地の言葉で、知ち恵えの集積と彫ほられていた。

「何だと思う？」

「図書館でしょうね」

「本かあ」

　セントラルに暮らす二人にとって、紙に印刷された媒ばい体たいはデッドメディアだ。情報や記録は全てデジタル化されている。その方が場所もとらないし、経年で劣れつ化かすることもない。

「でも私、結構好きなんだよね」

「先せん輩ぱい、古いものは何でも好きですよね」

「うん。でっかい遺い跡せきとかいいね。誰だれが建てたかわからない、トラップがいっぱいあるような遺い跡せき。次はそういうとこにいこうよ」

「どうでしょうね。そういうところは、もっと実績のある調査官が派は遣けんされますから。僕ぼくたちみたいな素行不良調査官が申しん請せいを出しても却きやつ下かされるんじゃないですかね。上から命令される指示案件はテキトーに片づけて、自分たちでみつけてきた希望案件だけ真面目にやる。局内ではそう評価されているみたいですよ。しかもそれが真実だから耳が痛いですよね」

「聞こえないなぁ！」

　話しながら建物に入ってゆく。予想通り、木製の書しよ架かがならんでいた。入口に古びた机と椅い子すがあり、老人が座すわっている。どうやら受付のようだ。絹のシャツを着ていることからも、この都市が、服に気をつかえるほど裕ゆう福ふくなことがわかる。

「都市の歴史についての文ぶん献けんはありますか？」

　ヨキがたずねると、老人は人なつっこい笑え顔がおを浮うかべた。

「外からきた研究者かね？」

「えっと」

　今回、ヨキとシュカは奇き跡せきの街を訪おとずれた巡じゆん礼れい者という設定だ。しかし答えるよりも先に、「言わなくてもわかるさ」と、老人は話しはじめる。

「ここは七日でできた街。やってくる人間は限られている。移住を希望するものか、奇き跡せきを信じて祈いのりにくるものか、なにが起きたか調べようとする研究者だ。そして歴史や地理をたずねるものはみな研究者だよ」

　老人は穏おだやかに話す。彼かれは遠くの街の出身で、ここに移住してきたらしい。だから外の人間が興味を持つ理由もよくわかるという。

「しかし残念ながら歴史書はない。それをつくるほどの時間が経たっていないからね。まだ二世代目といったところだよ」

「そうですか」

　ヨキはとくに落らく胆たんしたりはしない。もともと歴史書があったとしても参考程度だ。自分で調べて納なつ得とくできるもの以外は報告書に記き載さいしない。

「知ち恵えの螺ら旋せんにいってみてはどうかね」老人がいう。

「知ち恵えの螺ら旋せん？」

「街の中心に高い塔とうがあるだろ」

「あの尖せん塔とうですか。教会建築のようですが」

　老人の話によると、あそこは礼拝堂でもあるが、学術施し設せつでもあるらしい。教会所属の研究者が大勢いて、日夜、研究に励はげんでいるという。

「ちょうど今、一人きている。あの娘むすめだよ。おそらく、一番優ゆう秀しゆうな研究者だ。名をラターシャ。皆みな、ラシャと呼んでいる」

　奥おくの書しよ架かで分厚い革かわ張りの本を手に取っていた女性がこちらをむく。若い。おそらくヨキよりもずっと年下だろう。それで優ゆう秀しゆうと評価されるのだからたいしたものだ。頰ほおにかかるくらいの短い髪かみに褐かつ色しよくの肌はだ。理知的な顔つきで、落ち着いた雰ふん囲い気きをしている。

「ラシャならこの街ができたことについて、何らかの見解を持っているだろう。話を聞くといい。まあ、彼かの女じよは少し難しい状じよう況きようにいるのだけどね」

「どういうことですか？」ヨキはたずねる。

「えてして、優ゆう秀しゆうな科学者は、教会の教義と対立してしまうものなのだよ」

　老人はそこで話をやめる。ラシャが書しよ架かの方からこちらにやってきたのだ。

　ラシャのたたずまいは、上品な黒くろ猫ねこのようだった。

　老人が、ヨキとシュカを紹しよう介かいする。

「この街の創設について調べているそうだ。資料を探しにきたそうなんだが」

「けれどこの街に歴史書はない」ラシャがいう。「だからかわりに知ち恵えの螺ら旋せんを案内してやって欲ほしい。そんなところかしら」

「おまえさんの研究室には非公式の資料があるんじゃないのかね」

　老人は茶目っ気のある口調でいう。しかしラシャは、「どうかしら」と平へい淡たんだ。年のわりにどこか達観している。

「でも私が教会の施し設せつを案内していいのかしら」

　ラシャは自じ嘲ちよう的なトーンでいう。

「もうすぐ異い端たん審しん問もんにかけられるというのに」




　　　◇




　道すがら、ヨキは自己紹しよう介かいをした。もちろん、本当のことは話さない。事前に調べたことを思いだしながら、即そつ興きようで設定を作った。遠くにある街の名をあげ、そこの学術施し設せつから派は遣けんされた研究者だと説明した。ラシャは「そう」と、うなずくだけだった。個人の属性に興味はないのかもしれない。

「この水はすべてあの尖せん塔とうから流れてきているのよ」

　ラシャが水路をみながらいう。

「街全体に行ゆき渡わたるほどの水量が一カ所から何十年も湧わきつづけている。それも一つの奇き跡せきだと思わない？」

「地下水が湧わいているのかな」

　ヨキはありきたりな推測を口にしてみる。事前調査の段階で、この地域に地下水脈がないことは確かく認にんしている。つまり、大量の水が根こん拠きよもなく発生しているのだ。それはラシャのいうとおり現在進行形の奇き跡せきであり、ヨキがこの都市に目をつけ、調査希望を申しん請せいした理由の一つでもあった。

「地下水、ね。可能性はゼロではないかもしれないけれど。いずれにせよ、知ち恵えの螺ら旋せんにいって水が湧わいているところをみてから考えればいいと思う」

　それにしても、とラシャはいう。

「あなた、これっぽっちも地下水だなんて思っていない顔で『地下水が湧わいているのかな』なんていうのね」

　ヨキはごまかすように肩かたをすくめてみせた。




　尖せん塔とうはグレートインゴットの中心、丘きゆう陵りようの一番高いところにあった。青い空を背景にそびえている。砂さ漠ばくからみえるほどの巨きよ大だい建造物であるから、高く、建物内も広かった。一階が聖堂になっていて、それより上の階層には様々な施し設せつや部屋があるという。

「荘そう厳ごんだねえ」

　シュカがいう。

　尖せん塔とうの中心は吹ふき抜ぬけになっていた。そこに大理石の白い円柱があり、塔とうの上まで伸のびている。そして、同じく白い大理石を使って、その柱に巻きつくように螺ら旋せん階段がつくられていた。

「知ち恵えの螺ら旋せんと呼ばれる由ゆ縁えんよ。塔とう内を上下に移動するときは全てこの階段を使う。上の階層には大司教の部屋や、教会の資料室、研究者たちの部屋もあるわ。そして水源もね」

　ラシャが螺ら旋せん階段の脇わきを指さす。水路があり、水が流れている。階段とともに、柱にそって渦うずをまきながら流れてきているのだ。

「あの冷たい水は塔とうの上からきてるの？　まさか空から落ちてきてるわけじゃないよね」

　シュカが柱を見上げていう。

「一番上にいけばわかるわ」と、ラシャが階段に近づいてゆく。

　ヨキは思わず、「ちょっと」と、声をかけた。

「あのさ、一番上って、かなり高いと思うんだけど。ここからだと頂上みえないし。ホントにのぼるの？」

「そうね。高いところは苦手？」

　ラシャは普ふ段だんから使っているからか、まったく抵てい抗こうがないようだ。ヨキは未練がましく自動の昇しよう降こう機を探す。しかし、そんな設備はない。

「わかりました。僕ぼくも男です。ゆきましょう」

　一定のリズムで響ひびく靴くつ音おと。最近、デスクワークばかりで運動不足になっているヨキにとって、それは修しゆ行ぎようか拷ごう問もんだった。終わりのない階段。あまりに長く、途と中ちゆうから疲つかれすら感じなくなる。このままのぼりつづければ天国にゆけるのではないか。そんな気すらしてくる。

「へえ、綺き麗れいだね」

　一番上にたどりつき、シュカが感かん嘆たんの声をあげる。

　円柱の頂上が丸くくり抜ぬかれ、そこに水がたまっている。石造りの泉だ。ステンドグラスを通して色づいた陽光が、水面を彩いろどり、揺ゆれている。まるで空中庭園、神の庭。そんな表現がふさわしい光景だ。

「なるほど。ここの水があふれだして、街全体にいきわたってるわけだ」

「天空の泉と呼ばれているわ」

　ラシャがいう。

「どういう原理なの？」シュカがたずねる。

「神の残した恩おん寵ちようというのが教会の公式見解よ」

「この塔とうにいる研究者たちもそれを支持しているの？」

「支持しないと異い端たん審しん問もんにかけられて、最悪の場合は処しよ刑けいされるしね」

「あなたはさっき、自分が異い端たん審しん問もんにかけられるといっていたけど」

「教会は悪あく魔ま祓ばらいをしているのだけど、それを否定する論文を発表したのよ。あれは精神の病で、もっと別のアプローチが必要だってね。それが枢すう機き卿きようの逆げき鱗りんにふれたみたい」

　ラシャは聡そう明めいであり、そうなることは論文を書いた時点で容易に予想できたはずだ。ヨキがそれを指し摘てきすると、ラシャは認めた。

「それでも正しいと思ったら、発表せずにはいられなかった。多分、科学の正しさを信じているのでしょうね。私が幼いころはこんなに教会の勢力は強くなかった。それが巡じゆん礼れい者が増え、力を持つようになった。何でも神の奇き跡せきにして、それ以外を認めない。この塔とうだって、今では宗教建築のようになってしまったけど、元はもっと簡素な内装だったのよ」

　科学は奇き跡せきに塗ぬり潰つぶされ、歴史は神話に置おき換かえられた。それにより、グレートインゴットができた当時の記録も消されてしまった。今では神を信じる乙女おとめの祈いのりで街ができたとか、そんな奇き跡せきを賛美する逸いつ話わばかりがあふれ、奇き跡せきの検証はさらに難しくなったという。

「私の研究室に少しだけなら資料が残っているわ。あなたたちが求めている、この街の歴史に関わるものよ。塔とうの低層だけれど、いく？」

「是ぜ非ひみたいね」

　シュカはそういって、ラシャと一いつ緒しよに階段を下りていこうとする。

　ヨキはあわてて呼び止める。

「もう少しこの泉を眺ながめてからいきませんか？　こんな綺き麗れいな光景、なかなかみれるものじゃないですよ。いえ、別に疲つかれてません。むしろ元気です」




　ラシャの研究室は狭せまく、さらには本や実験器具が散乱しているため、足の踏ふみ場もなかった。

　ヨキは無造作に転がっている試験管を手に取って眺ながめる。試験管はどこにいっても、同じ形をしている。最適な形は限られているから最後は同じ形に収束するのだろう。

「どこにやったかな」

　ラシャが書類の山をかきわけ、資料を探す。セントラルで紙がデッドメディアとなった理由はこれだ。デジタルなら検けん索さくに時間はかからない。

「グレートインゴットを作った人たちよ」

　やっとのことでラシャが見つけだしたのは一枚の写真だった。セピア色で、色あせている。五人の男が映っていた。

「彼かれらは技術者集団で、街に必要な設備をつくった。工法はわからないけど、あの尖せん塔とうと円柱をつくったのもこの五人よ。決して神の聖遺物なんかじゃない」

　ラシャは長い時間をかけ、五人の来歴について説明した。シュカは「ふむふむ」とうなずきながら、意外と綺き麗れいな字でメモを取っていた。

「なるほどね。それぞれに得意分野を持った職能集団だったわけだ。街の至るところにその技術は使われているだろうから、それを調べれば、七日で都市ができあがった秘密がわかるかもね。よし、明日から美お味いしいものでも食べながらゆっくり街を散策だな」

　シュカは上じよう機き嫌げんで研究室を出ていく。

　ヨキはラシャと二人きりになる。その一いつ瞬しゆんの空白の時間だった。

　ラシャは無機質にいった。

「あなた、調査官でしょ。セントラルの」

　あってはならない質問。

　ヨキは沈ちん黙もくし、相手の態度をうかがう。

　ラシャは緊きん張ちようしていない。とてもニュートラルで、そして確信に満ちている。

「少し話をしよう」




　　　◇




　セントラルは遥はるか上空に浮うかぶ天空国家であり、地上からは観測できないよう様々な仕し掛かけが施ほどこされている。それゆえセントラルの存在自体がまず知られておらず、調査官がその身分を見破られることもない。

「それなりの技術がある地方では、なんとなくセントラルの存在に気づいているところもある。けれど基本的には観測されていないし、グレートインゴットの水準で、調査官の存在に気づけるはずがないんだ。あくまで基本的な話だけれど」

　ヨキは、前を歩くラシャにいう。

　深夜、二人は円柱の頂上にある天空の泉を目指し、螺ら旋せん階段をのぼっていた。

　昼間、研究室でラシャは取引を持ちかけた。ラシャは奇き跡せきの正体に心当たりがあって、それをヨキに教えてくれる。その代わり、ヨキはセントラルのことを少しだけ教える。

　ヨキは、シュカには秘密にしておくことを条件に、それを承しよう諾だくした。シュカは規則違い反はんにうるさいからと説明した。もちろん、そうではない。シュカの方が規則にゆるい。しかし、今回の任務にあたり、ヨキはどうしても単独行動を取りたい理由があった。

　深夜、ヨキはシュカに黙だまって宿を出た。そして尖せん塔とうに侵しん入にゆうし、螺ら旋せん階段をのぼっている。奇き跡せきを解き明かす鍵かぎは天空の泉にある。それがラシャの見解だった。人目のないときに検証するため、夜を選んだ。

「どうして僕ぼくが調査官だと？」

　ヨキは無限に思える階段をのぼりながらたずねる。前をゆくラシャは振ふり返かえらない。

「あなたは遠くの街の学術機関から派は遣けんされたといった。でも、そこからきた研究者たちが以前にいたのよ。彼かれらは帰路で亡なくなった。あの砂さ漠ばくはときおり、信じられないほど高温になる。不運な事故だった。遺体は収容されて、今もその街の人が引き取りにくるのを待っている」

「なるほど。僕ぼくがその人たちの消息をたずねないのは不自然だ」

「下調べが甘あまかったわね」

　ヨキはラシャの冷静な横顔をみて思う。おそらくこの人が調査官だったら、自分よりも優ゆう秀しゆうだったにちがいない。

「僕ぼくが偽にせ物ものの研究者だとしても、調査官という結論には結びつかない。グレートインゴットは不思議な街だけれど、セントラルを感知できる水準にはないはずだ。セントラルという名めい称しようも、調査官という職業も知りようがない」

「そうね。この街の人は誰だれもセントラルのことは知らないはずよ。でも何事にも例外は存在する。昼にみせた写真を覚えている？」

　グレートインゴットの創始者とされる五人の写真。一番右の端はしに、丸い眼鏡をかけ、ひげをたくわえた男がいた。

「名はアルフレッド・アルナイル。賢けん人じんと呼ばれていて、多くの発見と発明をした。五人のなかでリーダーは別にいたけれど、実質的に全てをもたらしたのは彼かれよ。あまり表おもて舞ぶ台たいに立ちたがらない性格だったみたいだけれどね。そして彼かれは、世界が広いことを知っていた。砂さ漠ばくのむこうに世界が広がっていることをわかっていたし、空に自分たちよりも遥はるかに優すぐれた文明が存在することにも気づいていた」

　アルナイルについては不明なことが多く、詳くわしいことはわかっていない。彼かれは都市を創り、いくつもの発明をして住民の暮らしを豊かにし、そして、ひっそりと老いて死んでいった。なぜだかわからないが、彼かれは何一つ記録を残さなかった。さらに教会が彼かれの功績を教義で覆おおいつくしたため、グレートインゴットの黎れい明めい期に存在した多くの技術が失われることになった。

「でもね、最近になってみつけたのよ。彼かれが残した小さな革かわの手帳。アルナイルの手記よ」

　手記にはアルナイルが発見したこと、考えている最中の仮説が記されていて、そのなかにはセントラルの情報もあった。

「アルナイルはいつかここに調査官がやってくることを予見していた。自分の成したことが特別なことだとわかっていたから。遠くない未来に、セントラルから調査官という名の監かん視し者がやってくると」

「監かん視し者？　僕ぼくたちは調査するだけで監かん視しはしない」

　調査官は世界各地の情報を収集し、報告する。その情報をどう判断するかはセントラルの中ちゆう枢すうにゆだねられている。

「そうかしら。もし自分たちを脅おびやかすような生物や技術をみつけたとき、セントラルはそれを放っておくの？　おそらく何らかの対策を取るはずよ。そういう意味では、調査官はセントラルの目であり耳であり、やはり私たちにとっては監かん視し者なのよ」

　かつて未開の地へ調査に赴おもむいたとき、不思議な力を行使するシャーマンに出会った。

『地上を管理する者』

　正体を見み抜ぬかれ、そう呼ばれたことをヨキは思いだす。

「干かん渉しようしないなんて信じない。介かい入にゆうしないなんてありえない。私たちは地上を歩くしかできないけれど、なにも考えられないわけじゃない」

「そうだね」

　本来であればセントラル側の情報は開示しない。しかしヨキは、ある事件について話すことにする。セントラルのことを少しだけ教えるという約束もあったし、なにより、ラシャは信しん頼らいに足る人物に思えた。

「僕ぼくが調査官になってから、一度だけ介かい入にゆうした事例をみたことがある。例外的な措そ置ちで、オフィスは騒そう々ぞうしかった」

　熟練の調査官が、技術水準の高い地域に派は遣けんされたときのことだ。調査目的はその地域に稀まれに出現するといわれる、金色の虹にじの観測だった。七色あるから虹にじなのであって、一色の帯は虹にじとは呼べないのだけれど、他に表現のしようがなかったので便べん宜ぎ上じようそう呼ばれていた。結局、そのときの調査では金色の虹にじを観測することはできなかった。

「偶ぐう然ぜんだった。その調査官は長い滞たい在ざいのあいだに、現地の人々がある微び生せい物ぶつをつくりだそうとしていることを知った」

「微び生せい物ぶつをつくる？」

「遺伝子という概がい念ねんがあるんだ。生命の設計図みたいなもので、それをいじって、人間に都合のいいように改良するんだ」

「生命をつくり換かえるなんて、まるで神様のようなことをするのね」

　その街では遺伝子組くみ換かえ技術が実用化されていた。彼かれらはゴミ処理を加速させるため、分解能力に優すぐれた微び生せい物ぶつをつくりだそうとし、成功した。

　名めい称しようはオーレン・シエラレオネ。

　土ど壌じようにシエラレオネを散布しそこにゴミを埋うめると、一晩のうちに鉄をも分解するほどの効果が見み込こまれ、実用化の寸前までいった。

「でもね、重大な見落としがあったんだ。シエラレオネは強すぎた。土ど壌じようにいる他の微び生せい物ぶつを殺してしまうし、植物の根に入ればその細さい胞ぼうを破は壊かいする。しかも土を媒ばい介かいにして広がっていくから、世界中の陸生植物を根こそぎ枯からしてしまう危険性があった」

　一度、散布されてしまえばとめられない。実用化する前に何とかする必要があり、セントラルは介かい入にゆうの判断をくだした。

「とても平和的な介かい入にゆうだったよ。いつのまにかシエラレオネの培ばい養よう槽そうに花が落ちていて、異常な枯かれ方をしているんだ。それを見た現地の人は、その微び生せい物ぶつの危険性に気づく。厳重に管理されているはずの培ばい養よう槽そうになぜ花が落ちていたのか、少しの疑問は残るけれどね」

「なるほど。つまり、よほどの事態でない限り干かん渉しようも介かい入にゆうもしない。今回もそうなる、と」

「そうだね」

「それならいいわ。この先にある泉に使われている技術を、あなたが回収して持って帰るのではないかと心配していたのよ」

「安心していいよ。僕ぼくは報告書を作るだけだ」

　静まり返った尖せん塔とう。暗くら闇やみのなか、白い螺ら旋せん階段をのぼってゆく。昼間とは違って、天国への階段という印象はなく、禁じられた扉とびらを開けにいくような背徳感があった。

「口ぶりからすると、アルナイルの手記は他の人に公開されてないみたいだ」

「そうね」

「どうして？」

「教会は何でも奇き跡せきということにしたい。もし手記の存在を知れば、きっと焼やき払はらってしまうでしょうね」

「君は教会所属の研究者だ」

「ええ。けれど真実を偽いつわることに加担したくはないわ。それに、私は手記をみつけて決意したの。異い端たん者として殺されることになったとしても、この街を創った人たちの記録を消したりしない。だってね──」

　前をゆくラシャが振ふり返かえる。ステンドグラスを背景にヨキを見おろす。窓から差さしこむ月光が彼かの女じよに降り注ぐ。

「私はラターシャ・アルナイル。アルフレッド・アルナイルの娘むすめよ」
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　螺ら旋せん階段の頂上にたどりつく。石造りの泉からは夜になってもこんこんと水が湧わきつづけていて、中心の水面が少しふくらんでいる。底に穴がみえるが、地下水が湧わいているというわけではない。こんな高い所まで汲くみあげる合理的な理由はないし、そもそも、この地域に地下水脈はない。それはセントラルの観測技術が保証している。

「少し休んでから、泉を調査しましょうか」

　ラシャはいう。

「あなた、疲つかれているみたいだし。足が震ふるえているわよ」

「そんなはずはない。僕ぼくは世界各地の調査にいって、足あし腰こしを鍛きたえている。全然平気だ。けれど質の高い調査をするために、少し時間をおいて集中力を高めるという考えも悪くない」

　ヨキはその場に座すわりこんだ。

　息を整えているあいだ、ラシャにアルナイルの手記をみせてもらった。手て渡わたしてはくれず、彼かの女じよがめくるページを横からのぞく。黄ばんだ紙に書かれている数式や理論は、グレートインゴットの水準からすれば、遥はるかにオーバースペックなものばかりだった。

「ずっと湧わきつづける天空の泉。七日でできた街。この手記にはそれらを同時に実現できる理論が書かれていて、そしてそこに多くのページがさかれている」

　ラシャが立ち上がる。

「自己複製の理論よ」

　靴くつを脱ぬぐとそのまま泉に入ってゆく。スカートの裾すそが濡ぬれるのも意に介かいさない。ヨキも仕方なく立ちあがり、靴くつと靴くつ下したを脱ぬぎ、ズボンの裾すそをまくりあげる。

「セントラルにもあるのでしょう、自己複製の理論」

「ある。僕ぼくは専門家じゃないから難解な部分は理解していないけれど」

　調査官はありとあらゆる分野の調査を行うため、幅はば広ひろい学識が求められる。そのため、ヨキも多くの学問をさわっており、自己複製の理論も大おお雑ざつ把ぱには知っていた。

「動物が子供をつくることも、冷たい言い方になるけれど、自己複製と呼べる。同じ種類のものが増えるわけだから。それを科学的に検証し、応用を試みたのが自己複製の理論だ。ある機械があったとする。その機械に自分自身の設計図を渡わたす。機械はそれを使って自己複製を始める。どんどん増えて、できる仕事量も多くなる。まるで無から有ができるような夢の理論だ」

　セントラルでは実現可能な理論として語られるよりも、小説の題材にされることの方が多い。自己複製を瞬しゆん時じに促うながす装置を開発し、それを使って一つしかないものを二つにする。泥どろ棒ぼうが宝石を複製して大おお儲もうけしたり、狂きよう気きの科学者が太陽を二つにしたりするような物語だ。数は多くないが、検けん索さくすればいくつかはヒットする。

「父は自己複製の理論に可能性を見み出いだしていた」

　ラシャはいう。

「彼かれはまず複製因子というものを考えた。自己複製するためにはそれがいる。私たち人間が子供をつくれるのも、その複製因子があるからだと」

「遺伝子、ＤＮＡ、つまりは生命の設計図だ。親と子供が似るのは同じ設計図だから」

「二重螺ら旋せんの塩基配列でしょ」

「知っていたのかい」

「父の手記で学んだわ」

　泉の中心に近づいていく。

「生命だけじゃない。父はありとあらゆるものに複製因子があると考えた。そしてそれを瞬しゆん時じに増ぞう殖しよくさせ、同じものを生みだす装置をつくろうとしていた。手記を読み解いていたとき、その記述をみつけてグレートインゴットがどうやって創られたのか、なんとなくわかったわ」

「自己複製機、それがあればたしかに可能だね」

　木が一本あれば、二本にできる。鉄が一ひと握にぎりあれば、それを増やすことができる。家を一軒けんつくれば、それを複製して二軒けんにすればいい。すごい速さで、なにもない場所に都市を創造することも可能だろう。

　ヨキは想像する。一ひと握にぎりの資源と自己複製機を手に持ち、砂さ漠ばくの真ん中にたたずむアルフレッド・アルナイル。

「グレートインゴットは自己複製機によって創られた。そして自己複製機は今も都市のために使われている。ここ、天空の泉でね。その仮説を今から証明するわ」

　ラシャがしゃがみこみ、泉の底に手をいれる。体の半分まで水に浸つかる。底にあいた穴は、それほど深くはなかった。立ちあがりながら、ラシャは水の底にあったものを引きあげる。

　水色のクリスタルだった。ひし形で、大きさは手のひらに余るくらい。

　内側に幾き何か学がく模も様ようがあり、うっすらと発光している。

「これね」
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　ラシャがもう片方の手を器用に使い、アルナイルの手記を開く。自己複製の理論が記き載さいされているページに、たくさんの数式が書きこまれている。

「なるほど」

　ヨキは手記の数式と、クリスタルのなかを見比べ、納なつ得とくする。クリスタルのなかにある幾き何か学がく模も様ようは、よくみてみれば、手記に書かれた数式の集合だった。

「これが自己複製機ね。って、あれ？」

　ラシャは足元をみながら首をひねる。底にある穴からはまだ水が湧わきつづけていた。

「装置を取り外したら水がとまると思ったんだけど。これ、自己複製機じゃないのかな？」

「いや、正解だよ。それは同じものをつくりだす夢のような機械だ。そして機能した」

　ラシャは自分の左手が重くなっていることに気づく。

　傷と汚よごれがついた革かわ張りの手帳。

　アルナイルの手記が二冊になっていた。
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　ヨキは宿に戻もどり、端たん末まつを起動する。

　青いクリスタルの鮮せん烈れつな印象が脳の奥おくに残っている。あの後、手記だけでなく、ヨキが持っていたカバンやナイフも複製した。できあがったものは本物と見分けがつかず、同じといっていいものだった。

　アルナイルの自己複製機。

　それはセントラルの技術力さえ凌りよう駕がした代しろ物ものだ。しかし、それがグレートインゴットで発見されたことに驚おどろきはない。

　ヨキは光学ディスプレイを操作し、セントラルのサーバにアクセスする。学者たちが使う論文システム、そこに『自己複製』と入力する。

　累るい計けいで一番読まれている論文が上にあがってくる。その論文の発表者名の欄らんには、つい最近聞いた名前が記き載さいされている。

　アルフレッド・アルナイル。

　自己複製理論を提唱し、セントラルから姿を消した科学者だ。これこそが、今回、ヨキがシュカに黙だまって行動する理由だった。

　グレートインゴットに興味を持ち、調査の許可申しん請せいを出したとき、中央調査局の上層部から呼びだされた。シュカが有給休きゆう暇かで不在にしていたため、代わりにヨキがいった。

　部屋にはシュカよりもはるかに役職の高い人間がいて、アルフレッド・アルナイル博士についての説明がなされた。かつてセントラルの研究機関に所属していたこと、研究成果を持ちだして姿を消したこと、そしてヨキが提出したグレートインゴットの事前資料に目を通したところ、アルナイル博士が潜せん伏ぷくしている可能性が浮ふ上じようしたこと。

　都市の調査と並へい行こうして、アルナイル博士の行ゆく方えを追つい跡せきする。それがヨキに下された命令だった。もしアルナイル博士の所在が判明した場合、すみやかに報告する。その後どうなるかは教えてもらえなかったが、別の機関の人間が収容しにいくことは明らかだった。そしてそれはアルナイル博士にとって不幸なことだともわかっていた。

　セントラルは時として、地上の人間やセントラルを裏切ったものにたいして冷れい酷こくになる。

　ヨキはシュカに知らせず、全てを一人でやることにした。シュカはこういうことを許せない、人を大切にするタイプだ。もし知らせたら、上層部と喧けん嘩かして、中央調査局を去るような気がした。それはヨキにとって避さけたいことだった。

　グレートインゴットに到とう着ちやくし、アルフレッド・アルナイルが既すでに亡なくなっていると知ったときは心の底からほっとした。これで嫌いやな仕事をせずに済むと。しかし老ろう齢れいのアルナイルが既すでに亡なくなっている可能性など上層部は考こう慮りよの上で、もう一つの指令をヨキに出していた。

　アルフレッド・アルナイルに血けつ縁えん者がいた場合も速すみやかに報告すること。

　この命令には、セントラルの暗い側面が前面に押おしだされている。

　アルナイル博士はセントラルを去るとき、セントラルのサーバ上にある研究データに生体認にん証しようによるロックをかけた。つまりアルナイル博士本人しか解除できなくした。そこには国家機密も含ふくまれており、上層部としては何としてもロックを解除して情報を確保したい。そこで本人が死んでいた場合、血けつ縁えん者を確保しようと考えたのだ。

　生体認にん証しようは網もう膜まくパターンや静じよう脈みやく認にん証しようで、本人でないと解除できない。しかし遺伝的に似た形質を持つ血けつ縁えん者ならどうにかできる。セントラルの技術力を使って、生体組織をいじればいい。おそらくまともな生活を送れない体になるが、セントラルは地上で生まれた人間にたいしてそれほどの配はい慮りよはしないだろう。

　ヨキはラターシャ・アルナイルの存在を記き載さいした報告書を作成し、送信画面までいったところで手を止める。これを送信すればイレギュラーな仕事は終わりだ。また普ふ段だんの楽しい調査に戻もどることができる。

　しかし、送信することはできなかった。

「明日からこの自己複製機を検証してみましょう。一いつ緒しよによ。だってこんな楽しいことを独ひとり占じめするのはよくないでしょう」

　珍めずらしく笑え顔がおになったラシャの顔が浮うかぶ。

　ヨキはため息をつく。自分がこんなにも情に弱いとは思いもよらないことだった。

　セントラルは完成されたシステムだ。命令から逃のがれることはできない。それでもヨキは結論を先送りにせざるを得なかった。
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　数日間、ヨキはグレートインゴットに滞たい在ざいし、夜になるとラシャの研究室を訪おとずれ、自己複製の実験をする日々を送った。なぜ夜に実験するかというと、自己複製機を取り外すと水が湧わきでる量が少なくなるからだ。自己複製機は二つ隠かくされており、一つを取り外しても、水は湧わきつづけた。

「なぜ君のお父さんは自己複製機を二つ作ったんだろう。一つでも水量は足りているように思えるけど」

「自己複製機を複製できるようにしたのかもしれないし、予備として作ったのかも」

「じゃあ、それを泉の底に隠かくして、真実を誰だれにもいわなかったのは？」

「これだけの装置だもの。考えなしに使われたら大変よ」

「なるほどね」

「私たちはちゃんと考えながら使いましょうね」

　様々なものを複製した。木や石、服、食べ物もだ。クリスタルは全体的にぼんやりと青く発光している。そのなかでも数式の羅ら列れつだけが単一方向に強い光を放っており、その光をあてると、どんなものでも同じものが出現した。金きん塊かいも複製した。しばらく経たっても砂になったりしないことを確かく認にんしたとき、二人のあいだに微び妙みような空気が流れた。

「セントラルでも黄金って価値がある？」

「あるね。希少だし、利用価値の高い金属だ」

「これ、売れるよね」

「まあ、売れるね」

「貴金属を増やすのはやめておきましょう。よくないことが起こりそうよ。倫りん理り的にね」

　理性が勝った。あのときの二人の決断は褒ほめられてしかるべきだろう。ちなみにそのときの金きん塊かいはいまだ棚たなの上に置かれている。未練があるわけではなく、時間が経たっても変化がないかを観察するためだ。

　不明なことは多い。自己複製機が万ばん物ぶつの複製因子、つまりは設計図を読み取るとしても、同じものができあがる理り屈くつがわからない。設計図があっても、材料がなければ複製はされないはずだ。現状では、無から有をつくっているようなものであり、複製されたものがいつ空気に溶とけても不思議ではない。しかしそうはならないと、二人は確信していた。なぜならこの自己複製機で創られたであろうグレートインゴットが、いまだ消えずに存在しているからだ。どこから複製のための質量を生みだしているのかは難解な謎なぞだ。

　青いクリスタルは未知の技術で、それを解き明かすための実験を繰くり返かえす。その時間が積み重なるほどにヨキの心は苦しくなっていった。ラシャの純じゆん粋すいな研究への姿勢に尊敬の念さえ抱いだいている。もしこの人をセントラルに差しだしたら、一生後こう悔かいするのではないだろうか。

　自分も、地上の人間を何とも思わないタイプの人間だったらよかったのに、とヨキは思う。

　葛かつ藤とうを抱かかえたまま、日々は過ぎていく。

　シュカはその間、ずっと遊んでいた。今回の調査は資料読解が中心になるから、それをするあいだ、邪じや魔まにならないようどこかで遊んでいて欲ほしいと伝えたのだ。シュカは水を得た魚のごとく遊びまわり、グレートインゴットの社交界でも、賭と場ばでも、その名を知らぬものはいなくなった。

　ヨキはそんなシュカを横目に、この状じよう況きようを乗りきる妙みよう案あんはないかと考えつづけた。

　ある夜、研究室の扉とびらを開けると、ラシャが両手にネズミをのせて難しい顔をしていた。

「まったく同じ個体といえるわね」

「みたいだね」

「自己複製理論の原点でもある生命の繁はん殖しよく。それは出産というかたちで増えていく。二重螺ら旋せんの塩基構造、つまりは遺伝子で複製されるわけだけど、生まれてくるのは本当の意味では同一個体じゃない。親と子は別個体。でもこの自己複製機でつくられたネズミは本当に同一の個体のようにみえるわ」

　ラシャが二匹ひきのネズミを手て渡わたしてくる。ヨキも観察してみるが、たしかに、ひげのはね方や耳の形まで同じにみえた。

「さらに何匹びきか増やして、同じ刺し激げきを与あたえて同じ反応をするか試ためしてみましょうか」

「そうだね。同じ環かん境きようで、同一の成長を遂とげるかも試ためす必要があるだろうね」

「一匹ぴきだけ別の環かん境きようにして、どうなるか観察してみるのもね」

「つがいにして、その子供について調べるのもいい」

　ヨキは二匹ひきのネズミをそれぞれ別の籠かごにいれる。一つには起源と書かれたメモが貼はられていて、もう一つには複製と書かれたメモが貼はられている。

「ところでさ、君とシュカさんって、どういう関係？」

　ラシャが静かに聞いてくる。ヨキは当然の答えを返す。

「部下と上司」

「ふうん」

　ラシャは目を閉じる。シュカの顔を思おもい浮うかべているのかもしれない。

「部下と上司というわりに、年は近そうにみえるけれど」

「あの人と僕ぼくの経歴は少しちがう」

　調査官はヨキのように試験を受けて採用されるだけでなく、別の国家機関から転属となる場合もある。たいてい前の職場での功績が認められて、幹部職として配置されることがほとんどで、シュカはそのパターンだった。

　シュカの前の職場について詳くわしいことは何も知らない。話そうとしないからだ。ただ、一度だけ人事部に用事があって立ちよったとき、担当者のディスプレイが開きっぱなしになっていて、偶ぐう然ぜんシュカの人事データをみてしまったことがある。じっくりはみてないが、調査官になる前の経歴欄らんには軍属と表示されていた。

「軍人にはみえないね」

「普ふ段だんはね。でも時折、感じることはある」

　風が吹ふきすさぶ大平原、巨きよ石せきに腰こしかけて休んでいるときなどだ。

　シュカは深く沈ちん黙もくしながら、ずっと遠くをみている。そういうとき、シュカの横顔はどこか冷めていて、ひどく傷ついているようにみえる。

「荒こう涼りようとした、なにもない場所がひどく似合っていて、ああ、この人は戦場にいたんだなって感じるんだ。そして、そういう瞬しゆん間かんのあの人からは、鉄と硝しよう煙えんの香かおりがする」

　シュカの普ふ段だんの明るい振ふる舞まいは、過去の裏返しなのかもしれない。

「私はシュカさんのことはわからない。けれど、君があの人を守ろうとしていることはわかる。明るい顔をしていて欲ほしい。傷つかないで欲ほしい。そう思っている。だから暗い話題を隠かくしたまま、こうして一人で、私のところにきているのでしょう」

「暗い話題？」

「父はセントラルの人間だった」

　伏ふせていたカードを表にするように、ラシャはいう。そして机の上にあるアルナイルの手記を、指で叩たたく。

「すべて書かれていたわ。父が重要な機密を持ちだしてセントラルから逃げだしたことも。そしていつか追手がくることも。あなたは父を捕つかまえにきた」

　研究室が静まり返る。

　空白の時間。籠かごの中でネズミが動き、実験器具が振しん動どうして音を立てる。

「そうだよ」

　ヨキは肯こう定ていする。

「僕ぼくは調査官だから干かん渉しようはしない。報告するだけだ。けれど、アルナイル博士の所在を僕ぼくが報告したら、別の機関の人間が収容しにやってくる手て筈はずになっていた」

「乱暴な方法で？」

「場合によっては」

「でも、父はすでに亡なくなっている。この場合、どうするの？」

　ヨキは考える。ラシャはどこまで知っているのだろう。こうやって聞いてくるということは、手記に生体認にん証しようのことは書かれていなかったのかもしれない。セントラルの追つい跡せきが血けつ縁えん者にまで及およぶことを、アルナイル博士が想定していなかった可能性もある。では、ラシャが知らなかったとして、正直に教えるべきだろうか。それが誠実さというものなのだろう。しかしヨキはどうしても言いだすことができなかった。

「後は情報の回収といったところかな。セントラルは地上に情報が出回ることをよしとしないから。手記は渡わたして欲ほしい」

「わかったわ。けれどもう少しだけ待ってちょうだい。色々と試ためしたいことがあるから。それくらい見み逃のがしてくれるでしょ？」

　ヨキはうなずいた。噓うそをつくことが悪手だとはわかっていた。本当のことを知ったとき、ラシャは恨うらむだろう。けれど問題を先延ばしにしてでも、別の道を探したかった。

　自身のなかにある葛かつ藤とうを悟さとられないよう、ヨキは努めて平静を装よそおいながら研究室を立ち去ろうとする。その背にむかってラシャが呼びかける。

「よかったら教えて欲ほしいんだけど、後ろ暗い仕事を一人で引き受けてまでシュカさんを大切にするのはどうして？　とてもじゃないけど、博愛主義者にはみえないけれど」

「ひどいいわれようだ」

「好きなんじゃないの」

　ゴシップ好きという感じはなく、あくまで観察者のように、コーヒーが好きなんじゃないの、とたずねるような平へい淡たんな口調で、ラシャは質問する。

　ヨキは少し考えてから、首を横にふった。

「上司を守るのは部下の仕事だ」




　　　◇




　数日のあいだ、ヨキは街を巡めぐって過ごした。ラシャの研究室には立ち寄らないようにした。そうすれば情が薄うすれると考えたのだ。もちろん、無む駄だなことだった。

　散歩道を歩いたり、カフェと呼べるような店のテラス席で本を読んだりした。実際に生活してみると、細部まで気を使って設計された都市であることがわかった。街の表面を冷やしている水路と下水は別れているし、どの場所も日当たりがよく、市民が住む場所と工場が建ち並ぶ場所もきちんと分けられている。物資に不足もない。

　インゴットとは金属の延べ棒のことで、この街では「素材」という意味で使われている。

　ヨキは思う。セントラルは全てが管理されていて、息の詰つまる場所ともいえる。もしかしたら、アルナイル博士はここに楽園を創ろうとしたのかもしれない。地上に楽園を現出するための、偉い大だいなる素材。周囲は越こえるのも難しい砂さ漠ばくで、争いごとに巻まきこまれることもない。

　そんなことを考えながら、日々を送った。もちろん今回の件の落としどころも探していた。

　けれど妙みよう案あんは思いつかない。いっそ、ラシャをどこか遠くに逃にがそうかとも考えた。けれどそれはもう不可能な段階まできていた。

　そのことを告げたのは、なにも知らないはずのシュカだった。




　　　◇




「どうするの？」

　シュカがたずねる。一いつ緒しよに朝ごはんを食べているときのことだ。

「どうするって、なにをですか」

「自己複製機とか、アルフレッド・アルナイルとか、一連のこと」

　シュカは口をもぐもぐさせながら、ごく自然にいう。ヨキは思わず彼かの女じよを凝ぎよう視しした。

「知ってたんですか」

「まあ、上司だしね」

　最初から知ってたとか、あえてヨキを放っておいたとか、余計な種明かしはしない。ヨキは思う。この人は大人なんだ。大人だから子供になったり大人になったりできる。子供は大人になるか、子供のままでいるかを選ぶしかない。

「ラシャをどこかに逃にがそうと思っているのなら、やめたほうがいい」

「どうしてですか」

「図書館で会った老人がいたでしょ。あれ、多分だけど、監かん査さ部の人間だと思うな」

　調査局内で不正や規則違い反はんが発生しないよう、調査官の行動をモニタリングする部署がある。それが監かん査さ部だ。つまり、今回の任務は規則違い反はんが発生しやすい性質のものと判断されていて、最初から監かん視しされていたということだ。

「先せん輩ぱいならどうします？」

「とりあえず、こんな命令を出した上層部に頭ず突つき一発かな。バックドロップもいいね」

「そうして欲ほしくないから僕ぼくは黙だまっていたわけですよ」

「ありがとう。だからその好意に甘あまえて、今回は傍ぼう観かん者でいさせてもらうよ。大だい丈じよう夫ぶ、ヨキがラシャを差しだしても絶対に責めないし、ラシャを逃にがして不ふ祥しよう事じになったら全力で守るから。好きにするといいよ」

「心強いですね」

「でも時間は待ってくれないよ」

　シュカが机の上に街の新聞を置く。最近実用化された活版印刷で作られたものだ。そこには昨夜、ラシャが拘こう束そくされたという記事が載のっていた。明日にでも異い端たん審しん問もんにかけられるという。もし異い端たん認にん定ていされれば、処しよ刑けいされてしまう。

「論文を提出したんだって。この街は五人の職能集団が創った可能性が高く、神の奇き跡せきなんかじゃないってさ。自己複製機の存在は伏ふせられていたけど、それでも教会としては黙だまっていられないよね」

「どうしてそんなことを」

「気づいてたんじゃないかな。自分がこのままだとセントラルに収容されること」

　そうだろうな、とヨキは思う。ラシャほどの頭のよさがあれば、そのくらいは当然予想するだろう。セントラルから逃にげることはできない。その運命を受け入れないために、死ぬという選せん択たく肢しはそれほど極きよく端たんなことではない。

　全てをわかりながら、ヨキを責めなかったラシャ。

　ヨキは許しを請こいたい気持ちになる。

「どうする？　ラシャがいなくなると困るんでしょ」

「正確にいうなら、困るのは僕ぼくじゃない。セントラルです」

「国家への帰属意識が低い発言だね。でもラシャのことを報告すれば、命だけは助かるよ。きっとセントラルは強ごう引いんに牢ろうを破ってでもラシャを収容するだろうから」

「たしかにそうですね。しかし生きていられるとはいえ、それがいいことにも思えません」

　セントラルに連れていかれたら、生体認にん証しようをクリアするため、体をいじられることは間ま違ちがいない。親子とはいえ別個体なのだ。仮にそのままの体で認にん証しようをクリアできたとしても、情報の漏ろう洩えいを防ぐため二度と地上に戻もどされることはない。父親が脱だつ走そう者であることも考えると、厳しい監かん視しがつくだろう。

「僕ぼくは不自由な生を肯こう定ていするのは気が進みません」

「まあ、そうだね。でもセントラルに収容しないなら、処しよ刑けいされることになるよ」

　ヨキはそれについて何もいえない。八方ふさがりといえる状じよう況きようだった。

「さっきもいった通り、判断はヨキに委ねるよ」

「ええ。先せん輩ぱいは手を出さないでくださいね。文字通り。監かん査さ部の人間をぶっ飛ばしたりしたら間ま違ちがいなく免めん職しよくですから」

「わかってるって。ヨキの努力を無む駄だにはしないよ」

「はい。辞やめられると困るんですよ。上司は扱あつかいやすいほうがいいんですから」

　シュカとの旅が楽しいから、辞やめて欲ほしくない。その本心を素す直なおに伝えられないのだから、我ながらひねくれた性格だとヨキは思う。そんな部下の気持ちを知ってか知らずか、シュカはいつも通り、のん気に大量のデザートを頼たのむのだった。




　　　◇




　夜、ヨキは尖せん塔とうの地下にある牢ろう屋やに侵しん入にゆうした。一いつ緒しよに実験したことや、普ふ段だん笑わないラシャが、新たな発見をしたときにだけみせてくれる笑え顔がおを思いだすと、いてもたってもいられなくなったのだ。

　薄うす暗ぐらい鉄てつ格ごう子しのなかにラシャはいた。手足に枷かせがはめられている。

「衛兵と牢ろう番ばんがいたはずだけれど」

「脳の血流低下による一過性の意識消失発ほつ作さ。つまりは気絶してもらっている」

「技術力があれば何でも可能なのね」

「そうでもないさ」

　ヨキは暗がりから出て、まぶたの腫はれた顔をみせる。くちびるは切れ、情けないことに鼻からは血が出ていた。

「セントラルの調査官がずいぶんと古典的な方法を取ったものね」

　ラシャが可お笑かしそうにいう。

「僕ぼくはクラシックなのさ」

　とはいえ、本当に腕わん力りよくだけで衛兵を制圧したわけではない。強化繊せん維いで織られた服や、鉄も紙のように切ることができるナイフのおかげだ。

　ラシャの瞳ひとみをまっすぐみつめる。言葉は、なかなか出てこなかった。

「すまない」

　ヨキはしぼりだすようにいった。

「君が謝あやまることじゃないわ。君が悩なやんでいることには前から気づいていた。むしろ感謝しているのよ。時間をくれたでしょう」

　ラシャは落ち着いている。

「父の手記を読んだときからこういう日がくることは覚かく悟ごしていた。そしてどちらかを選ばなければいけないのなら、私はアルフレッド・アルナイルの娘むすめとして、こうして死ぬことを選ぶ。ただそれだけのことよ」

「僕ぼくは君をどこか遠くへ逃にがそうと考えている」

　ヨキは牢ろう番ばんから奪うばった鍵かぎの束をみせる。しかしラシャは「冷静な判断とはいえないわね」と否定的だった。

「君が私を見み逃のがしても、また別の誰だれかが追ってくるでしょ。それに、この場を逃にげることも難しいみたいよ。お仲間がいらっしゃったみたい」

　廊ろう下かの暗がりに老人が立っている。図書館の受付にいた老人だ。

「僕ぼくの後をつけてきたんですね」

「調査官の行動を監かん視しするのが監かん査さ官である私の仕事だからね。しかし、ラシャがアルナイル博士の娘むすめとは知りたくない事実だったよ。残ざん酷こくなことだ」

　老人は哀かなしそうな目をしている。彼かれもまた、ヨキがアルナイル博士にまつわる痕こん跡せきをなに一つ発見することなく調査を終えるという、誰だれも不幸にならない結末を望んでいたのだろう。

「二人の調査官は忠実に職務を全うした。私はそのように報告するつもりだよ。しかし不運にも、対象であるラターシャ・アルナイルは処しよ刑けいされた、と」

「僕ぼくたちで口裏を合わせて逃にがすことはできないのですか？」

「調査局内だけならいいが、本件には別の機関も絡からんでいる。捜そう査さ機関だよ。国家機密の漏ろう洩えい事案だからね。君の調査は後から検証される。出だし抜ぬけないさ。残念だが、この娘むすめはこのまま死なせてやるのが幸せだ。消去法だがね」

「そういうこと」

　ラシャはいう。あまりに晴れやかな顔で、ヨキも肩かたの力が抜ぬけてしまう。

「君に頼たのみがあるとしたら、父の発明を解明して欲ほしいということだけ。自己複製にはまだまだ謎なぞがある。私の研究を引ひき継ついで、完成させて欲ほしい」

「わかった」

　ヨキは長い時間をかけ、ラシャに感謝の言葉を述べた。

「僕ぼくは心からあなたを尊敬している」

「ありがとう。セントラルの調査官殿どのに褒ほめていただけるとは光栄よ」

　ラシャは最後まで平静だった。それが彼かの女じよという人なのだ。

　ヨキは宿に戻もどり、以前に作っていた報告書の内容を変へん更こうした。




　アルフレッド・アルナイル死亡。

　娘むすめのラターシャ・アルナイルも調査期間中に処しよ刑けいにより死亡。




　送信画面で手をとめ、そのまま朝を待った。一いつ睡すいもせず、なにも食べないしなにも飲まなかった。

　窓から朝あさ陽ひが差しこんでも、ヨキは画面をずっとみていた。

　やがて昼になり、窓の外から勝利の凱がい歌かが聴きこえてきた。異い端たん者の処しよ刑けいを祝う歌だ。

　ヨキは報告書を送信した。




　　　◇




　一人の天才科学者が七日で創った都市に別れを告げる。

　ヨキは街の入口まできたところで立ち止まり、振ふり返かえる。尖せん塔とうと、白い民家と、陽光をうけて輝かがやく水路。砂さ漠ばくに突とつ如じよとしてあらわれた楽園だ。そして科学者の遺産は、今も尖せん塔とうの最上階で水を複製しつづけている。

「アルナイル博士の望んだとおりの街になってるんでしょうかね」

　ヨキがいい、シュカが答える。

「どうだろうね。長い目でみれば、まだまだ黎れい明めい期だよ。アルナイル博士の望んだ街になるかどうかは、もっと先にならないとわからないよ」

　調査官は物事の始まりから終わりまでを見届けられるわけではない。その一いつ瞬しゆんを切り取り、一つでも前向きな発見と事実を積み重ねていくだけだ。そして二人のグレートインゴットでの旅は明らかに終わらせるべき時期にあった。

「さあ、いこう。感傷に浸ひたっていても仕方ないさ。アルナイルの手記は大きな収しゆう穫かくだ。私たちは失ったものばかり数えがちだけど、手に入れたものをよくみたほうがいい」

　シュカは歩きだす。

　その通りだな、とヨキは思う。都市が創られた謎なぞを解明できたし、素す晴ばらしい科学者に出会うこともできた。それで十分かもしれない。天才科学者の祈いのりにも似たあの知ち恵えの結けつ晶しよう、アルナイルの自己複製機。それを使って創られた街。そんな鮮せん烈れつなことが、人々の織りなす奇き跡せきのような出来事が、この広い世界では今もどこかで起きている。そう考えるだけで、世界の大きさに震ふるえることができる、人間の可能性を信じることができる。

「街を出るなら一いつ緒しよにいかないか」

　砂さ漠ばくの入口で、男に声をかけられた。フードを目ま深ぶかにかぶった集団がいる。巡じゆん礼れい者と隊商の集まりだ。どうやら男は砂さ漠ばくの案内人のようだった。

「ありがたいけど、私たちに先導は必要ないよ。風のむくまま気のむくまま、好きなところに歩いていきたいんだ。決められた方向に進むのは好きじゃないよ」

　シュカはそういい、しっかりと決められたセントラルの回収ポイントにむかって歩きだした。

　ヨキもその後を追おうとする。しかし、集団のなかにいた巡じゆん礼れい者の一人に呼び止められた。フードで顔は隠かくされているが、声と体格から女だとわかる。

「あなた、知ち恵えの螺ら旋せんに出入りしていた研究者でしょう？」

「そうですけど」

「気のむくまま旅をしているとお連れの方がいっていましたが、目的地はないんですか？」

「ええ。特にあの人は、本当に風の吹ふくむきでゆく場所を決める人です」

　ヨキはシュカの背をみながらいう。

「それなら」巡じゆん礼れい者はシュカのさらにむこうを指さす。「本当にあるかどうかは保証できませんが、ずっと先に、とても興味深い国があると聞いたことがあります」

「どんなところですか？」

「霧きり深い森の奥おくにあって、子供が神様になる病気にかかるとか」

　病の詳くわしい内容は巡じゆん礼れい者も知らないという。

　ヨキは考える。

　神様になるとはなにかの比ひ喩ゆだろう。しかしそうだったとしても、そんな大層な表現が使われるほどの病気があるのなら、観測してみる価値はあるかもしれない。

「やはりあなたは研究者なのですね。顔つきが変わりましたよ。先ほどまでは、なにをやっても上う手まくいかないという感じの、根暗な顔をしていたのに」

「そんな顔にもなりますよ。いつでも望む通りの結果が得られるわけではありませんからね。まあ、そんなことができるとしたら──」

　ヨキは巡じゆん礼れい者の女にむかっていう。

「ラターシャ・アルナイル、あなたくらいのものだ」

　フードのなかから小さな顔がのぞく。ラシャは悪戯いたずらっぽく笑っていた。

「まさか自分自身を複製するなんて」

　ヨキは嘆たん息そくしながらいう。

　寸分たがわぬ複製をつくるアルナイルの自己複製機。それを使ってラシャは二人目の自分をつくったのだ。そして教会とセントラルを納なつ得とくさせるため、ラシャの処しよ刑けいという結末を自らつくりだした。全ては自由を得るために。

「すべてあなたのシナリオ通りだったわけだ」

「そうね。君がセントラルに私が死亡したと報告していてくれたなら」

「したよ。そしてセントラルはラターシャ・アルナイルの遺体を確かく認にんして、もうこの件をあきらめたはずだ」

「わかっていてそうしてくれるんだから、君は優やさしいね」

「気づいたのは報告書を書き終えてからだけどね」

　調査官は観察者の立場にいるため、しばしば自分が万ばん能のうだと勘かん違ちがいしやすい。しかし、地上にいる人間のほうが優ゆう秀しゆうな場合もあって当然だ。今回はその良い教訓だった。

「まったく、今回の僕ぼくはまるで子供のような役回りだ。シュカ先せん輩ぱいにはすべてを見み抜ぬかれているし、あなたには脚きやく本ほん通りに芝しば居いをさせられるし。それにしてもあなたは合理的というか、冷静というべきか」

「君が私に気を使ってくれたおかげだよ。ありがとう」

「礼はけっこう。僕ぼくは自分の仕事をしただけだから。ところで一つだけ聞きたいことがあるんだけど──」

　シュカの背がどんどん小さくなってゆく。早く出発しなければ追いつけなくなってしまう。

　ヨキは最後の質問をする。

「今、僕ぼくの目の前にいるのはオリジナルのラターシャ・アルナイルなのかな？」

　ヨキの考えでは、生物を複製した場合、それまでの記き憶おくも同一の個体が生みだされる。つまり、複製のラシャは自分が処しよ刑けいされるためにつくられたことを知っていたはずだ。オリジナルの自分が生きつづけるとはいえ、大人しくその運命を受け入れたのだろうか。

　ヨキは質問に対する答えを待つ。

　ラシャは薄うすく笑うだけだった。
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　森のなかを歩く。

　蔦つたが木々にまきつき、倒とう木ぼくに苔こけが生えている。多少は踏ふみならされているものの、一歩踏ふみだすごとに足が腐ふ葉よう土どに沈しずみ、歩きづらい。周囲にある全てが、この森の歴史が人間のそれよりも古いことを教えてくれる。

「降下ポイント、よくなかったんじゃないかな」

「今回ばかりは認めましょう」

　ヨキとシュカがむかっているのは、アルザイールという名の王国で、霧きりたちこめる深い森の奥おくにあった。ラシャにその存在を教えられた国だ。グレートインゴットにとっては幻まぼろしの国だが、セントラルに戻もどって検けん索さくすれば記録があった。ただし内容は薄くて、ラシャがいう子供が神様になるという奇き病びようの存在も記き載さいされていない。

「多分、調査の価値なしってことで放置されているんでしょうね」

「存在すら忘れられていたんじゃないかな。世界は広すぎて、手がまわらないんだよ。地上のすべてを把は握あくしたいなんて傲ごう慢まんさ」

「そうですね。世界はセントラルの処理能力を超えています。僕ぼくたちの提出する報告書だって、読まずに放置されているものも多いでしょうし」

「とはいえ私たちは国家に雇やとわれる身だ。些さ細さいな領域でも、データベースの拡大に貢こう献けんしようじゃないか」

「公務員ですからね」

　アルザイールは地図に記き載さいされているものの、セントラルの人間が現地に降り立ったことはない。そのため降下ポイントの先例がなく、ヨキが目測だけで判断した結果、原始林を歩くことになってしまったのだった。

「いまだに神秘主義が残っているくらいの文化水準で、科学は発展途と上じようの段階かあ」

　シュカは資料を読みながら歩く。前をみずにせりだした枝をかわすのだから器用なものだ。

「グレートインゴットのほうが技術水準が高かったといえるね」

「あそこはアルナイル博士の影えい響きようがありましたから」

　霧きりが濃こくなり、視界が悪くなる。暗い。風の音や獣けものの唸うなり声が聞こえてくる。この地域に敵性生物はいないはずだが、それでもこういう薄うす暗ぐらい場所にいれば不安になる。人の生存本能だろうか。ヨキはポケットに手をあて、ナイフの位置を確かく認にんする。

「心しん拍ぱく数があがっているね」

「生体データをみないでくださいよ」

「霧きりのむこうを想像するのは良くないよ。失敗っていうのは、だいたい心が普ふ通つうじゃないときに起きるんだ。楽観しすぎてもだめだし、臆おく病びようになりすぎてもだめ。ニュートラルにしておかないと。今は想像力のスイッチを切って、歩くことだけに集中する。それが恐きよう怖ふを飼いならすってこと。後になって、たいしたことなかったなって思えればいいんだ」

　シュカのいう通りで、結局、なにも起きることなく森を抜ぬけた。断だん崖がいにのぼり、みおろしてみれば、何てことはない古い森だ。敵意などなく、ただそこにある。夕暮れを背景に、神話的な美しさすら感じる。心の持ちようで、こんなにも印象は変わるものなのだ。

　清すが々すがしい風をうけながら、崖がけ路みちを歩く。道みち幅はばは狭せまく、落ちたらひとたまりもない高さだ。昔の人が備えつけたと思われる錆さびた鉄の鎖くさりがあり、それをつかんでゆっくりと進む。

　遠くに川がみえた。夕ゆう陽ひをうけて、銀色に輝かがやいている。

　あまりに眩まぶしい。

「あれさ、銀色にみえるんじゃなくて、ホントに銀色なんじゃない？」

　シュカが目を細める。

「たしかに。流れていないようにみえます」

「本物の銀だったら、持って帰りたいね」

「持って帰りませんよ。しかし、鉱脈が地表に出ているなんてありますかね。しかも製鉄された後みたいな輝かがやき方ですよ」

　銀色のそれは森を割り、蛇だ行こうして伸のびている。

「いってみようか」

「いってみましょう」

　二人は断だん崖がいを降りてゆく。再び古い森に入り、銀の川があった方向に進む。ほどなくして、人が踏ふみならしてできた道があり、楽にゆくことができた。

　木々が途と切ぎれ、視界がひらける。

　やはり川ではなく、銀色の鉱物だった。腰こしの高さくらいの楕だ円えん形が、折り重なって地表を覆おおっている。人工の造形物なのか、自然に発生したのかは一見してわからない。

「なんらかの原因で鉱脈が隆りゆう起きしたとして、こんな風になるかな」

「とりあえず放射能反応はありませんね」

「なんか、人みたいだね」

「浮うき彫ぼりですかね」

　楕だ円えんの一枚をみてみれば、表面の凹おう凸とつが人の形をつくっていた。顔や体、手足が確かく認にんできる。

「いやに細部がリアルですね。表情とか、体の造ぞう形けいとか。子供ですかね」

「これ、全部に彫ほってあるよ」

　無数にある銀色の楕だ円えん、そのすべてに人の形が浮うきあがっている。もし彫ほったのだとしたら、いったい何年かかるかわからないほどの膨ぼう大だいな量だ。

「やっぱり鉱脈じゃないかな。地中で一枚一枚が繫つながっているみたいだし。地下に巨きよ大だいな鉱脈があって、その表面が露ろ出しゆつしている。そこにアルザイールの人たちが彫ほりものをした。それが現実的な説明じゃないかな」

「何のためにこれほどの量を彫ほったんですかね」

「こういう大おお掛がかりなものってさ、だいたい偉えらい人のお墓って相場は決まってるよね。みたところ彫ほられているのは子供ばかりだし。死後の世界のお供ってとこかな」

　二人はああでもない、こうでもないと議論をする。銀色の楕だ円えんは、森を縦断するほどの量がある。これらすべてに人の形を彫ほるには、作業する人間の数にもよるが、到とう底てい数十年で足りるものではない。少なくとも数百年は必要だ。

　銀の川の正体について議論が白熱したため、まったく気づかなかったのだが、いつのまにか老人がひっそりと立っていた。ヨキがみおろしてしまうくらい小さく、朱あかい紋もん様ようの入った服を着ている。この地方で、呪じゆ術じゆつ師とされる人間の格好だ。老人はヨキたちが会話をやめても微び動どうだにしない。「どうかされましたか」、とヨキが声をかけて、やっと口を開いた。

「輝かがやく風よ、待つ石よ」

　老人は二人にむかって呼びかける。どうやら「輝かがやく風」がシュカで、「待つ石」というのがヨキのことらしい。なぜ僕ぼくだけ石なのだとヨキは不満顔だ。何となく冴さえない。

「空の常識でこの川を知ることはできない」

　ヨキは「空の常識」という言葉に反応する。この老人は二人がセントラルからきたことに気づいているのではないか。これまでもシャーマンと類される人たちに空からきたものであることを見み抜ぬかれることが度たび々たびあった。どうしたものか。しかし老人は、ヨキの緊きん張ちようを意に介かいすることなく言葉を継つぐ。

「ここにあるものは、元はすべて人の子供だ」

　ヨキたちが観察していた楕だ円えんを指さしていう。

「その子は聖せい霊れいになって日が浅い。音を聞けばわかる」

　老人はそれだけいうと、静かに去っていった。

　二人はさっそく銀の鉱物に顔を近づけてみる。たしかに本物の人間をベースにしなければこうはならないような繊せん細さいな造形をしている。しかし、人の顔を使って型かた枠わくを取るなりして、そこに溶とかした鉄を流しこめばつくれないことはないだろう。

「音を聞くって、どういうことだろう」

「耳でもくっつけてみますか」

　鉱物に耳をあてたところで、二人は怪け訝げんな顔をする。脈動するような音が聞こえるのだ。人型の左胸に耳をもっていけば、それはたしかに心音のように聞こえる。

　元はすべて人の子供。老人のいったことは本当だろうか。これがラシャのいっていた、子供が神様になる病気なのだろうか。

「生きものが石になるというのは最近あったね」シュカがいう。

「ええ。けれど、生物石化とはまた違ちがったケースのように思えますね。鉱物ですし、なによりこの人型からは、なにかしら深遠なものを感じるんですよ」

　ヨキは輝かがやく銀の川をみつめる。
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　元は人の子供だというなら──。

「いったい何人いればこうなるのでしょうね」

　沈しずみゆく夕ゆう陽ひが照らしている。

　銀の川の終わりはみえなかった。




　　　◇




　森を抜ぬけると平野があり、城じよう壁へきに囲まれた街があった。アルザイールの首都で、中心にはドーム型の王宮がある。到とう着ちやくするころには、すっかり日が暮れていた。石造りの家々からは暖かいロウソクの灯あかりが漏もれている。二人は安宿で休むことにする。しかし思いがけず、王宮に招かれ歓かん待たいを受けることになった。きっかけはシュカだ。

　宿の近くで騒さわぎがあった。父親が倒たおれたと、若い娘むすめが助けを求めて通りに出ていたのだ。人が集まっているものの、泡あわをふいて倒たおれる男を囲んだまま、誰だれもなにもできない。そんななかシュカが颯さつ爽そうと前に出て、介かい抱ほうするふりをしながらこっそりと携けい行こう用の抗こう生せい物質を注射して助けたのだ。アルザイールに抗こう生せい物質があるとは思えず、明らかな規則違い反はんだった。

「美お味いしいものを食べられてるんだからいいでしょ」

　シュカがいう。二人は王宮にある賓ひん客かく用の間に通され、分厚い絨じゆう毯たんの上に座すわっていた。床ゆかに座すわる文化なのだ。目の前に小さな机があり、次々と料理が運ばれてくる。

「まあ、ちょっとした規則違い反はんがみつかることはないからいいんですけどね。でも本来なら、僕ぼくが規則違い反はんして、上司の先せん輩ぱいがそれを監かん督とくするっていうシステムですからね」

「はいはい」

　香こう辛しん料りようをまぶして焼かれた肉、塩のなかで蒸むされた魚。どれも趣しゆ向こうが凝こらされていて、ヨキとシュカの食欲を満たすには十分だった。

　食後は人払いがされ、王を含ふくめて三人だけになった。

　アルザイール王は壮そう年ねんで、恰かつ幅ぷくがあり、威い厳げんに満ちていた。

「たいそう腕うでのいい医術師であると聞いた」

　王がいい、シュカが「まあね」と答える。ヨキは、シュカが敬語を使わないことにひやひやする。

「そなたが救ったという男の病、あれには手をやいていた。時折、ああして突とつ然ぜん倒たおれるものがいて困っていたのだ」

「倒たおれる前には、まっすぐ歩けなくなるなどの予兆がある」シュカが先んじていう。

「そうだ。わかっていても助けられなかった。どうかそなたらの医術の技わざを、我わが国くにの宮きゆう廷てい医術師たちに伝授してはくれないか」

　王に頼たのまれ、シュカが「どうする？」と耳打ちしてくる。目の前であからさまな内ない緒しよ話ばなしをしているのに王は顔色一つ変えない。度量が広いのだろう。

「あれ、典型的な細さい菌きんの感かん染せん症しようですよね。脳に細さい菌きんが入って炎えん症しよう、抗こう生せい物質で治る」

「森に囲まれているからダニとかが多くて、細さい菌きん感かん染せんしやすい環かん境きようなんだろうね」

「いいんじゃないですか。宮きゆう廷てい医術師がいるくらいですから、抗こう生せい物質にたどりつくのは時間の問題でしょう。細さい菌きんを殺すカビがあることを教えてあげましょう」

「ヨキにしては珍めずらしく優やさしいね」

「料理、美お味いしかったですし」

　シュカが了りよう承しようの返事をすると、王は表情を緩ゆるめた。

「宮きゆう廷てい医術師の歴史は古いんですか？」

　ヨキがたずねる。王は首を横に振ふる。

「いや、私の代になってからその身分をつくった。それまでは宮きゆう廷てい呪じゆ術じゆつ師がいた。彼かれらを解任し、医術師たちを宮きゆう廷ていに招いたのだ」

「賢けん明めいな判断だと思います」

　文明の初期において、まずは占うらない師し、シャーマンが権力を持つ。そのうちに医術や科学が発達する。両者がならびたつとき、衝しよう突とつが起きる。宗教と科学の対立になることも多い。そういう場面で、信しん仰こうや習慣が勝ち、医術や科学が負けると、文明の発展が遅おくれる。

「呪じゆ術じゆつには歴史がある。しかし、本当に効果があるかわからない。おとぎ話との区別も難しい。幼いころからそう思っていた。医術には根こん拠きよがある。呪じゆ術じゆつでは救えなかったものを、医術では救える。ならば、それを重用するのは王として当然の判断だろう」

「王都に入る前、呪じゆ術じゆつ師らしき老人に会いました」

「ああ。公職ではなくなったが、彼かれらがいなくなるわけではない。いまだ呪じゆ術じゆつ師を信じる国民も多い。しかしいずれ医術が信しん頼らいを得るだろう。医術師たちは我わが国くににあった不治の病を次々に治している。みなが彼かれらに期待している」

　王が手を叩たたく。すると二人の少女が部屋に入ってくる。みるからに高貴な服装をした女の子と、もう一人は付き人といった感じだが、利発そうな女の子だ。

「娘むすめのオルセイだ」

　高貴な服装の女の子、オルセイが頭をさげる。腰こしまである長い黒くろ髪かみ、意い匠しようの凝こらされた髪かみ飾かざりが頭の上にのっている。いかにもお姫ひめ様という感じで、アルザイールの少年たちはこの娘むすめと一いつ緒しよになることを夢見ているのだろうな、とヨキは思う。

「娘むすめの友人のアスハだ。彼かれの父は、私の十年来の友でもある」

　つづいて利発そうな女の子、アスハが頭をさげる。オルセイとは対照的に短い髪かみで、元気に虫でも追いかけていそうな外見だ。そんな失礼なことを考えていると、アスハが威い嚇かくするようにヨキにむかって舌を出した。勘かんもいい。

「アスハの父が宮きゆう廷てい医術師の長をしている。明日、彼かれにそなたらの技わざを教えてやって欲ほしい。王都の外、森の入口に彼かれの診しん療りよう所がある」

「王都の外、ですか」

「そうだ。私は王宮の近くに診しん療りよう所を設けるようにいったのだが、病のなかには人から人にうつるものもあるといって聞かなくてな」

　伝でん染せん病びようのリスクまで把は握あくしているのであれば、アスハの父は聡そう明めいな医術師であり、抗こう生せい物質を伝えるにふさわしいとヨキは思った。

「一つ、お伺うかがいしたいのですが」

　ヨキはいう。街に入る前にみた銀色の川のことをたずねようと思ったのだ。あれは一体何なのか。いつからあるのか、どうやってできたのか。しかしその質問は王によって遮さえぎられた。

「そのことだが、実はもう一つ願いがあってそなたらを招いている」

　王がいう。

「オルセイ、おみせしなさい」

　王女オルセイが、ヨキとシュカの前に歩みでる。ガラス細工のように儚はかない雰ふん囲い気きの少女。不自然に袖そでの長い服を着ている。そしてその理由はすぐに明らかになった。

　王女が伏ふし目めがちに、両手を前に差しだす。

　長い袖そでに隠かくれていたオルセイの手があらわになる。

　座すわっているヨキたちの目線の高さに持ってこられた王女の手。その指先は銀色の鉱物と化し、いびつに歪ゆがんでいた。




　　　◇




　屋根に六色の旗が立つ民家、その軒のき先さきに少年が座すわっている。少年の体は、その大部分が銀の鉱物に侵しん食しよくされていた。人としての機能が大おお幅はばに損そこなわれた外見。もはや関節も満足に動かないだろう。しかし少年の顔はとても安らかで、恍こう惚こつとしている。もう食事もとらなくなって久しいが、ああしてずっと座すわっているという。

　少年のところには毎日、誰だれかがお参りにやってきて祝いの言葉をかける。アルザイールでは、鉱物化することを、聖せい霊れいに選ばれた素す晴ばらしいことと解かい釈しやくしてきた。

　ヨキは少年を遠くから眺ながめていた。宮きゆう廷てい医術師エスハルと王都を巡じゆん回かい診しん療りようしていたときのことだ。

「彼かれはもうすぐ、というところですね。おそらく明日の夜、森に入り、全身が鉱物化して、聖せい霊れいの川の一部となるでしょう」

「あの銀の川ですね」

　宮きゆう廷てい医術師エスハルは線の細い男だった。丸い眼鏡をかけ、白いローブを着ている。医い療りようにたずさわるものの外見はどこの地域も似かよっている。

「この地方では十歳さいになるころ、聖せい霊れいの御み子ことなるか、普ふ通つうの子供として成長するかの分ぶん岐き点がやってきます。聖せい霊れいに選ばれれば、ああして鉱物となる。選ばれなければ普ふ通つうの子供のままでいられる。大人になってから聖せい霊れいになるものはいません」

「選ばれることは幸せなことなんですね」

「ええ。名めい誉よなことだと昔から教えられています。呪じゆ術じゆつ師たちにいわせると、『大いなるものの一部となり永遠に生きる』そうです」

「でもあなたはそう思っていない」

「みてください」

　エスハルがみつめる先には、鉱物化した少年がいる。ちょうど祝いを告げる客がやってきて、家族が頭をさげているところだ。少年はそんなこと気にもせず、虚こ空くうをみつめている。

「客も家族も口ではめでたいといっていますが、全然喜んだ顔をしていない。当たり前です。大事な子供が失われてしまうんですから。何世代にも渡わたって、数えきれないほどの子供たちが犠ぎ牲せいになってきた。森の奥おくにあるあれは、哀かなしみの大河なんです」

「だからあなたはアルザイールの伝統を否定し、子供の鉱物化を治そうとしている」

「私も王も、呪じゆ術じゆつや呪じゆ術じゆつ師を否定しているわけではないんです。ただ時代は変わりました。昔は有効だったと思います。不治の病を、聖せい霊れいに選ばれたという信しん仰こうに置おき換かえる。それによって子供を失なくす悲しみから心が救われたものもたくさんいるでしょう。でも、もうそういう時代じゃないんです。医術も発達してきました。そうなると、あれは治すべき病なのです」

　エスハルは、それを『龍りゆう鱗りん病びよう』と名づけた。アルザイールには地に墜おちた龍りゆうの伝説があり、あの銀色の楕だ円えんが龍りゆうの鱗うろこのようにみえることから、そう呼ぶことにしたという。身近な伝承をからめることで人々に病名を覚えてもらい、治ち療りようへの意識を高めようという算段だ。

「ヨキさん、申し訳ないが診しん療りよう所に戻もどってアスハを呼んできてくれませんか。これから王宮でオルセイ様を診しん療りようするのですが、娘むすめがいたほうがいいのです」

「わかりました」

　森の入口にある診しん療りよう所に戻もどると、なかで、シュカとアスハが遊んでいた。抗こう生せい物質の素もととなるカビの培ばい養ようはどうなったのかとヨキがたずねると、もう作業は終わったという。

「よくできましたね。アルコールランプとロウソクしかない設備で」

「オートメーション化されてないだけで、必要なものは一通りそろっているよ。すべてがアナログで、時間がかかってしまうけどね。まあ、優ゆう秀しゆうな助手がいるから問題ないさ」

　シュカがアスハの頭をぽんと叩たたく。アスハは子こ猫ねこのように目をつむる。賢かしこいことはよいことだ。しかしヨキが褒ほめると、「私はかしこくなくてもいいから、オルセイ様のようにきれいな女の子になりたいな！」というのだった。

「でも、今はシュカさんみたいになりたいの。王様やオルセイ様の前ではいえないけど、今までみてきた人たちのなかで一番きれい」

「えへへ、私そんなに美人かな」

「なに照れてるんですか。どっちが子供かわかりませんよ」

　ヨキは父親の伝言をアスハにつたえる。アスハはそれを聞くと、慣れた手つきで、診しん察さつ器具をカバンに詰つめこんでゆく。

「オルセイ様のための治ち療りよう薬、はやくつくってくださいね」

　そういって靴くつを履はき、診しん療りよう所をとびだしていった。

　手が鉱物化した王女オルセイ。アルザイールにやってきた日、王から、どうか娘むすめを救って欲ほしいと頼たのまれた。そして王宮の一室を与あたえられ、夜はそこで眠ねむり、昼はこうして診しん療りよう所で作業をしている。

「アスハ、僕ぼくたちに期待しているみたいですけど、どうします？」

「どうするっていわれても、私たち調査官だし」

　ヨキはアルコールランプを使って湯をわかし、実験用のガラス瓶びんにコーヒーを淹いれる。

「でも先せん輩ぱいの評判、すごくいいですよ」

　シュカは細さい菌きんの感かん染せん症しように効く抗こう生せい物質をつくるかたわら、怪け我が人にんの診しん察さつもしていた。シュカは外傷についての見識が深く、もう死ぬしかないというような怪け我が人にんの救命にも成功していた。おそらく軍属のときにつちかったものだろう。

「まあ、調査官たるもの医学の心得もないとね。いつなんどき、私たち自身が怪け我がしたり、現地で風土病にかかるかわからないし」

「それで、医学の心得のある先せん輩ぱいの見解を聞きたいところです」

　ヨキは龍りゆう鱗りん病びようの話題をふる。

「銀色の楕だ円えんが龍りゆうの鱗うろこみたいだから龍りゆう鱗りん病びようというのだっけ。龍りゆうについてまったく知らないのだけど、ドラゴンとは違ちがうの？」

「もっと超ちよう常じよう的な存在で、伝説上の生き物ですよ。鱗うろこがあるのはドラゴンと同じですけど、翼つばさはなくて、それでも空を飛べるらしいです。そして天候を操あやつることもできる。アルザイールだけでなく、龍りゆうの伝説は各地にあります」

「いいね。そんなやつが本当にいるのなら、みてみたいよ」

　シュカは軽口をいいながら、部屋のなかをみまわす。誰だれもいないことを確かく認にんしてから光学ディスプレイを起動し、一枚の画像を映す。手足が肥大化した男の写真だ。

「象ぞう皮ひ症しようと呼ばれる病気。おもにバンクロフト糸し状じよう虫ちゆうがリンパに寄生し、その後こう遺い症しようとして、皮ひ膚ふ組織が異常増ぞう殖しよく、硬こう化かする。そして体の末まつ端たんが肥大化し象のような皮ひ膚ふになるんだ」

「つまり、医学的に人の体が硬こう質しつ化することはあり得るということですね」

「その通り。樹木のようなこぶが体にできる症しよう例れいも報告されてる。龍りゆう鱗りん病びようもそういった類たぐいの病気である可能性は高い。染せん色しよく体異常による遺伝性疾しつ患かんかもしれない」

　アルザイールの人たちはみな龍りゆう鱗りん病びようになる因子を持っている。その因子が作用したものが聖せい霊れいに選ばれた子となり、作用しなかったものが大人になる。発はつ症しようが十歳くらいに限られているのは、ちょうど成長期を迎むかえる時期だから。体質やホルモンバランスの変化が、龍りゆう鱗りん病びようの因子が作用するかどうかを決定づける。それがシュカの仮説だった。

「そのあたりが現実的なところでしょうね。完全に鉱物化するときに、なぜ、森の奥おくにいって、川の一部になるのか疑問は残りますけど」

「まあね。他に特とく徴ちよう的な症しよう状じようはないの？」

「歌が聞こえるそうですよ」

　エスハルの説明によると、症しよう状じようがすすんだ子供には歌が聞こえるという。

「歌といっても、歌詞があるわけではないそうです。まあ、詳くわしいことはわかりません。聞こえるのは、症しよう状じようの出た子供だけですから」

「耳鳴り、もしくは体の組成が変化したことによって、今まで聴きこえなかった周波数の音が聞こえるようになった。そんなとこかな」

「症しよう状じようについてはそんなものですが、他に気になる話を聞きました」

　王都でエスハルと別れた後、ヨキは六色の旗が立つ家をたずねた。龍りゆう鱗りん病びようにかかった少年の家族に話を聞くためだ。

「僕ぼくがエスハルの診しん療りよう所に出入りしていると知ったとたん、治ち療りよう薬をくれっていうんですよ。まだありませんよと答えたら、あるはずだっていうんです」

　ヨキたちがアルザイールにくるよりも前、龍りゆう鱗りん病びように効く薬を開発したと、エスハルが正式に発表したとその家族はいうのだ。もしそれが本当なら、王がヨキたちに龍りゆう鱗りん病びようの治ち療りよう薬の開発を依い頼らいしたことと辻つじ褄つまが合わない。

「どう思います？」

　ヨキが聞くと、シュカは簡単なことだという。

「噓うその発表をしてしまったんだよ。見み栄えを張りたかったのかな。それで今になって焦あせって、ちょうどいいところに凄すご腕うでっぽいこのシュカ様がやってきたと」

　そんなことってありますかね、とヨキはいう。

「エスハル医師に確かく認にんしてみましょう」




　　　◇




　満月の夜、少年は森まで歩き、銀の川の一部となった。眠ねむるように寄より添そい、だんだんと鉱脈になじみ、やがて龍りゆうの鱗うろこのような形になって動かなくなった。地面の下にある鉱脈とも繫つながっているようだった。

　ヨキたちはその不可思議な現象の一部始終に付つき添そった。

　王都から森まで、なにかに導かれるように歩く少年。彼かれを先頭に家族がつづき、おごそかな夜の行進がおこなわれた。しきたりにのっとり、後ろを歩く呪じゆ術じゆつ師たちが祝詞のりとを読みあげる。

　大いなるものの一部となったと、呪じゆ術じゆつ師たちは家族にいいきかせていた。エスハルは、泣なき崩くずれる家族の姿を遠まきにみながら、「これは治さねばならぬ病なのです」と語気を強めていた。儀ぎ式しきで悲劇をとりつくろう時代が終わりつつあるのだと、ヨキも感じていた。

　それから数日間、ヨキとシュカは森で穴を掘ほりつづけていた。そして、今も掘ほりつづけている。

「いた？」

「いませんね」

　二人が探しているのは袋ふくろネズミと呼ばれるネズミだ。アルザイールに生息するネズミは地面に掘ほった穴のなかで冬を越こすのだが、なかには一冬どころか五、六年も地面のなかにこもる怠なまけ者ものがいる。そういうネズミは丸々と太り、体毛の色が変わっている。それが袋ふくろネズミだ。

「起こしてゴメンね」

　シュカが掘ほり起おこした普ふ通つうのネズミを穴に戻もどす。

「しかしホントにいるのかね、袋ふくろネズミとやらは」

　次の巣穴をみつけ、いそいそと掘ほりはじめる。意外と地道な作業が似合っている。

「いたとして、ネズミの血液が治ち療りよう薬なんてことあるのかなあ」

「海洋生物、特に甲こう殻かく類のなかには、殺さつ菌きん作用の強い血液を持つものはいますけどね」

「殺さつ菌きん作用かあ。細さい菌きん感かん染せんで鉱物化してるとは思えないけど」

「先せん輩ぱいのいう遺伝性疾しつ患かんだったとしても、ネズミの血液が効くことはあり得ますよ。遺伝子に作用する物質は自然界にもありますから。まあ、修復するよりも壊こわす方が多いですけど」

　しかし遺伝子のなかにある鉱物化を促うながす因子を壊こわすのであれば、それは治ち療りようとなる。

「仮説に仮説を重ねるようなものだね。私の遺伝性疾しつ患かん説だってそれが正しいと決まったわけじゃないし。まあ、まずは袋ふくろネズミをみつけてたしかめてみようかな」

　すでに治ち療りよう薬をつくったと発表されていることについて、ヨキはエスハルを問いただした。すると、エスハルはあっさりと認めた。そしてその薬が袋ふくろネズミの血液だといったのである。

　袋ふくろネズミは希少すぎてなかなか手に入らず、発表以来、薬をつくれていない。見かねた王が他の治ち療りよう法をみつけるため、ヨキたちに依い頼らいしたというのがエスハルの説明だった。

「あれってさ、本当なのかな。噓うそだったら正直に言って欲ほしいんだけど」

　シュカはネズミを手のひらにのせ、撫なでている。これもまた普ふ通つうのネズミだ。

「まあ、先せん輩ぱいのいいたいこともわかりますけどね」

　発表当時、アルザイールでは、医術師が宮きゆう廷てい呪じゆ術じゆつ師にとってかわるかどうかの大事な時期だった。呪じゆ術じゆつより医術が優すぐれていると証明しなければならない。そのような状じよう況きようにおいて、医術師が龍りゆう鱗りん病びようの治ち療りよう法をみつけたと発表することの意味は大きい。

「別に噓うそがいけないなんて思ってないんだ。少しくらいズルしてでも、医術が呪じゆ術じゆつに取って代わるべきだと思うし。その方がいいって、歴史が証明してる」

「そうですね。でもやっぱり、僕ぼくは、袋ふくろネズミの血は効くんだと思いますよ。でなければ、王女の病状が悪化した今、僕ぼくたち二人を使って探させませんよ」

　オルセイの症しよう状じようは進行し、指先からはじまった鉱物化は肘ひじまですすんでいる。全身に広がっていくのは時間の問題で、エスハルも、王に請こわれてつきっきりだ。

「そのうちこの捜そう索さくにも、もっと人員が投入されるんじゃないですかね。まあ、王もエスハルも国民に内情を知られたくなくて、僕ぼくたちみたいな部外者にみつけて欲ほしいと思っているでしょうけど。弱みをみせたくない相手もいますからね。特に、彼かれとか」

　ヨキは地面から顔をあげ、森の奥おくに目をやる。木々の合間に、ひっそりと老人がたたずんでいた。アルザイールにやってきた日に、銀の川で出会った呪じゆ術じゆつ師だ。




　　　◇




　興おこりゆくものがいれば滅ほろびゆくものもいる。老人は滅ほろびゆく側に立つものだった。止まりそうな時計、住人の去った屋や敷しき、彼かれのたたずまいはそれらを連想させた。

「誰だれだか知ってるの？」シュカがたずねる。

「ええ」

　ヨキはうなずく。王都の住人たちから話は聞いていた。

「彼かれの名はラシード。医術師エスハルにその座を追われた宮きゆう廷てい呪じゆ術じゆつ師し長ちようです」

　アルザイールにおいて権勢を誇ほこった呪じゆ術じゆつ師たちの、最後の長。それが老人の正体だ。

「輝かがやく風よ」老人はいう。「大きな誤りだ」

「私がまちがっているの？」シュカが聞き返す。

「聖せい霊れいに選ばれ、大いなるものの一部となる。それが真実。あれは決して病ではない」

「そうね、病ではなく、超ちよう自し然ぜん的な力によってああなっている可能性はある。科学では証明できない現象があることも知っている」

　シュカは冷静だ。病気でない可能性を認めるのは呪じゆ術じゆつ師に気を使ったからではない。まだ原因が判明していないことへの慎しん重ちようさ。それが調査官としてのスタンス。

「けれど子供が去って悲しむ家族がいる。鉱物になりたくない子供だっているでしょう。いくら聖せい霊れいに選ばれているからといって、大いなるものの一部になるからといって、それを無条件に受け入れるのはどうかしら。拒きよ絶ぜつするという選せん択たく肢しがあってもいいんじゃない？」

「王も同じことをいった」

　老人はいう。そのトーンからは、宮きゆう廷ていから追い出された恨うらみは感じられない。どこまでも中立な響ひびきを持っている。

「人の命こそ唯ゆい一いつ無む二にの大切なもの。医術師はそう考える。しかし、大いなるものよりも人の命が大切というのは、驕おごった考えだ。私たちはどこまでいっても人でしかない」

「大いなるものとは？」

「あまねく時の流れ、理ことわり、すべての魂たましいが還かえる場所。我々はその一部でしかない。先代も、先々代の王もそれを知っていたから私たちの言葉を聞いた」

　偉い大だいなるものへの敬意を忘れたとき、人は罰ばつを受けると老人はいう。

「かつて、均きん衡こうをもたらす龍りゆうがいた。偉い大だいなる生命への敬意を忘れた人々が、その天駆かける龍りゆうを捕とらえ、我わが物にしようとした。傷を負った龍りゆうは地に墜おちた。以来、アルザイールは霧きり深く太陽の光少ない土地となった。ここから遥はるか遠くに人が越こえることのできない砂さ漠ばくがある。龍りゆうがいたころ、そこは緑豊かな大地だった。均きん衡こうが崩くずれたのだ」

　聖せい霊れいの導きを妨さまたげるべきではない。老人はそういい残すと、霧きりに消えるように去っていった。

　ヨキとシュカはすぐに考察を始める。もはや職業病だ。

「遥はるか遠くの砂さ漠ばくって、グレートインゴットのことだよね」

「豊ほう穣じような大地だったみたいですね。大規模な気候変動があって、あんな砂さ漠ばくになってしまった。そんなところでしょうか」

「そうだね。地形の変化や気象現象は、神や、その信しん仰こうと結びつきやすい。雷かみなりは天の神、地じ震しんは大地の神、津つ波なみは海神の怒いかりだ。この地域では龍りゆうの消失になぞらえたんだろうね」

「龍りゆうがいなくなってグレートインゴット周辺は雨が降らなくなった。逆に龍りゆうが墜おちたアルザイールは霧きり立たちこめる土地となった」

　龍りゆうってのはまるで水分の塊かたまりみたいなやつだな、とシュカはいう。

「いずれにせよ、歴史的にみれば、神や悪あく魔まを使って解かい釈しやくしていた現象も、科学の発展とともに解明されていく。雷かみなりがただの放電現象であるように、龍りゆうの消失が大規模な気候変動であるように。聖せい霊れいの導きとされるあの体の鉱物化だってそうなるはずなんだ」

「しかしあれはセントラルの技術水準からしても超ちよう常じよう現象の域にありますよ。鉱物化だけならまだしも、集まって銀の川を作っているなんて」

「たしかにね」

　さらなる議論を重ねようとしたところで、それは中断される。木々をかき分け、アスハがやってきたのだ。父親の診しん療りようについてまわっていたのだが、どうやらそれが終わったらしい。

「こちらにいらっしゃったんですね」

　地面に目をやり、掘ほり返かえされた穴の多さに驚おどろきの声をあげる。

「これほど親身になってくださるなんて。父も、オルセイ様も感激すると思います」

「仕事は真面目にする。それが僕ぼくのスタンスだ」

　ヨキがいうと、「わたしもー、わたしもー」とシュカが同調した。

「おつかれでしょうから、診しん療りよう所で一休みしましょう。お茶を淹いれますよ」

「いいね」

　シュカが応じ、作業は中断する。診しん療りよう所に戻もどるとき、ヨキはふと隣となりを歩くアスハの首すじに目をとめた。

「ちょっと失礼」

　呼び止め、後ろをむかせ、首のうしろを手でなぞる。シュカから「少女趣しゆ味み！」と、いわれなき非難を受ける。

　最初、アスハは戸と惑まどっていたが、すぐに事態を理解したようで、体がこわばった。

　ヨキは服を少しだけずらす。

　首のうしろから肩けん甲こう骨こつにかけて銀色になっている。それは鉱物と表現できるものだった。




　翌日から、アスハも袋ふくろネズミを探す作業にくわわった。父親であるエスハルは宮きゆう廷てい医術師の職務が忙いそがしく参加できなかったが、夜、一人で森へいって土を掘ほっているようだった。

「袋ふくろネズミさえいれば、父が薬をつくってくれますから」

　アスハは明るくいい、小さなスコップで地面を掘ほりはじめる。ヨキも腰こしが痛いのをこらえ、作業に没ぼつ頭とうする。汗あせが頰ほおを伝って流れ、土に落ちる。これだから現地の人と仲良くなるのはいけない。ラシャのときと同じだ。相手のことを知ってしまうと、もう放っておけない。

　一方、シュカは地面をまったく掘ほらず、そ知らぬ顔をしながら、森の中を歩き回っている。さぼっているようにみえるが、手の中にはこっそりと端たん末まつが握にぎられている。探知レーダーを使って土の中の熱反応を調べているのだ。アルザイールにおいて完全なオーバーテクノロジーであるが、ヨキはみてみぬ振りをする。

「少し、中断しよう」

　しばらくしてシュカがいう。雨が降ってきたのだ。小こ雨さめ程度なら気にしないが、本降りになってきたようで、鬱うつ蒼そうとしげる葉をつら抜いて大おお粒つぶの雨が地面を打つ。

「アスハ、気持ちはわかるけど、風か邪ぜをひいてしまうよ」

　ヨキは、けなげに土を掘ほる少女に声をかけたところで、異変に気づく。さっきまで使っていたスコップが横に放りだされている。それでもアスハは土を掘ほりつづけている。

　手で、掘ほっていた。

　銀色の鉱物が指と指のあいだを、水かきのように埋うめてしまっている。

　土を掘ほるのに不自由しない形状。それがなお痛ましい。

　アスハは泣いていた。雨に濡ぬれていてもそれが涙なみだだとわかる。

　ヨキはそのショッキングな光景に立ちすくんでしまう。どう声をかけていいかわからない。

　シュカがヨキを突つき飛とばして走りより、アスハを抱だきしめる。

「大だい丈じよう夫ぶ、きっと助けるから」

　アスハはシュカの胸に顔をうずめ、「こわいよ」としゃくりあげる。

「わたし大人になりたい。まだやりたいこと、たくさんある。一人暮らしだってしたいし、きれいな服だって着たい。なのに──」

　宮きゆう廷てい医術師の娘むすめとして気き丈じように振ふる舞まっていても、やはり十歳さいそこそこの子供だ。

「オルセイ様が病になって、わたし、本当に気の毒に思ってた。あの方のお気持ちに寄より添そいたいって思ってた。でも、心のどこかでは自分じゃなくてよかったって思ってたのかもしれない。だって、自分のことになったら、こんなにこわいんだもん」

　シュカは黙だまってアスハの頭をなでつづけた。アスハが泣きつかれると、抱だきあげ、診しん療りよう所に連れて帰った。

　ヨキは事情をエスハルに伝えた。彼かれは深くうなずくだけだった。アルザイールに生きるものとして、自分の子供がこうなる可能性はいつも頭のなかにあったのだろう。

　夜、ヨキは王から与あたえられた王宮の一室で、毛布をかぶり横になる。考えることは命についてだ。いずれ訪おとずれる死。様々な文明をみてきたが、その発展の根底にはいずれも生存本能があった。医学はもちろんのこと、農業も食料確保のためであり、川に堤てい防ぼうを作るのも全ては生きるためだ。ある程度の生存が保証されると次の段階に進み、生を楽しもうと娯ご楽らくが生まれる。それでも死への回かい避ひ運動が終わったわけではない。寿じゆ命みようを延ばそうと人はあくなき努力をする。セントラルだって医学はいまだに発展途と上じようだ。千年経たってもそうかもしれない。

　いつか人は死を克こく服ふくするだろうか。いや、そうはならないとヨキは思う。

　死は救いだ。

　生きれば生きるほど、過去が積み重なってゆく。恥はじるべき思い出、傷つけた人に謝罪したい気持ち、経験や知識の蓄ちく積せきからくる情報過多な状態。ノイズ。大人になると、子供のころに比べて多くのことを知りすぎているから、頭のなかがいつもうるさい。人は永遠に生きられるほど、心が丈じよう夫ぶにできていないだろう。だからこそ、死で救われる。しかしそれをアスハにいったところで、まだ幼い彼かの女じよにはわからないだろうな、とヨキは思う。自分だって子供のころ、初めて死への意識を持ったときは、こわくて仕方がなかった。

　寝ね床どこから立ち上がり、窓の外をみる。雲が立ちこめ、朧おぼろ月づき夜よとなっている。

　ヨキは部屋を出ると、王宮の出口へとむかう。暗く、誰だれもいないがらんとした廊ろう下か。まるで遺い跡せきのようだ。出口の脇わきで腕うでを組み、壁かべにもたれて月を眺ながめる。しばらくそうしていると、誰だれかがやってくる気配がした。

　シュカだ。手に試験管を持っている。夕方、治ち療りよう法を探すといってアスハから採取した血液サンプルだ。

「夜よ更ふかしとは感心しないな。健康管理も仕事のうちだぞ」

「先せん輩ぱいこそ。いつもはなにがあっても朝まで起きないのに」

　シュカが立ち止まり、手に持ったものを隠かくそうとし、やはりあきらめたように持ち直した。

「セントラルに送って、遺伝子解かい析せきをするつもりですね」

「あくまで個人的なルートでね」

　シュカはいう。

「規則違い反はんだとかつまらないことをいって欲ほしくないな」

「まさか」

　ヨキはいう。

「先せん輩ぱいのことだから寝ね過すごして送り忘れやしないか心配していただけです。これで僕ぼくも安心して眠ねむれます」




　袋ふくろネズミ捜そう索さくの人員は増員された。さすがにエスハルも仕事の量を減らして顔をみせるようになった。そして意外な人物の参加もあった。

「あまり人は連れてこられませんでした。あると発表した治ち療りよう薬が、今はないと世間に知られたら醜しゆう聞ぶんでございましょう」

　王女オルセイだ。彼かの女じよは幾いく人にんかのお供を連れてやってきた。薄うすい布で顔を覆おおっているものの、布越ごしに銀色の輝かがやきがみえる。症しよう状じようが悪化しているのだ。それでも王女はアスハの手を取り、彼かの女じよを励はげます。

「私も手伝いますよ。がんばりましょう」

「王女様はこわくないんですか？」

「ここで私がおびえてしまっては、これまで龍りゆう鱗りん病びようで命を落としてきたものたちや、その家族に申し訳がたたないでしょう」

　年とし端はもゆかない少女二人が懸けん命めいに土を掘ほる。エスハルも、王女の付き人たちも。小さな努力が重なっていく。

　ヨキはそんな彼かれらをみながら願う。

　龍りゆう鱗りん病びようを解き明かす、閃ひらめきのような、発見の瞬しゆん間かんが訪おとずれることを。

　偉い大だいなる発見。古代の数学者が法則を発見したときに思わず叫さけんだ言葉から、それはエウレカとも、ユリイカとも称しようされる。

　ヨキはいつもそれを追い求めている。

　幼いころ、寒い夜に赤い月をみた。光の透とう過かの関係で赤くみえているにすぎないのだが、初めてみたその光景に、まるで自分だけが世界の秘密を知ったような、世界の果てをみたような気持ちになった。新しいもの、自分の知らないものに出会う感動はなにものにも代えがたい。そしてそれを求め、それらと出会うために調査官をしている。

　望むものはエウレカ。

　恐おそれるものはエウレカが訪おとずれないこと、そして、それを求める情熱を失なくしてしまうこと。

　今、ヨキは強くエウレカの訪おとずれを願う。龍りゆう鱗りん病びようの正体を解き明かす天てん啓けいを願う。二人の少女のため、そして、その少女たちを助けたいと願うシュカのために。

　しかし、龍りゆう鱗りん病びようの解明へむけた足取りは後退することになる。

　数日後、エスハルが王の間で打ち明けたのだ。

「龍りゆう鱗りん病びようの治ち療りよう薬はありません」

　王は頭をかかえた。

「袋ふくろネズミの血液が効くというのは噓うそです。すべて私の虚きよ栄えい心が招いた狂きよう言げんにございます」




　　　◇




　ついに王女オルセイが王宮から出なくなった。体の八割以上が鉱物化して動けなくなってしまったのだ。次に彼かの女じよが歩くときは、銀の川の一部になるときだ。そんな状じよう況きようにもかかわらず、オルセイの表情は穏おだやかだった。

「死がこわくないのですか」

　ヨキが質問する。エスハルに代わり、宮きゆう廷てい医術師代理として王女を診みていたときのことだ。

「こわくはありません」オルセイがいう。「歌が聞こえるのです。とても心ここ地ちよく、生まれてこのかた、これほどの安息を得たことはありません」

「お腹なかは空かないのですか？　もう何日も食事を召めしあがっておられませんが」

「必要なく思えます。あなたにはわからないかもしれませんが、これはそれほど悪いものとは思えません。善なるものとも思えませんが、悪なるものとも思いません。それらを越こえたものなのでしょう。今なら、呪じゆ術じゆつ師たちが大いなるものと呼んでいた意味がわかります」

　アスハの症しよう状じようも刻一刻と悪化している。首すじだけでなく、幼い頰ほおも銀色に輝かがやいている。近いうちに王女と同じ状態になるだろう。自分でもわかっていて、最近は泣いてばかりいる。

　王宮での診しん察さつを終え、森の診しん療りよう所へ戻もどると、シュカが堂々と光学ディスプレイを展開していた。診しん療りよう所は事実上、ヨキとシュカの専属施し設せつになっている。

　本来の持ち主であるエスハルは、王から自宅謹きん慎しんを言いい渡わたされていた。

　宮きゆう廷てい呪じゆ術じゆつ師を追放し、医術師の地位を高める。そのためにありもしない治ち療りよう薬をあると発表した。それがエスハルの説明だった。

　王はやむなく彼かれを更こう迭てつした。

「エスハルに代わり、オルセイを助けてやって欲ほしい」

　残された時間がわずかになったこの状じよう況きようで、王はヨキたちを頼たよってきた。そしてヨキが規則違い反はんだなんだという前に、シュカが承しよう諾だくの返事をしたのだ。

「今回だけですよ」

「ヨキの今回だけは何度もあるから助かるよ」

　こうして二人は、森の診しん療りよう所を拠きよ点てんとして龍りゆう鱗りん病びようの治ち療りよう薬を開発することになった。

「セントラルから返事はきたんですか？」

「きてるよ。ちょっと待って」

　シュカがディスプレイを操作する。朧おぼろ月づき夜よに送ったアスハの血液サンプル、その解かい析せき結果が送られてきていた。

「遺伝子に異常はなし、ですか。つまり遺伝性疾しつ患かんではないんですね」

「決めつけるには早計だよ。遺伝子の螺ら旋せん構造は複雑だ。みえにくいところに小さな因子が隠かくれているケースもある。もう少しサンプル数を増やしてから判断かな」

「ねじれの部分に、みつけづらい欠損があったっていう事例もありますからね」

「遺伝子だけじゃなく、もっと色々な方向からアプローチする必要があるね」

　髪かみの毛けや皮ひ膚ふ、鉱物化した部分の欠片かけらなど、ヨキとシュカは、アスハとオルセイの様々な生体サンプルをセントラルに送った。シュカが個人的に依い頼らいしている研究所は、軍ぐん需じゆ産業に関わる製薬会社の傘さん下かにあった。昔のよしみで、わがままがいえるのだろう。

　しかし送られてきた結果は、いずれも異常なしというものだった。ただし、鉱物サンプルの元素は不明。硬こう度どは金属並みであるが、有機物の可能性あり、というものだった。

「まあ、人間の体から生成されているものですから、有機物でも不思議ではないですけど」

「ちょっと手て詰づまりだな。二人を連れて帰って、詳しよう細さいなスキャンをしたいところだね」

「さすがにそれは無理ですよ。二人も人を通過させられるほどセントラルの管理システムは甘あまくありませんよ」

　打つ手なし。それが現状だった。こういうとき、誰だれかを頼たよりたくなる。でも誰だれも頼たよれない。それこそが高度な仕事であることの証明。けれどそんなものが証明されたところで、自分に対する慰なぐさめにしかならない。

　深夜まで生体データの結果を見比べながら、まだまだ水準の低いアルザイールの設備で実験を繰くり返かえす。アスハから採取した鉱物片へんを薬液に浸ひたす。その鉱物片へんが時間の経過とともに変化するかを顕けん微び鏡きようで観察する。そして記録を残す。

　ヨキは夜通し実験をつづけた。ただ一つのことに集中する夜。こういう洗練された夜なら、閉とじ込こめられたっていい。そう思った。けれど時間は待ってくれない。夜は明け、朝あさ陽ひが窓から差しこんでくる。

「外に人の気配がするな」

　シュカが眠ねむそうに目をこすりながら、野生児のようなことをいう。ヨキはなにも感じなかったが、念のため扉とびらを開けてみたら、失しつ脚きやくした宮きゆう廷てい医術師、エスハルが立っていた。

「なにか用ですか？」

「いや、用というほどのことはないが」

　エスハルは驚おどろいた顔をしている。

「あなたたちは王宮には戻もどらないのですか？」

「いえ、今夜は戻もどって寝ねようと思います。さすがに体力が持たない」

「ありがとう、娘むすめのために」

　エスハルはそう言い残すと、そそくさと去っていった。わざわざ礼をいうために、早朝に訪ねてきたのだろうか。ヨキは疑問を感じる。別の目的があったとしか思えない。本来であればヨキとシュカがいないはずの時間帯に診しん療りよう所を訪ねてきた理由は何だろう。

「おい助手よ、どこへいく」

「眠ねむ気け覚ましに散歩へいってきます」

　実験への集中が途と切ぎれたこともあり、ヨキは気晴らしに森を歩きにいく。

　早朝の森は静けさに満ちていた。たちこめる霧きりが髪かみの毛けを重くする。地面には掘ほり返かえされた跡あとがたくさん残っている。今となっては希望の残ざん骸がいにすぎない。

「待つ石よ」

　声がする。またあの老人が木こ陰かげに立っている。王宮から追放された呪じゆ術じゆつ師、ラシード。

「聖せい霊れいの導きを邪じや魔ましてはならない」

「まるで僕ぼくがくることを知っていたみたいだ」

「星の動きが教えてくれる」

「ずいぶん小さなことまで教えてくれるものですね。まあ、こうして出会っているから本当なんでしょう。それで、わざわざ龍りゆう鱗りん病びようから手を引けといいにきたわけですか」

　ヨキはいってから、言葉が強いな、と思う。いまだ少女たちを助けるみこみがなく、気が立っているのだ。少し気持ちを落ち着けて、いい直す。

「僕ぼくの先せん輩ぱいはとても優やさしい人です。幼い子供の未来が理り不ふ尽じんに奪うばわれる。そういうことが許せない人だ。多分、彼かの女じよはこう思っている。子供たちに大人になった未来を経験させてあげたい。自分と同じように楽しいことをたくさんさせてあげたい。そして誰だれかを助けようとするとき、あの人はあきらめない。つまりなにが言いたいかというと、僕ぼくたちは龍りゆう鱗りん病びようを終わりにする」

「何事にも終わりはある」

　ラシードはいう。

「事の起こりはあまりに古く、呪じゆ術じゆつ師である私にも詳くわしいことはわからない。しかしお前たちが龍りゆう鱗りん病びようと呼ぶものにも終わりは存在する。銀の川が完成すれば、聖せい霊れいの導きも終わる」

「銀の川の完成？」

　それがどういう状じよう況きようなのかヨキにはわからない。ラシードもわからないという。呪じゆ術じゆつ師たちの伝承は口伝であり、時の流れのなかで様々な情報が欠落してしまっているのだ。

「しかし完成は近い。曾そう祖そ父ふの代から、もうすぐだといわれている」

「四世代も前から終わるといわれているのに、終わっていない。それでは迷めい信しんだと非難されても言い返せませんよ」

「悠ゆう久きゆうの時の流れのなかでは、人の一生など瞬きのようなもの。曾そう祖そ父ふの生きる時と私の生きる時の隔かく絶ぜつなど誤差にすぎない」

「しかし僕ぼくが助けたいと思っているのは、今、この時を生きる二人の少女です。あなたにはその気持ちがわからないのですか。オルセイを助けたい王の気持ちが、アスハを助けたいエスハルの気持ちが」

　老人は目をつむる。そして「わかる」と、大事なものを差しだすようにいった。

「私にも二人の子供がいた。いずれも、大いなるものの一部となった」

　ヨキは絶句する。想像力が足りなかった。ラシードもまたアルザイールに生まれたものの一人なのだ。王やエスハルと同じように、等しくこの現象の影えい響きようを受けている。ヨキは想像する。ラシードが二人の子供を送りだしたときの気持ちを。そしてその後、どんな心を抱かかえて生きてきたかを。宮きゆう廷てい呪じゆ術じゆつ師という立場にいたからには、自分の子供が鉱物化してもそれを悲しむことさえ許されず、むしろ尊いことのように振ふる舞まわなければいけなかったはずだ。ヨキは何だか、謝あやまらなければいけないような気がした。しかしその前にラシードが言葉を継ついだ。

「袋ふくろネズミは怠なまけ者もの。怠なまけ者ものの血は、忌いむべき血。忌いむべき血は聖せい霊れいの導きを妨さまたげる。我わが祖からの口伝だ。呪じゆ術じゆつ師以外に口外してはならぬ秘中の秘」

　聖せい霊れいの導きを妨さまたげる。それはつまり龍りゆう鱗りん病びようを治すという意味に他ならないのではないか。

　袋ふくろネズミの血は効く。それが事実だから、呪じゆ術じゆつ師たちは秘密にしようとしたのだ。鉱物化を肯こう定ていする彼かれらからすれば、人々が袋ふくろネズミの血の効能を知り、鉱物化を防ぐようになるのは避さけたいことのはずだ。では、一度は袋ふくろネズミを治ち療りよう薬として発表し、一転してそれが噓うそだったとするエスハルの言動にはどういう意味があるのだろうか。本当のことを噓うそだといい直す動機。

　ヨキの疑問を見み透すかすようにラシードがいった。

「私にはエスハルの気持ちがわかる」

　老人は背を向け、去っていった。

　ヨキは散歩を再開し、思し索さくにふけりながら歩いてから、診しん療りよう所へと戻もどった。

「寝ねてません！」

　扉とびらを開けると、シュカが机から身を起こしていった。どうやらうたた寝ねをしていたようだ。

「ちゃんと研究してたよ、ホントに」

　子供のいい訳みたいなことをいう。

「歌が聞こえることについて考えてたんだって。ほら、歌が聞こえると穏おだやかな顔になって鉱物化するのがこわくなくなるっていう」

「オルセイもそうでしたね」

「寄生生物のなかには、脳の機能を侵しん食しよくするものがいるよね」

「なるほど」

　寄生虫のなかには宿主の行動を操あやつるものがいる。例えば魚に寄生している虫が、次に鳥の体内に移るため、魚の神経を侵おかし、捕ほ食しよくされやすいよう水面に浮うかびあがらせたりする。

　龍りゆう鱗りん病びようについて考えるなら、銀の川と一体になりたい何らかの意志が働いて、人間に備わっている死への恐きよう怖ふを麻ま痺ひさせる。その麻ま痺ひさせるという干かん渉しようが聴ちよう覚かく神経への作用であり、歌が聴きこえることに繫つながる。

「面おも白しろい仮説ですが、寝ねぼすけの思いつきを検証している時間はありません」

「だから寝ねてないって」

「手っ取り早くいきましょう」

　ヨキはいう。

「今夜、僕ぼくは治ち療りよう薬をみつけます」




　　　◇




　夜、明かりの消えた診しん療りよう室。

　扉とびらが開き、人ひと影かげが入ってくる。その人ひと影かげは物の配置をよく知っていて、明かりをつけなくても机にぶつかることなく、部屋の奥おくへと進んでいく。

　木製の戸と棚だな、鍵かぎのかかった引き出しの前に立つ。人ひと影かげは自分の服のポケットから鍵かぎ束を取りだし、そのなかの一つを差しこみ、鍵かぎを開ける。そして引き出しのなかから小さなガラス瓶びんを取りだしたところで、部屋が明るくなる。

　隠かくれていたヨキとシュカがロウソクに火を灯ともしたのだ。

「こんばんは、エスハル先生」

　ヨキがいう。

　深夜、人気がなくなるのを見計らい、診しん療りよう所に入ってきたのはエスハルだった。手には先ほど鍵かぎつきの引き出しから取りだした小こ瓶びんを持っている。

「それが袋ふくろネズミの血液から作った治ち療りよう薬ですね。一人分、といったところでしょうか」

　ヨキはいう。

「お見通し、というわけか」

　エスハルが力なく肩かたを落とす。

「そうだ、君の想像通りだよ。私はオルセイ様より、自分の娘むすめを助けたいんだ」




　　　◇




　ヨキとシュカは、唯ゆい一いつの治ち療りよう薬を机き上じように置き、エスハルとむかいあう。

「龍りゆう鱗りん病びようの治ち療りよう薬が一つしかなければ、どうなるかおわかりになりますか」

　エスハルがいう。ヨキは、「わかります」とうなずいた。

　治ち療りよう薬が一つしかなければ、まず間ま違ちがいなく、王女であるオルセイに使われる。そして再び治ち療りよう薬を作るには、新たな袋ふくろネズミの血液が必要になる。しかしそれがみつかる保証はない。

「あなたは二つめの薬ができない限り、最初の薬を使うわけにはいかなかった。なぜなら娘むすめであるアスハも龍りゆう鱗りん病びように罹かかるか罹かからないかの年ねん齢れいだったから」

　王女に薬を使い、二つめの薬がない状じよう況きようでアスハが発はつ症しようする。それはエスハルにとって最悪な状じよう況きようであり、それを避けるため、一つ目の薬は残しておかなければならなかった。いざというとき、娘むすめを救えるように。

「王があなたたちを派は遣けんしてくれたとき、ありがたいと思いました。私より遥はるかに優すぐれた技術を持つ旅の医術師であれば、他の治ち療りよう法をみつけられるのでは、と。袋ふくろネズミは早々見つかるものではないのです」

「それに関しては申し訳ありません。僕ぼくたちの力不足です」

「いえ、あなたたちを責めているわけではありません。ただ、そういうこともあり、治ち療りよう薬を使うのはもう少しだけ待ってみようと思ったのです。娘むすめ用の予備の治ち療りよう薬がないと不安だったのです。もしオルセイ様の病状が進行したら、そのときはすぐに使うつもりでした」

「しかしアスハも発はつ症しようしてしまった」

「ええ。娘むすめとオルセイ様が発はつ症しようし、治ち療りよう薬は一つしかないという状じよう況きようです。二人を救うため私は必死で袋ふくろネズミを探しました。騙だます形にはなりましたが、あなたたちにも手伝ってもらった」

「けれどみつからず、症しよう状じようはどんどん進んでいく」

「はい。すぐにでも治ち療りよう薬を投とう与よしないと間にあわないところまできてしまいました。だから私は、薬はなかったと王に告げたのです。そうすれば追放されると思いました。そのときは娘むすめも一いつ緒しよです。たった一つの治ち療りよう薬を使い、どこか遠くの国で暮らそうと考えたのです」

　しかしアルザイール王の信しん頼らいは思いのほか厚く、追放とはならなかった。エスハルはさらに悩なやんだことだろう。

「あなたが今夜薬を取りにきたのは、アスハを連れてアルザイールを出ていくためですね」

「もう一刻の猶ゆう予よもありません。娘むすめの症しよう状じようの進行は早い。もう歌が聞こえはじめている。今、薬を使わないと間にあわない。もう、遠くへいこうなどとは考えていません。とにかく娘むすめに薬を使うことだけです。その後、私の行いが露ろ見けんして、どんな罰ばつを受けたってかまわない。卑ひ怯きよう者と罵ののしられたっていい。娘むすめだけは生きて欲ほしい」

「アスハは自分だけ助かることをよしとする女の子には思えませんが」

「娘むすめに恨うらまれることも覚かく悟ごの上です」

　エスハルの顔には悲ひ壮そう感がにじんでいた。ヨキはしばらく考えこむ。

「わかりました。ほんの少しだけ僕ぼくに時間をください。この薬の存在を王に伝えたりはしません。この治ち療りよう薬の成分を分ぶん析せきすれば、龍りゆう鱗りん病びようの正体がわかるかもしれませんから」

　エスハルは、「どうか娘むすめを助けてやってください」と頭をさげ、診しん療りよう所を出ていった。

　さて、と二人は椅い子すに腰こしをおろす。

「今から薬の分ぶん析せきをして間にあうの？」

　シュカがたずねる。ヨキは目をつむって首を横に振ふる。

「間にあわないでしょうね」




　　　◇




　ヨキとシュカは薬を机に置き、むかいあったまま黙だまっている。二人のあいだにはちょっとした緊きん張ちよう感が漂ただよっている。互たがいに、相手の気持ちと自分の気持ちが、微び妙みようにずれていることをわかっているのだ。

　シュカは無条件に助けたい。

　ヨキは助けたいことに違いはないが、さすがに引ひき際ぎわだと感じている。

　二人は無言の綱つな引ひきをしている。もう十分に力を尽つくしました、ここからは規則に従いましょう。いや、最後まで助けるべきだって。そんなやりとりをイメージしている。

　言葉にする形で仕し掛かけたのはヨキだった。

「そろそろ潮時じゃないですかね。僕ぼくたちは技術だけでなく、王やエスハルの行動にまで影えい響きようを与あたえてしまっています。ラシャのときと同じで、撤てつ退たいするべきです。奇き妙みような風土病をみつけたということで、調査の結果は上々です。後は彼かれらが助かることを祈いのっておきましょう」

「まあそれが妥だ当とうな判断だろうね」

　シュカは意外とあっさり同意する。そして突とつ然ぜん、「私、調査官になるまえは軍属だったんだよね」と、違ちがう話をはじめる。

「どうしたんですか、急に前職の話なんて」

「あまり驚おどろかないね。あれ？　ヨキには話してたっけ？」

「いえ。ただ、人事データを偶ぐう然ぜんみる機会があっただけです。悪いと思って、詳くわしくはみてませんけど」

　あえて自分から話す気はないけれど、隠かくすつもりもなかったとシュカはいう。

「それで祈いのりの話なんだけどさ。軍属だったころ、私の所属していた部隊が前線で孤こ立りつしたことがあったんだ」

「先せん輩ぱい、現場にいたんですね。てっきり後方で指揮官をしていたのかと思っていました」

「現場のときもあったのさ。とにかく、そのとき私は絶体絶命だった。弾だん薬やくも尽つきてナイフ一本でさ。それで神に祈いのろうとしたんだけど、やっぱりやめたんだ」

「どうしてですか？」

「生き残るために必要なのは祈いのることじゃなくて、具体的な方法論だからだよ。祈いのっても誰だれも助けてくれない。普ふ段だんはよく祈いのるんだけど、そのときは祈いのらなかった。まあ、何が言いたいかっていうと、やれることがあるときはまずはそれをやることが大事なんだってこと。特に、何をすべきかわかっているときはね。祈いのるのは何もすることがなくなった最後だけだよ」

「つまり、積極的に介かい入にゆうしろ。規則を破ってオルセイとアスハを助けろと」

「薬が二つあればいいんだ」

「解かい析せきは間にあいませんよ」

「一つを二つにする。最近、どこかで聞いた話だね」

　シュカは得意気な顔でいう。ナイスアイディアだと思っているのだろう。そのくらいヨキも思いついている。

「わかりましたよ」

　結局、ヨキが折れることになった。いつものことだ。

「これが本当に最後ですからね。僕ぼくたちは神様じゃない。全ての人を幸福にすることなんてできないんです。僕ぼくはグレートインゴットでそれを痛感しました。今回は出会った縁えんに免めんじて、オルセイとアスハだけ助けます。それが終わったら、すぐにセントラルに戻もどって、アルザイールには介かい入にゆうしない。龍りゆう鱗りん病びようについてどうするかは、サンプルを持ち帰って上層部が判断する。おそらく学術機関が研究することになって、僕ぼくたちはまた別の場所に調査にいくことになる」

　それでいいよ、とシュカは満足そうにいう。

「私だって神様になりたいわけじゃない。ただ、自分の目に映る不幸なことは極力解決しておきたいだけ。そうすれば、ほんのちょっとでも、世界は幸せなものになっていくと思うんだ」

「先せん輩ぱい、そんな人のいいこといわないでくださいよ。僕ぼくが自分の人生を反省しなければいけなくなるじゃないですか」

「おおいに反省したまえ。それで、どっちがいく？」

「僕ぼくがいきますよ。使い方は心得ていますから」

　ヨキは薬を手に取ると、アルザイールを出発した。




　　　◇




　砂さ漠ばくの都市、グレートインゴットは先日と何も変わっていなかった。

　ラシャがいなくなった影えい響きようなど微み塵じんもなく、ただ整然とそこにある。寝ね静しずまった夜の通りを歩きながらヨキは思う。もし住人全員が消失したら、この都市はとても厳おごそかな遺い跡せきになるだろう。そこを一人で歩いてみたい。

　居住区を抜ぬけ、尖せん塔とうに入り、螺ら旋せん階段をのぼって泉に隠かくされた自己複製機を使う。クリスタルのなかで輝かがやく幾き何か学がく模も様ようは、無機質な美しさがあった。

　アルナイルの自己複製機。

　青い輝かがやきを受け、手のなかにあった薬の小こ瓶びんはいつのまにか二つになっていた。




　　　◇




　オルセイとアスハの症しよう状じようは劇的に改善した。注射した翌日から、日を追うごとに鉱物化した面積が小さくなっていき、数日もすれば、鉱物化しているのは体の末まつ端たんだけになった。それもホクロくらいの大きさのものが点在しているだけで、日常生活に支障はない。

「よかったね」

　診しん療りよう所で、シュカが二人の少女を抱だきしめる。「よかったね」というシュカの言葉には、胸に響ひびくような本物の温かさがあって、少女たちは感謝の言葉を口にしながら、シュカの体に顔をうずめている。

　シュカは泣いている。

　ヨキは思う。多分、世界の誰だれかの分まで泣いているのだ。

　本当は、シュカのようになりたかった。人を大切にして、感情に素す直なおで、誰だれかのために泣ける人間に。シュカは自分にないものをたくさん持っている。だから憧あこがれる。だから、規則を破る彼かの女じよの行動を助けてしまう。

　世界を愛するシュカ。

　世界を知ろうとするヨキ。

　一いつ緒しよにいて、よく似た行動をすることも多い二人だが、そのスタンスは決定的に違ちがう。でも、悲観することはない。シュカにだって欠点はある。すぐ寝ねるし、注意深くないし、事前調査は全然やらないし、書類仕事はまったくできない。そういうところを自分は助けることができる。シュカが主役で、自分が黒子。それでいい。

　少しでもシュカの思う通りになればいい。多分、それが正しいことだから。

　そう思ったからこそ、この結末を歓かん迎げいしたからこそ、シュカの腕うでのなかにいる二人の少女が、みるみるうちに鉱物化していく光景を見せつけられたときは心が凍こおりついた。その理り不ふ尽じんさに打ちひしがれた。

　少女たちの皮ひ膚ふに少しだけ残っていた鉱物化した部分。それが爆ばく発はつ的に広がったのだ。まるで技術革新を起こした軍事国家が地図を塗ぬり替かえていくみたいに。

　シュカが体を離はなし、驚きよう愕がくの表情で二人をみつめる。

　少女たちはもう銀色になって、恍こう惚こつとした表情のまま固まっている。

　ヨキもシュカも思うことは一つ。

　なぜ。




　　　◇




　薄うすい三日月の夜、オルセイとアスハは何かに導かれるように立ちあがり、王宮の一室から森へとむかって歩きはじめた。しきたりにのっとり、アルザイール王も、エスハルも、白い装しよう束ぞくに身を包み彼かの女じよらについていく。その後ろに、たくさんの参列者と呪じゆ術じゆつ師がつづく。ヨキとシュカも同じ衣い装しようを身にまとい、鈴すずを振ふりながら最後こう尾びにならんだ。

　列のなかにはラシードもいる。行進が始まる前、彼かれと少しだけ話をした。

「大いなるものの力は強大で、怠なまけ者ものの血に勝ってしまったのだろう。残念だ」

　いずれにせよヨキは礼をいった。結果がどうあれ、ラシードは呪じゆ術じゆつ師の流りゆう儀ぎをまげてまで、袋ふくろネズミの血が効くことを教えてくれたのだ。

　静せい謐ひつな夜に、土を踏ふむ音と、呪じゆ術じゆつ師たちの祝詞のりとをあげる声が響ひびく。

「祝い事、なんでしょうね。今のところ」

　ヨキがいい、シュカがうなずく。

「伝統的にはね。でも、半々ってとこかな。老いた人は未いまだに聖せい霊れいの導きを信じているけれど、若い世代はそうでもないみたいだし。王やエスハルにとって、これは葬そう列れつみたいなものでしょう。私もそんな気分だよ」

　列は森の奥おくへと進んでいく。

　オルセイとアスハは言葉を発することなく、銀の川に沿ってゆっくりと歩く。川の終点とでもいうべき、末まつ端たんを目指しているようだった。

　もう少女たちに言葉はない。彼かの女じよたちの声帯は音を出すための柔やわらかさを失っている。くちびるもぴたりと閉ざされて動かない。

　脇わきをみれば、銀の鱗うろこが無数にある。幅はばが広く、本当に大河のようだ。おそらくヨキが生まれるより遥はるか昔から、この行進はおこなわれてきたのだ。多くの子供たちの命が折りかさなってできている。それを想像して受け止めようとするが、あまりに命と時の量が膨ぼう大だいで、うまく想像することができない。個人のスケールを越こえている。

「見届けたら帰りましょうね」

「うん。明日の朝には出発しよう。哀かなしいのは苦手なんだ」

　やがて銀色の川の終わりがおとずれる。

　オルセイとアスハが末まつ端たんにしゃがみこみ、動かなくなる。だんだんと平らになってゆき、そして鉱脈と繫つながった。

　王は黙だまっていた。

　エスハルはアスハにむかってずっと謝あやまっていた。

　ヨキはただ眺ながめていた。

　二人の少女が一体となった命の川。さめざめとした月明かりをうけ、かすかに輝かがやくさまをみて、美しいと思ってしまったのだった。




　　　◇




　朝、誰だれにも告げず、ヨキとシュカはアルザイールを発たった。調査官としての仕事はすでに終わっており、これ以上長く留まるわけにはいかない。

　昨晩歩いた森を抜ぬけ、回収ポイントへとむかう。

　傾けい斜しやのある岩場をのぼり、断だん崖がいの道へ出る。ヨキは転落防止の鎖くさりをつかみながら、立ち止まって景色を見み渡わたした。霧きりが晴れて、アルザイール一帯を一望できる。雲一つない晴天。少女たちが一体となった銀の川もよくみえる。

　シュカも足を止め、なにもいわず眼下に広がる景色を眺ながめていた。その表情には哀かなしさと、あきらめにも似た清すが々すがしさがあった。

「いつでも望むべき結果が得られるわけじゃない」

　シュカがいう。

「百の失敗を積みあげて、その上に一つの小さな成功をのせる。未知の病の治ち療りよう法をみつけるって、本来そういうものだよね。龍りゆう鱗りん病びようを治ち療りようできなかったのは当然といえば当然で、不満はないよ。私たちは調査官で、少しは医い療りようの知識があるけれど、専門の研究者ではないしね」

　調査官が報告したもののうち、価値のあるものは学術機関に引ひき継つがれる。本格的な研究が始まるのはそこからだ。奇き病びように対するワクチンの開発、歴史の考証、未知の技術の解明と実用化。いずれも年単位の、長い時間がかかる。最初の一歩は失敗を約束されているようなもので、そこから試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえして、正解にたどりつく。にもかかわらず、ヨキたちは観測という最初の段階で答えをつかもうとした。いたいけな少女を助けるために。

「僕ぼくたちは千に一回、起きるか起きないかの奇き跡せきに挑いどんだんです。もっと胸を張ってもいいはずですよ」

「そうだね。私たちは死力を尽つくした。その過程に満足してもいいし、やりきったという疲つかれに身をゆだねたっていいのかもしれない。そうしないのは多分、私が欲張りすぎなんだろうね」

　シュカは天を仰あおぐ。

「難しいのは知ってたんだ。それでもやっぱり、助けてあげたかったんだよなあ」

　その声には、理想も現実もまとめて受け入れるような、爽さわやかな響ひびきがあった。そんなシュカをみて、この人はやはり輝かがやく風なんだとヨキは思う。

「お弁当があるんだ。気分のいい場所で食べてから、セントラルに戻もどろうよ」

「昨夜、王宮の厨ちゆう房ぼうに用があるといっていたのはそれですか。参列の後しおらしくなってましたけど、食い意地だけは相変わらずですね」

「ヨキだって、こそこそなにかしてたじゃないか」

「お弁当に合わせるお茶はまかせてください」

　セントラルに戻もどったら、また別の仕事をすることになる。いつまでもアルザイールの出来事を引きずってはいられない。日常へ戻もどるため、心をニュートラルにするため、他愛ないやりとりをしているそのときだった。

　足あし下もとの地面が揺ゆれた。断だん崖がいの壁へき面めんを小石が転がり落ちていく。

「ちょっと、地じ震しんじゃない？」

「足場悪いですし、これは危険ですね」

　二人は鎖くさりにしがみつく。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの道であるから、足場の崩ほう落らくだけでなく、頭上から剝はがれ落おちてくる岩がん盤ばんにも注意しなければならない。

「おかしいですね。この地域はプレートの中央にあるので、地じ震しんは起きないはずなんですけど」

「全然揺ゆれがおさまらないね。ちょっと酔よってきたよ」

　おさまるどころか、どんどん激しくなる。

　岩が崩くずれ、森の巨きよ木ぼくが倒たおれる。尋じん常じようではない。遠くにみえる銀の川も波うっているように錯さつ覚かくする。シュカも同じ感想を抱いだいたようで、「川がうねっているみたいだね」という。

「いや先せん輩ぱい、あれ、ほんとに動いてますよ。波うっているというか、のたうっているというか」

「うそ。いや、たしかに。なんだろう、あれ」

　銀の川の周辺が隆りゆう起きしはじめる。地面が盛りあがり、木々が滑すべるように落ちてゆく。土がみえ、その土もやがて落ちてゆく。

「あの銀の鉱脈がせりあがって、地面を揺ゆらしてるんじゃないですか？」

「そんなことってある？」

「でも、そうみえますよ」

　オルセイやアスハは銀の川と一体になった。彼かの女じよたちはその地面の下にある鉱脈と繫つながった。その、アルザイールを縦断するような長い鉱脈が隆りゆう起きし、地面を揺ゆらしている。地じ震しんなどではない。あの巨きよ大だいな銀の川が動こうとしているのだ。

　ヨキとシュカの足あし下もとに亀き裂れつが入り、道の半分が割れ、崖がい下かへと落ちていく。命の危険。しかし二人の関心はもはやそんなところにはなかった。

　地ち殻かく変動のような、今まで経験したことのない天変地異。それは予兆だった。

　言い知れぬなにか、常識を超えたなにかが起きる。そしてその瞬しゆん間かんはきた。

　銀の鉱脈の、末まつ端たんが土のなかから持ちあがる。鉱脈だと思っていたものは、そうではなかった。鉱脈の末まつ端たんに、宝石のような目と、尖とがった山脈のような歯がみえる。

「なにあれ、大だい蛇じや？」

「大だい蛇じやにしては大きすぎますよ。っていうか、蛇へびとは違ちがうんじゃないですかね。頭に角みたいなのが生えてますし」

「じゃあさ、あれがさ」

「まさかの、まさかですよ。この世界にあんなサイズの生物がいたなんて──」

　龍りゆうだ。

　太古の昔、大空を駆かけ、均きん衡こうをもたらしていたという伝説の生きもの。人に捕とらえられそうになり、傷を負ってアルザイールの地に墜おちた。それが今、目の前にいる。

　ヨキはともすれば思考をとめてしまいそうなほどの驚きよう愕がくのなか、考える。

　大いなるものの一部となる。

「呪じゆ術じゆつ師たちの伝承が正しかったんだ。オルセイもアスハも、これまで鉱物化してきた子供たちもみな、あの龍りゆうの鱗うろこになったんですよ」

　人に傷つけられ、龍りゆうは地に墜おちた。そして長いあいだ、その傷が癒いえるのを待っていた。子供たちに聴きこえていた歌は、きっと龍りゆうの声だ。人の子供を使って、傷をふさいだのだ。昔の人たちは自分たちが龍りゆうを傷つけたことを知っていたから、あの理り不ふ尽じんな現象を受け入れたのではないだろうか。そんな考えがヨキの頭のなかを巡めぐる。しかしそこでついに思考は停止する。もう、みているしかできない。想像を超こえた生物、常識では測れない存在がいるのだ。

　大地が震ふるえる。

　龍りゆうが空に飛び立とうとしているのだ。のたうち、長いあいだに、自分の上に生えてしまった樹じゆ齢れい千年を越こえるような大木を振ふり落おとしている。あくびでもするように、都市一つを丸のみできそうな口が開く。耳をつんざくような咆ほう哮こうが響ひびき、辺り一帯の大気が振しん動どうする。

　ついに、空へとのぼっていく。体の上にあった岩や木、動物までもが落ちてゆく。

　回遊するように、ヨキたちの頭上を通過していく。太陽が隠かくれ、まるで夜がきたような暗さになる。カチカチと鱗うろこが鳴る音。通りすぎると、昼が戻もどってくる。

　悠ゆう然ぜんと、空を泳いでいる。

　ヨキもシュカもその場に立たち尽つくす。

　偉い大だいなる生命、絶対者との邂かい逅こう。

　龍りゆうはただそこにいるだけ。それでもその大きな存在が、人という小さな存在を圧あつ倒とうする。

「遺伝性疾しつ患かんだとか、呪じゆ術じゆつから医術への過か渡と期きだとか、ずいぶんとまあ、小さなことを一いつ生しよう懸けん命めい考えたものだね、私たちは」

「龍りゆうが本当にいるなんて、こうやって目にしない限り、思いもしませんよ」

「聖なるものかどうかはわからないけど、あのスケールの前では、たしかに人の命も時間もたいしたものじゃないのかもしれない。そう思ってしまったよ」

　人は、数ある生物の一種でしかない。自意識を獲かく得とくしたがゆえに、しばしばそれを忘れる。己おのれの価値や、人の命の価値を論じ、倫りん理りや常識を決め、その尺度のなかで生きる。

　尺度、つまりはスケール。人のつくった複雑なスケールの外側に、龍りゆうはいた。

　常識のむこう側、意識の外側に存在していた龍りゆう。

「先せん輩ぱい」

「なに？」

「あの龍りゆうに、怒いかりは湧わきますか？」

　二人の少女は銀の鱗うろこになった。あの龍りゆうが原因で、オルセイが、アスハが、アルザイールの多くの子供たちが命を失ったのだ。

「なんともいえないね。あれが相手ではね」

　シュカは明言を避さけた。それが賢けん明めいなのだろう。ヨキはそう思いながらも、自分のありのままの気持ちを認めないわけにはいかなかった。

「僕ぼくは、まったく湧わいてこないんですよ。オルセイも、アスハも、あれほど助けたいと思っていて、鱗うろこになった夜は誰だれもいないところで泣いたというのに、今は、あの龍りゆうをみて震ふるえているんです。恐おそろしいんじゃなくて、ただ震ふるえている。そこには怒いかりも悲しみもなくて、なんといっていいんでしょうか、畏い敬けいとでもいいますか。いや、違ちがうな、感謝、でもないか」

　オルセイやアスハに死をもたらしたものを歓かん迎げいするなんて、どうかしている。それが人の倫りん理り的な考えというもの。けれどヨキはそれを今、感じることができない。頭ではわかっている。

　龍りゆうのスケールの前では、人の命も、時間も、小さなものにすぎないということなのか。違ちがう、そんなに単純ではない。龍りゆうはこれから砂さ漠ばくに雨を降らして命をはぐくみ、均きん衡こうをもたらすだろう。その大きな命の循じゆん環かんを想像して、それに圧あつ倒とうされているのだろうか。いや、それも違ちがう。頭で考えた末につけた理由だ。そうじゃない。この感覚をとらえるには、頭で考えるのでは小さすぎるし、言葉にするのでは遅おそすぎる。

「ずいぶん嬉うれしそうじゃないか」シュカがいう。

「そうですね、そうかもしれません」

　ヨキはいう。

「僕ぼくの価値観は破は壊かいされました。あの空を覆おおう龍りゆうをみる前と、その後では、決定的に違ちがっているでしょう」

　今までの価値観ではとらえられないものと出会ったとき、今までの言葉ではあらわせない感覚におちいる。それがよいことなのか悪いことなのかはわからない。

　ただ、そこには深い感動がともなう。そして感性が新しい地平へと進む。

　それこそがヨキのずっと願っていたもの、追い求めていたもの。

　未知との遭そう遇ぐう。

　偉い大だいなる発見。

　エウレカ。

　ユリイカ。

「世界はまだまだ広くて、こんな龍りゆうみたいなやつらがいて、僕ぼくも人類ももっと前に進むことができる。そんな嬉うれしいこと、ありませんよ」

「あほだねえ。私の知る限り、ヨキは底そこ抜ぬけのあほだよ」

「ありがとうございます」

「ま、褒ほめてるんだけどさ」

　シュカが狭せまくなった道に腰こしをおろし、断だん崖がいから足を出して揺ゆらす。

「じゃあちょっと、ここでお茶でも飲んでこっか」

「いいですね」

　ヨキも腰こしをおろす。そして空を見あげる。

　龍りゆうはヨキやシュカの気持ちなど知らず、久しぶりの空が気持ちよいのか、上にいったり、下にいったり、遊んでいるようにみえた。
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　夜の回かい廊ろう。

　雨音にまじって、遠えん雷らいが聞こえる。

　ツァイホン宮。七代続いた王朝の、滅めつ亡ぼうまで使われた宮きゆう殿でんだ。最後の皇こう帝ていはおしよせる近代化の波にのまれ、旧体制の象しよう徴ちようとして処しよ刑けいされた。実感のわかない、歴史上の出来事だ。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩く。燭しよく台だいの灯ひが頼たよりなくゆれている。王朝が栄えていたころ、時の皇こう帝ていたちはここを歩き、後宮にいる女たちのもとに通っていたのだ。回かい廊ろうの果てはみえず、暗くら闇やみが広がっている。それがこの宮きゆう殿でんの広さを物語っていた。

「ハオも、女の人をたくさん抱だくことができたら嬉うれしい？」

　ウーチェンがたずねてくる。

「全然、そんなこと思わないよ」

　僕ぼくはいいながら、雷かみなりが鳴って肩かたをすくめる。ウーチェンは平気な顔をしている。長い黒くろ髪かみに、白い肌はだ。こんな不気味な場所でも、表情は普ふ段だんと何一つかわらない。

「ねえ、扉とびらがあるよ」

　いわれてみれば、左の壁かべに観音開きの扉とびらがある。かつては朱しゆ塗ぬりで、金の縁ふち取どりがされていたのだろう。しかし、今では汚れて黒ずんでいる。

「開けてみたら？」

　ウーチェンがいう。

「アイテム、あるかもしれないよ」

　あるかもしれないけれど、その前に必ず脅おどかすような仕し掛かけがあるに決まっている。開けたらそこに子供がうずくまっていて、顔をあげたら血だらけで、とかそんなやつ。

　開けたくない。けれどウーチェンに格好悪いところはみせたくない。

　僕ぼくは平気な顔をしながら、「そうだね。開けてみようか」と答え、扉とびらの前に立つ。そして虎とらの頭をかたどった取っ手をつかむ。冷たい感かん触しよく。嫌いやな予感がする。

　雷かみなりが鳴り、一いつ瞬しゆん、すべてが白く照らしだされ、またすぐ闇やみに沈しずむ。

　思いきって扉とびらを開けようとする。

　しかし。

　開かない。鍵かぎがかかっているのだ。

　なかに入らなくて済み、僕ぼくはほっとする。

「つくりこみが甘あまいね」

　僕ぼくは強がっていう。

「あれ、なにかな」

　ウーチェンは僕ぼくのちょっとした勇気なんて知らない顔で、もう違ちがうところをみている。

　視線はどこまでつづいているかわからない回かい廊ろうのずっとむこう、暗くら闇やみの先にある。

　ウーチェンのみている方向に目をこらしていると、ノイズが走る。

　白っぽい光が走り、視界が歪ゆがむ。すぐに戻もどるのだけど、またノイズが走る。

　いつのまにか廊ろう下かの先、遥はるか遠くに人が出現している。

　その人ひと影かげはノイズが走るたびに、どんどん近づいてくる。五回か六回、それが繰くり返かえされる。

　胸むな元もとで合わせる上着に、裾すその広がった下衣。

　王朝があった時代の、女官の格好だ。

　若くはない。髪かみが真っ白の老ろう婆ばだ。それがわかった瞬しゆん間かん、もう一度ノイズが走り、老ろう婆ばが眼前に迫せまっていた。真っ黒な瞳ひとみに感情はない。右手に銀色の火ひ箸ばしを持っていて、それをふりあげている。声をあげる間もなく、僕ぼくの視界は真っ赤に染まる。そして周囲が真っ暗になって、気づけばツァイホン宮の入口の、城門前に戻もどっていた。

「コンティニューする？」

　ウーチェンが石段に腰こしかけてたずねる。

「いや、誰だれかきたみたい」

　僕ぼくはそういって、空中に浮うかんでいる「ゲームを終しゆう了りようする」という文字を足で蹴けった。

　脳とデバイスの接続が切れ、手足に現実の感覚が戻もどってくる。ヘッドギアを外せばそこは自分の部屋で、母が扉とびらを開けてこちらをみていた。

「ハオ、民警の方がまたきてるわよ」

「わかった、すぐいく」

　心配そうな顔をする母にむかって、「大だい丈じよう夫ぶだよ」と声をかける。

　母は幼いころ、祖父から、人民警察は、怪あやしいと思った人間を事情もきかずに拘こう束そくしたり、スラムの人間を虐ぎやく待たいしたりする恐おそろしい存在だと聞かされて育ったのだ。でもそれはまだ自治が整っていなかった昔の話で、現在では、人民警察は市民の味方だ。

　たしかに今は国民祭で、学校が長い休みに入っており、はめを外して人民警察の世話になるやつもいる。先日、初めて彼かれらがきたときは僕ぼくも驚おどろいた。けれど休みだからといって浮うかれて法に触ふれるようなことはしていないし、実際彼かれらは聞きこみにきただけだった。

　イェンが死んだ。

　クラスメートで、親友とはいえないまでも、一いつ緒しよにつるんでいるグループの一人だった。詳くわしくは教えてくれなかったけれど、どうやら脳とネットが繫つながった状態で死んだらしい。自殺の可能性を探さぐるため、僕ぼくのところにも民警がきたのだ。他のクラスメートのところにもきて、イェンに最近悩なやんでいる様子はなかったかとか、よくある質問をして帰っていったという。それがつい先日の出来事だ。

　今日が二回目の訪問ということになるが、いったいなにを聞きたいのだろう。話せることは最初にすべて話している。客間にいって、椅い子すに座すわっている二人にそのことを告げる。彼かれらは同じ内容でもいいから、もう一度聞かせて欲ほしいという。

「僕ぼくたちは人民警察とは少し違ちがう。別の視点から捜そう査さするため、特とく殊しゆな係に所属している」

　いわれてみれば、先日やってきた人たちと雰ふん囲い気きが違ちがう。制服も着ていない。もしかしたら専門職採用の捜そう査さ官かんなのかもしれない。そういえば、電子空間専門の特とく殊しゆ警察部隊を設立したとニュースでやっていた。たしか国務院直属だったはずだ。

「名前と年ねん齢れいを聞かせてくれないかな」

　根暗そうな男の捜そう査さ官かんがいう。

「リン・ハオラン、十七才です。前にきた捜そう査さ官かんにも話してますけど」

「いいじゃないか。最初からやろう」

　もう一人の捜そう査さ官かんは、母が出したお茶をずっとすすっている。

「ハオラン君の漢字名は？」

「林リン浩然ハオランですけど」

　漢字名なんて伝統で残っているだけで、もはや誰だれも気にしていない。そんなものを質問するなんて、すごく変な捜そう査さ官かんだ。そして事件についての質問も、自殺の線を消すためにイェンの普ふ段だんの行動を聞きにきた、普ふ通つうの捜そう査さ官かんとはちょっと違ちがっていた。

　根暗そうな捜そう査さ官かんは、イェンがどのサイトによくいっていたか、好きなオンラインのゲームは何だったかを詳しよう細さいに質問してきた。不可解なことだ。脳波をコントロールするデバイスには安全装置があるし、ハッキングを受けないよう幾いく重えにもセキュリティが施ほどこされている。つまり、サイバースペースからの干かん渉しようで死に至ることはあり得ない。それでも根暗な捜そう査さ官かんはその可能性を捨てていない口ぶりだった。

　質問をする薄うす暗ぐらく陰いん気きな男の捜そう査さ官かんと、ずっとお茶を飲んでいる、目の覚めるような華はなやかな女の捜そう査さ官かん。僕ぼくは机に置かれた二枚の名めい刺しを手に取って首をかしげる。

　名めい刺しには漢字名が書かれているだけだった。しかも姓せいはない。

　斧と朱夏。

　読み方がわからない。二人の捜そう査さ官かんは僕ぼくの疑問を感じとったようだ。

「斧おのと書いてヨキと読むんだ。呼び捨てでいいよ」

　陰いん気きな男の捜そう査さ官かんがいう。

「朱しゆ夏かはシュカって読んでね。まあ、名前なんてどうでもいいじゃないか」

　華はなやかな女の人がいう。

「私たちはイェン君の死の真相が知りたい。そして、君たちが築く電子の世界を体験したいわけさ」




　　　◇




　僕ぼくたちの国は海に囲まれていて、外界と隔かく絶ぜつしている。どこからも干かん渉しようされず、どこに干かん渉しようすることもない。けれど一度だけ、他国と大きな戦争をしたことがあったらしい。

　旧体制的な王朝が市民革命で滅ほろび、近代化した後のことだ。なぜかその戦争についての情報はあまり公開されていなくて、歴史の教科書にも詳くわしくは載のっていない。ゆえに、空に浮うかぶ天空国家と戦ったと主張する誇こ大だい妄もう想そう狂きようもいる。

　いずれにせよ、戦争に負け多くの人が死んだ。占せん領りようされることはなかったけど、社会は徹てつ底てい的てきに破は壊かいされた。戦後はバラックが建ちならび、あちこちに巨きよ大だいなスラムが形成された。

　しかし、それも僕ぼくが生まれる前の話で、人民政府の再開発によりスラムは一いつ掃そうされ、今では無む菌きん室みたいに綺き麗れいなビルやマンションが立ち並んでいる。僕ぼくが住んでいるところもそういった集合住宅の一つだ。クラスメートたちも多く住んでいて、死んだイェンは隣となりの棟だった。

　過去の戦争の反省からか、人民政府は諸外国との交流を断った。国民が外に出ることも、外国人が入ってくることも固く禁じられている。外に意識がむくことを過度におそれているようだった。国自体に戦争の後こう遺い症しようが残ったのだ。人民政府が鎖さ国こくをするようになって以来、僕ぼくたちが使う外来語、食事や街並みにおける異国の文化はほとんど更こう新しんされていない。

　僕ぼくたちはどこにゆくこともできず、スラムが再開発された後につくられた大量の箱のような部屋に住み、同じような人たちをみながら暮らしている。

　そんな環かん境きようで、サイバースペースが発展するのは必然だった。広がりのある場所はそこしかない。だから、みんなそこにゆく。企き業ぎようもネット空間でのビジネスに躍やつ起きになっている。

　鎖さ国こくする政府と、代わりにネット世界を深化させる僕ぼくたち。

　今さらそんな当たり前の構図を意識したのは、おそらくヨキとシュカさんのせいだ。

　あり得ないはずなのだけど、なぜだか、二人はどこか遠いところから、まるで世界の果てからやってきたように感じられたのだ。




　　　◇




「君のリンチェイ・ギアをみせてくれ」

　ヨキがいう。客間での形式的な質問が終わった後のことだ。

　話していて感じたのだけど、ヨキとシュカさんはネットのことにとても詳くわしい。プログラムだとかドメインなどのインフラ的なことから、チャットや掲けい示じ板ばんといったアングラなことまでよく知っている。けれどギアのこととなると、途と端たんに他ひ人と事ごとのような口調になる。

「リンチェイ・ギア。戦後の混乱期に台頭してきた医い療りよう機器メーカーの研究員、リー・リンチェイ博士が開発した脳波コントロールシステム。二世代前に実用化され、オンラインの仮想現実空間が創設された。短い期間で、よくもまあこれだけ進歩したものだ」

　ヨキは、僕ぼくの部屋にあるギアを観察しながらいう。コードの接続、頭にかぶる機器の形状、ギアをかぶったときに頭を支える専用の椅い子すなどを、つぶさにみてゆく。

「このデバイスが、ダイレクトに脳に作用して、現実と変わらない新しい世界をつくるわけだ。まさに電子頭脳、いわゆる電脳ってかんじだね」

　人間が視みて、触さわって、嗅かいで、聴きいて、食べて感じるものは、全て脳細さい胞ぼうの電気信号にすぎない。例えば目の前に椅い子すがあったとする。眼球という器官が光の明暗の刺し激げきを受け、脳に信号を送る。脳はその信号から、目の前に椅い子すのある光景を認にん識しきする。もし脳の機能に異常があり、細さい胞ぼう間の電気信号のやりとりがうまくいかなければ、どれだけ眼球が正常でも目の前の光景を認にん識しきすることはできない。逆に、脳に目の前に椅い子すがあるときと同じ電気信号が流れれば、現実には目の前に椅い子すがなくても椅い子すがあるようにみえる。

　世界は脳の認にん識しきにすぎない。それは人間が視みる風景の色と、虫が視みる風景の色が違ちがっていることからも裏付けられる。脳の違ちがいが、そのギャップを生みだしている。

　リンチェイ博士は『世界は脳による認にん識しき』という考えを極きよく端たんに推おし進すすめた。つまり、彼かれは脳内で全てを再現しようと考えた。旅行にいく必要なんてない。旅先で発生する視覚情報と同じ電気信号を脳に流せば、その場にいながら遠くの風景を視みることができる。現地の食事を食べたときに発生する味覚情報を流せば、同じ味を経験できる。

　さも現実にそれが起きたかのように、脳をだますのだ。

　そのためにはまず、膨ぼう大だいな脳波パターンをストックし、データベースを作成する。視覚、味覚、なんでもいい。そしてそこから望むものを再生する。女の人と手を繫つないだときの感覚情報、時計塔とうをみたときの視覚情報。お望みの体験が得られるというわけだ。ストックされたデータがソフトで、僕ぼくたちの脳がハードといったところ。そしてその理論は、実用化され、日常としてある。頭にかぶったリンチェイ・ギアが外側から脳波をコントロールし、かつて誰だれかが経験したのと同じ脳波信号をつくりだし、疑ぎ似じ体験をつくりあげる。珍めずらしいお茶を飲んだときの誰だれかの脳波パターンを再生すれば、まったく同じことを追体験できる。

「もはやリンチェイ・ギアで再現される味覚体験の方が、現実で同じ食事をとるよりも快楽指数が高いという実証データがあるくらいだ。すごいよね。そしてそんなシステムをつくったリンチェイ博士は、かなり根暗なやつだね。現実と、仮想現実の垣かき根ねをなくしてやろうなんてさ」

　ヨキがいう。彼かれの顔つきをみていると、「お前がいうなよ」っていいたくなる。

「僕ぼくのギアを調べるよりも、イェンのやつを調べた方がいいんじゃないですか？」

　僕ぼくはいう。ギアに繫つながって死んだのはイェンだ。僕ぼくのギアを調べることに意味はない。

「そもそもギアのせいで死んだって可能性は低いんじゃないですか？　感情や痛覚の脳波を強制することは禁止されていますし、セーフティロックも働きます」

　脳波コントロールによってゲームのクオリティも一気に上じよう昇しようした。さっきまで僕ぼくがウーチェンと一いつ緒しよにやっていたやつもそうだ。かつて本当に存在した王宮を舞ぶ台たいにしたホラーゲームなのだけど、視覚情報や聴ちよう覚かく情報を使って、ツァイホン宮が完全に再現されている。石床ゆかを踏ふんだり扉とびらの取っ手をつかむ感かん触しよく、外から聞こえてくる雨の音も、現実世界で感じているものと全く同じで、とてもゲームとは思えない。しかし老ろう婆ばの女官に刺さされたときの痛みはない。そういった安全性に関する部分は人民政府によって厳しく規制されている。痛覚まで生じさせたら、仮想現実での死が、現実での死に繫つながってしまう危険性があったからだ。

　けれど、とヨキはいう。

「セーフティロックを抜ぬけようとする輩やからは必ずいる。脳の電気信号とインターネットは親和性が高く、お互たがい高めあうように発展している。サイバースペースには様々な疑ぎ似じ脳波が落ちている。闇やみサイトに、痛覚や快楽のリミッターを外したゲームや、疑ぎ似じ体験が用意されている可能性は常にある。恐きよう怖ふよりも快楽を求める欲求の方が強いかな？　人ひと肌はだの感かん触しよくだって再現できるんだ。イェン君はそういうものを受信するために、ギアの安全装置を外していたかもしれない。まあ、彼かれのギアは正常だったけどね。仲間である君の装置はどうかなって思ったんだ」

「ギアの改造なんて流は行やらないですよ」

　正規のゲームで十分だ。怪かい物ぶつの咆ほう哮こうを聞いて、そいつに立ちむかうため手に持った大剣の重さを感じて、仲間と助けあう喜びを味わえば満足できる。女の子と楽しいことをしたいと思ったら、そういうソフトを買えばいい。いくらでも販はん売ばいされている。

「そうかな。さらに深いものを追い求める探求心を人は持っている。もっと面おも白しろいものを、もっと強い刺し激げきを。特に君たちの年代はね。そして天才性が発揮されるのも君たちくらいの年ねん齢れいだ。ギアのセーフティロックくらいわけないさ。多くの大人は長く生きた自分たちのほうが子供より優ゆう秀しゆうだと思っているけどね。でも実際は、大人を出だし抜ぬけるやつなんてごまんといる」

「そういうやつはいるかもしれませんけど、僕ぼくじゃないですよ。ギアの改造なんてできません。死んだイェンも、普ふ通つうの学生でしたよ」

　僕ぼくはそういってから、ベッドをみる。シュカさんが腰こしかけ、こちらをみている。瞳ひとみの光こう彩さいが綺き麗れいで、僕ぼくはなんだか緊きん張ちようしてしまう。意見を求められたと思ったのか、シュカさんが話しはじめる。

「私はさ、ハッキングの線もあると思ってるんだよね。オンラインからイェン君の脳に干かん渉しようして、殺人の疑ぎ似じ体験を送信、激痛や体が損傷したときの神経伝達を植えつける。そして、死に至る」

　それはリンチェイ・ギアの実用化が検討されたとき、もっとも懸け念ねんされた事じ項こうだ。脳というデリケートな器官を操作するのだ。洗脳や事故、様々な問題が想定された。そのため実用化にあたり、サービスを提供する企き業ぎようには高度なセキュリティが求められ、さらには国務院が厳しく監かん視しするという制約も課されることになった。

「もしリンチェイ・ギアに干かん渉しようできるハッカーがいたとしたら、それはもう凄すご腕うでなんてもんじゃないですよ。ウィザード級のさらに上、電子に愛されたものとしか表現できません」

「でもさ、いるかもしれないじゃん。すごいやつ。そういう、いるかもしれない超ちよう存在に興味を惹ひかれるんでしょ？」

　シュカさんが本ほん棚だなを指さす。幼いころ好きだった本がならんでいる。神話の生きものが実は存在しているとか、謎なぞの文明人が歴史に干かん渉しようしているとか、そんなジャンルばかりだ。

「小さいころの話です。もう全然読んでないですよ」

「仮想現実の方が楽しいわけだ」

「そうですね。でも、リアルか仮想かの議論は古いですよ」

　当初、報道機関は仮想現実に浸ひたる若者に警けい鐘しようを鳴らしていた。実際に外に出て経験せよ、実際に食べて経験せよ、と躍やつ起きになって主張していた。識者と呼ばれる、世間的に賢かしこいとされる人たちも同じだ。しかしそんな論調、今では見る影かげもない。

　結局、リンチェイ博士の結論と同じところにいきついた。

　リアルと仮想の境界は、脳にとって意味をなさない。はっきりとはいわないまでも、世間ではその暗あん黙もくの合意が形成されている。

　学校でも、サイバースペースでの授業が導入されている。教室をオンライン上に形成し、リンチェイ・ギアを使って登校するのだ。当初は不登校の生徒のための配はい慮りよだったらしい。リアルな通学と違ちがい、接続するだけで登校でき、嫌いやになれば接続を切ることができる。

　ウーチェンも不登校で、いまだに現実で学校にきたことは一度もない。けれどサイバースペースでの授業には必ず出席する。スポーツだってできる。走っている電気信号を流しつづければ、ギアの接続を切っても、息はあがったまま。完全な経験だ。

「金銭や時間の制約がないぶん、仮想現実の方が、現実よりも優すぐれているとさえいわれています。家に閉じこもってばかりという昔の批判はあてはまりませんよ。オンラインでみんなと繫つながっていれば、現実に外に出て人と一いつ緒しよにいるのとなにも変わらない」

「そうかもね。でも、私は一つ大事なことを忘れていると思う」

　シュカさんはいう。

「例えば料理。今ある味は再現できる。燕つばめの巣のような珍めずらしい食材でも、それを食べたときに生じる信号さえ記録してあれば、それを脳に再生することで食べたときの感覚が味わえる。希少な経験をみんなで共有できるね。さらにその信号を調整したり組みあわせたりすれば、現実にない味をつくることだってできる。けれどよく考えて欲ほしい。それらは全部、今あるものと、人間の想像力の枠わく内ないにとどまっているものの再現にすぎない。じゃあさ、世界のどこかにまだ人の知らない、想像もできない食材が存在したら？　それを食べたときに生じる信号は、誰だれかが現実に食べて、持って帰ってこない限り再現できない。それは現実でしかできないことだ」

　僕ぼくはなんだかまっさらな部分を突つき刺さされたみたいな気持ちになる。たしかに、完全に未知なるものをデジタル上で『再』現することはできない。でも、素す直なおに認めるのがなんとなく嫌いやで、言い返してしまう。

「でも、僕ぼくたちは国外に出ることもできないじゃないですか。それに国外にも、そんな未知のものはありませんよ。この世界には」

　どこにでもいけた戦前にだって、深海探査はやっていたし、洞どう窟くつ探検家だっていた。そして大たい抵ていのことが記録されて、図ず鑑かんや教科書に載のっている。

　僕ぼくは窓の外に目をやる。見慣れた空と、同じ設計の建物がならんでいる。現実はもうすでに、全て想像力の枠わく内ないだ。

「なるほど。神話の生きものも、謎なぞの文明人も存在しないと」

　シュカさんは悪戯いたずらっぽく笑いながら、僕ぼくの本ほん棚だなから一冊の本を手に取る。

「じゃあこれは？」

「地上よりずっと進んだ文明をもつ天空国家ですか。そうですね、小さいころはあるんじゃないかと思っていました。実際、天体望遠鏡を買ってもらって、空ばかりみていた時期もあります。でも、都市伝説ですよ。そんなものがあれば、とうの昔に観測されているでしょうし。地上を監かん視しするため人を送りこんでいるというのも、もしそれが本当であれば、すぐにわかるはずです。今どき、番号を振ふられていない人間が街を歩いていたら、すぐにエラーがでます」

「技術がずっと進んでいるから、そういうのをすり抜ぬけられるのかもしれないよ」

　まあいいや、またくるね。シュカさんはそういうと、ヨキを従えて帰っていった。どうやらシュカさんが上司のようだ。不思議な二人組だ。

　二人の捜そう査さ官かんが去った後、僕ぼくはすぐにリンチェイ・ギアに接続し、ツァイホン宮を舞ぶ台たいにしたホラーゲームにアクセスする。オンラインならどこでもよかった。捜そう査さ官かんがきたことを仲間に知らせることができればそれでいい。

　イェンがなぜ死んだかは本当に知らない。

　けれど、まったく心当たりがないというわけでもなかった。




　　　◇




「綺き麗れいな捜そう査さ官かんだったね」

　ツァイホン宮の城門前、石の階段に腰こしかけていると、すぐにウーチェンがやってきた。

「みてたのかよ」

「ハオの部屋にあるギアのレンズを使って。会話も聞かせてもらった。嫌いやだった？」

「別にいいよ」

　すぐに他のやつらも集まってくる。ランファとシャオイー、リャンにイーハン。みんなに、ちょっと特とく殊しゆな捜そう査さ官かんがきたことを説明する。

「ニコさんと『海』のことはいってないでしょうね」

　ランファがきつい口調でいう。

「ああ、いってないよ。そもそもイェンが死んだことと関係あるとも思えないし」

　僕ぼくはそういいながらも、シュカさんたちに話さなかったのは、どこか後ろ暗く感じているからだと自覚する。ランファも、ニコさんと『海』のことを不健全に思っているからこそ、捜そう査さ官かんにしゃべっていないかを確かく認にんしているのだ。

「てか、イェンのやつ、何で死んでんのよ。しかもデバイスに繫つながったままって。まるでオンラインで誰だれかに殺されたみたいじゃん」

　ランファが舌打ちする。そしてウーチェンをにらみつける。

「あんた、友達が死んだのにまだそんな澄すました顔使ってんのね」

　オンラインでみんなが集まるとき、現実と同じ顔に制服ということが多い。けれどウーチェンだけは現実世界で誰だれも会ったことがないから、いつも使っているこの顔が現実と同じかわからない。その顔がアバターで偽いつわられている可能性が常にある。

　オンライン上でのウーチェンは、少しアングラな感じはするものの、とても整った顔つきをしている。体は華きや奢しやで、線が細い。同じ女であるランファとシャオイーの二人は、現実では顔をみせずネット空間に現れるときだけは綺き麗れいな顔をしているウーチェンを、あまり快く思っていないようだった。

　特にランファは気の強いところがあり、ことあるごとにウーチェンにたいして現実ではどうなのよとつっかかる。そういえば死んだイェンも、ウーチェンに対してつらくあたるところがあった。イェンは男だから、嫉しつ妬とというよりは、からかいの方が強かったように思える。

「もしかして、あんたが殺したんじゃないでしょうね」

　ランファがウーチェンにむかっていう。

「あんたのハッキングなら、ギアのセキュリティを突とつ破ぱできるんじゃないの？」

　ウーチェンは目を伏ふせる。こういうとき、彼かの女じよはなにもいわなくなる。

　険悪な雰ふん囲い気き。

　僕ぼくがウーチェンをかばうよりもはやく、「そんなわけないだろ」とリャンとシャオイーがフォローした。みんないいやつなんだ。ランファだって本当はそうだ。ただ、人間は集団になると様々な軋あつ轢れきが生じるようにできていて、たまたまそれがウーチェンとランファ、そして死んだイェンとのあいだに生じていた。それだけのことなのだ。僕ぼくはそう自分に言い聞かせる。

『あんたが殺したんじゃないでしょうね』

　ランファがそういってしまった気持ちもわかる。なぜならイェンが死んだ日は、なにをいわれても素知らぬ顔のウーチェンが、初めて感情をあらわにした日だからだ。

「デジタル世界じゃなきゃなにもできないだろ」

　話の流れは忘れてしまったけど、イェンがいった。さらに、「本当は、現実世界じゃ死んでるんじゃないのか？」とつづけた。この言葉をトリガーに、ウーチェンの表情は凍いてついた。

「なにも知らないくせに」

　ウーチェンは静かなる怒いかりと共に、力いっぱい、壁かべを叩たたいた。壁かべのソースコードがあらわになり、プログラムを構成する記号と数字が崩くずれ、ついには足場もなくなった。そのとき僕ぼくたちがいたのは西安シーアン公司という大手広告会社が提供するチャット空間で、ユーザーからの干かん渉しようなんてできるはずがなかった。

　ウーチェンのやったことは、ウィザード級のハッカーですらできないことだった。それは、その気になればギアのセキュリティに干かん渉しようできることに他ならない。

　可能性の話をするなら、ウーチェンであれば、イェンの脳を壊こわすことはできるだろう。そしてそんなことができる人間を、僕ぼくは彼かの女じよの他に知らない。だからイェンがネットに繫つながった状態で死んだと聞いたとき、ウーチェンがやったのだろうかと思った。けれど、僕ぼくはそんことを一いつ瞬しゆんでも考えた自分を責めた。疑うべきじゃない。たとえ最後の一人になったとしても彼かの女じよを信じるべきだ。

　なぜなら、僕ぼくはずっとウーチェンに恋こいをしている。
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　ヨキとシュカさんに出会ってから数日後のことだ。

　僕ぼくとウーチェンは有名な茶さ寮りようでお茶を飲んでいた。仮想現実なのだけど、企き業ぎようが提供しているから対価が要求される。そのぶんデータも上質。つまりは美お味いしいってこと。

「青せい春しゆん、朱しゆ夏か、白はく秋しゆう、玄げん冬とう。ほとんどの人が忘れてしまっているけれど、これらは木・火・土・金・水、五ご行ぎよう思し想そうにもとづいた言葉」

　ウーチェンがお茶に口をつけながらいう。

「書いて字のごとく、季節をあらわす言葉だけれど、人の一生における時期をあらわす言葉でもある。私たちは今、青春にいる。青春は未熟、朱しゆ夏かは最高の時、白秋は熟練、玄げん冬とうは人生の終わりをむかえる時期、そんな解かい釈しやくだったはず」

　お茶が美お味いしかったのか、ウーチェンの表情がゆるむ。普ふ段だんは物もの憂うげな表情をしているウーチェンが笑うと、僕ぼくは嬉うれしい。

「朱しゆ夏か。人の一生のなかで、もっとも華はなやかな時期をあらわす言葉。シュカさんは本当に名前通りの人ね。とても綺き麗れいだし、それに」

　ウーチェンは自分の厚みのない胸に視線を落としていう。シュカさんのことを思おもい浮うかべ、比べているのだろう。

「男の人ならみんな好きになるのではないかしら」

「いや、そうでもないよ。ああいう人は、僕ぼくには眩まぶしすぎる」

　ウーチェンのようなひっそりとした美しさの方が好きだ、と本人に伝える勇気はない。胸の大きさについては、デリケートな問題だ。

「あの根暗そうな捜そう査さ官かんの名前にも意味がある」

「そうなの？」

「斧おのと書いてヨキと読むのは、斧よき、琴こと、菊きくの判じ物。斧よき、琴こと、菊きくと三つならべて、『善きことを聞く』という意味。ヨキさんは、縁えん起ぎを担かつぐ人にはみえないけれどね。いずれにせよ、二人とも変わった名前で、なんだか浮うき世よ離ばなれしている」

「珍めずらしいね。ウーチェンが他人に興味を持つなんて」

「あの人たち、私に気づいた」

　ウーチェンは持ち前のクラッキング技術で、監かん視しカメラを使って、二人の捜そう査さ官かんを追つい跡せきしようとしたらしい。僕ぼくの家を出た直後は玄げん関かんのインターフォンについているカメラ、次は集合住宅の廊ろう下かにある防犯カメラ、そして通りにあるカメラ。順に渡わたり歩あるいて追ったという。

「次はどこに聞きこみにいくのか、どんな内容を質問するのか。それを探さぐろうと思って。捜そう査さの状じよう況きようや、イェンの死んだ状じよう況きようもわかるかもしれないし。でも突とつ然ぜん、私の追つい跡せきは終わったわ。シュカさんがこちらをむいたから。カメラにむかって、ウインクした。次の瞬しゆん間かんには映像が途と切ぎれていた」

「やっぱりオンライン専門の特警なのかな」

「それでも端たん末まつ操作なしで映像を切るなんて、どういう仕し掛かけなんだろう」

「想像もつかないよ」

「いずれにせよ、あの人たちなら、『海』のことを話していい気がする。楽園のことも。笑い飛ばしたりしないと思う」

　僕ぼくは首を横に振ふる。

「イェンの死と関係があるかまだわからない」

「そうね。そういえばランファたちは？」

「みんなで『海』にいくっていってた」

　ランファとシャオイー、リャンにイーハンの四人は今、『海』へいっている。イェンの死が『海』と関係しているのかをたしかめるためだ。僕ぼくも誘さそわれたけれど、茶さ寮りようにいくからと断った。ランファたちがウーチェンを誘さそわなかったのは、疑念があるからだろう。イェンが死んだことと『海』に関連があった場合、やはり彼かの女じよへの疑いは強くなる。『海』の存在を僕ぼくたちに教えたのはウーチェンだからだ。

「それにしても、ちょっと痛かったな、シュカさんの言葉。デジタル世界にあるものは、今あるものと、人間の想像力の枠わく内ないにあるものだけ。たしかにそうだよね。想像も絶するようなものを探そうと思ったら、現実世界の未知の領域を探さぐらないといけないのかも」

　あれは仮想世界に入いり浸びたっている僕ぼくにもちょっとした衝しよう撃げきだった。現実世界で一いつ切さい行動しないウーチェンにとってはなおさらだろう。

「それでも、私はここにしかいられないもの」

　ウーチェンは伏ふし目めがちにつぶやいた。

　帰り道、僕ぼくは初めてウーチェンと手を繫つないだ。用意された遊歩道を歩きながら、デジタル信号で設定された彼かの女じよのぬくもりを感じた。

　ウーチェンはデジタルのなかでしか活動できない。僕ぼくの脳波のなかでしか、その動く姿を再現できない。それでも僕ぼくはウーチェンが好きだ。彼かの女じよの静かな感性が好きだ。

　現実の方が、仮想現実より価値があるなんて、これっぽっちも思いたくない。

　ウーチェンが認にん識しきされない世界なんて、欲ほしくない。

　だからこそ、シュカさんの言葉はきつかった。シュカさんの言葉には本物の気持ちが入っているように感じられ、心に響ひびいてしまったから。しかし。

　それをいった当の本人はその発言をすでに忘れているようだった。

「これは現実より面おも白しろいね。ずっとここにいたいよ」

　ギアをかぶったシュカさんがいう。

　また僕ぼくの部屋にやってきたかと思ったら、ずっとギアで遊んでいる。

「あのゲーム、やりはじめると長いですよ」

　僕ぼくはいう。

「まあ雑談にきただけだから」

　ヨキが、母の出したお茶を飲みながらいう。

「捜そう査さじゃないんですか？　なるほど、あれですか。雑談する感じで情報を引きだすとかそんなやつ」

「そういわれてしまうと困ったものだね。よろしい、小細工はなしだ」

　ヨキが机の上に写真をすべらせる。グロテスクな一枚。イェンの死に顔だ。頭にギアをかぶった状態で、目を見開き、口からは青黒くなった舌が飛びだしている。

「血液循じゆん環かん不全、血圧低下、意識混こん濁だく、医学的な説明はたくさんできるけど、簡単にいうとイェン君はショック死した。ギアはオンラインだった。サイバースペースのどこかで、想像を絶する恐きよう怖ふ体験をしたというのが、僕ぼくの推測だ。脳に負ふ荷かがかかりすぎて、身体機能を維い持じできなかった」

　友人の死に顔にショックを受けるひまもなく、ヨキが「ところで」とたたみかけてくる。

「君は人格をデジタルで再現できると思うかい？」

「唐とう突とつですね」

「まあいいじゃないか。意見を聞かせてくれよ。サイバースペースで世界の感かん触しよくを完全に再現できるようになった。ならば人格はどうだろうか。電子化できるかな？」

　僕ぼくは少し考えてから、人格を搭とう載さいした人工知能がいまだ開発されていないことをあげた。

「そうだね。その通りだ。人間の葛かつ藤とうや哲てつ学がく、性格といったものをプログラミングで再現したり、デジタル信号に置おき換かえることは難しい。そう思うだろ、ウーチェン君」

　ヨキが突とつ然ぜん、大きな声を出す。

　ウーチェンは僕ぼくの携けい帯たい端たん末まつを通して、この部屋の様子をみている。それに気づいていたのだ。

　端たん末まつのスピーカーは静かなまま。

「だんまりか。まあいいよ。ハオラン君、僕ぼくはね、彼かの女じよの存在に興味があるんだ。オンラインの授業には参加する。ネットで友人とゲームもする。学校や戸こ籍せき、デジタルの記録上、ファン・ウーチェンはたしかに存在している。けれど、現実で彼かの女じよが生きた記録は一いつ切さいない。交通機関を利用した記録も、医い療りよう機関を受じゆ診しんした記録も。調べてみれば、戸こ籍せきは彼かの女じよが十三になったときにつくられている。つくられているというのは、クラッキングによって作成されたという意味だ。闇やみ市いちで誰だれかの戸こ籍せきを買ったというわけではない」

「なにがいいたいんですか」

「いいたいんじゃない。聞きたいんだ。ファン・ウーチェンは本当に存在しているのか、どうなのか」

　部屋に沈ちん黙もくが満ちる。

　僕ぼくの頭はめまぐるしく回転する。ヨキはウーチェンのことをデジタル上に再現された人格プログラムだと推測している。そんなこと不可能だと、さっき自分でいったばかりなのに。仮にウーチェンがプログラムだったとして、だから何だというのだ。世界は脳の認にん識しきにしか過ぎない。ギアを使えば、ウーチェンの言葉を聞くことができるし、手を繫つないでぬくもりを感じることだってできる。ウーチェンのことが好きで、なにが悪い。

「ハオラン君が答えたっていいんだよ。ファン・ウーチェンは存在しているのかい？」

　その問いに対して、僕ぼくは沈ちん黙もくする。

　ヨキの表情は何だか不敵だ。

「僕ぼくはね、その気になったらウーチェン君の行動を制約することができる。ファン・ウーチェンというデジタル信号を公共のスペースに入れないよう設定するんだ。彼かの女じよはどこにもアクセスできなくなる。そうしたところで、待ってみようじゃないか。現実世界で、彼かの女じよが抗こう議ぎの声をあげるかどうか。おそらくウーチェン君はクラッキングで僕ぼくのプログラムした防ぼう壁へきを破ろうとするんじゃないのかな。そうなれば、プログラム上の戦いだ。まあ、ウーチェン君が勝つだろうけれど、戦っているあいだ、彼かの女じよはなにもできない」

「それは」僕ぼくはいう。「やめてあげて欲ほしい」

　けれどヨキは首を横に振ふる。今の彼かれに陰いん気きさはない。影かげのある鋭するどさと、炎ほのおのような行動力を感じる。おそらく、やるといったことはやる。そう感じる。

「すでにウーチェン君のクラッキング能力は証明済みだ。大手広告会社の西安シーアン公司がオンライン上に用意したチャット用のラウンジ。先日、彼かの女じよがそこを崩ほう壊かいさせたことも観測している。あの力を使えば、ギアのセーフティロックを解除して、誰だれかの脳に干かん渉しようすることは可能だろう。恐きよう怖ふ体験のデジタル信号を叩たたきこむことだってできる」

　ウーチェンはデジタル上の存在で、それゆえ規格外のクラッキング能力を持っていて、それを使ってイェンを殺した。ヨキはそう主張しているのだ。

　捜そう査さ線上に、ウーチェンの存在が浮ふ上じようしているということか。

　僕ぼくはどうするべきかわからなくて、なにもいえない。本当はウーチェンをかばいたいのに。こういうとき、自分がただの学生で、子供に分類されてしまう存在なんだな、と思う。

　そのときだった。

「わかったわ」

　携けい帯たいのスピーカーから声がする。ウーチェンだ。

「ハオ、二人を私のところに案内して」

「いいのかい？」

　僕ぼくはきく。ウーチェンは「ええ」と答える。

「あまり人にみられるのは好きじゃないけれど、しょうがないわ。オンライン上の動きを制限されるのは、耐たえられないから」

　やりとりをしているあいだに、ヨキもシュカさんも、なにくわぬ顔で出発の準備を整えていた。こうなることを予想していたかのようだ。もしかしたら、僕ぼくたちはこの二人に踊おどらされたのかもしれない。
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　模型みたいなマンションが整然とならぶ街を歩く。

　明るい陽ひ射ざしがふりそそいでいる。都市計画の段階から、採光も計算されているのだ。屋根を斜ななめに切ったり、東西にのびるように道をつくったり。街路樹も定規で引いたように配置されている。癒いやしと清潔を論理的に積みあげてつくられた都市。

「バランスが偏かたよっているね」

　シュカさんがいう。

「移動手段や医い療りよう分野に比べて、脳波を含ふくめたデジタル技術だけが突とつ出しゆつして進歩している。オンラインに構築された世界と、それを現実と同じように楽しむためのギア。企き業ぎようが参入して、みんなもそこにお金を払はらって、クオリティはどんどんあがっていく。リー・リンチェイ博士という一人の天才が触しよく媒ばいになったことを考えても、この分野だけ発展が著いちじるしい」

「たしかに先せん輩ぱいの言う通りですね。鎖さ国こくをしているという環かん境きよう要因だけでは説明がつきません。民族性や国民性といった内部要因も考こう慮りよする必要があるでしょう」

　ヨキがこたえる。

　二人の口くち振ぶりはどこか第三者的で、僕ぼくは思わず、「シュカさんたちもその国民の一人ですからね」と口をはさんでしまう。シュカさんが苦く笑しようする。

「そうだったね。まあ、鳥の視点に立って、俯ふ瞰かんすることは大切だよ。ハオラン君はどう思う？　なぜこれだけデジタル技術が発展したのか」

「そうですね」

　僕ぼくは少し考えていう。

「多分、みんな楽しいことが好きなんだと思いますよ。何とかお金と手間をかけずに、楽しいことがしたい。面おも白しろさとか、快楽の追求が、今のデジタル技術の発展に結びついているんじゃないですかね」

　そんな僕ぼくの答えに満足することなく、ヨキとシュカさんは議論をつづけた。物事に考察をくわえるのが好きなようだ。

　僕ぼくはそんな二人を引きつれて、陽があたらない細い路地に入る。

　急に雰ふん囲い気きが変わり、ヨキとシュカさんが議論をやめる。説明するよりも、みたほうが早いから僕ぼくは足早に進んでゆく。建物と建物のあいだ、路地裏を右に曲がったり、左に曲がったり。

　しばらくして、にぎやかな場所にでる。

「へえ、こんなところがあったのかい」

　ヨキが驚おどろきの声をあげる。

　スラム街だ。

　ヨキとシュカさんは中央から派は遣けんされているから、高層マンションの隙すき間まを抜ぬってスラムが形成されていることを知らないのだろう。

「政府が再開発して綺き麗れいな住宅をつくっても、そこに入れない人たちがいる。彼かれらはこういう陽の当たらない場所で、もう一度スラムを作るしかない。っていうと、なんだか悲しい感じがするけど、スラムの雑多な感じが好きでいる人も多い。ちゃんと仕事をしている住人もたくさんいるんだ」

　道路に面していない、ビルとビルが背中あわせになってできる隙すき間まの空間。そこは意外と広く、テントだけでなく、バラック小屋もならんでいる。小さな、一つの街だ。商売をしている人たちもいて、セイロで蒸むした肉まんが売られていたり、人魚と称しようした木み乃い伊らを店頭に置いて、見世物小屋に呼びこもうとしている男もいる。そして、大きくスリットのあいた民族服を着て手招きする妖よう艶えんな女の人も。

「あまり関わらないほうがいいですよ。人肉を使った肉まんだって噂うわさがありますし、見世物小屋は入ったら最後、二度と出られないっていわれてます」

　セイロの前で指をくわえるシュカさんと、あごに手をあて木み乃い伊らをながめるヨキ。僕ぼくは二人の服の裾すそを引っ張って歩かせる。放っておくとどこにいくかわからない。

「あなたたちの目的はウーチェンなんでしょう？」

　怪あやしい蒸気がたちこめる路地裏をしばらく歩き、つきあたりのあばら屋にたどりつく。風が吹ふけばとびそうな見た目だけど、実際はそうじゃない。僕ぼくは軒のき先さきに隠かくされた端たん末まつに暗証番号を入力する。すると建付けの悪そうな扉とびらが、音もなく横にスライドして開く。

「すごいね。よくもまあ、こんなハイテクな建造物を路地裏なんかに建てたものだよ」

　シュカさんがいう。

「スラムの闇やみ医者がつくったんだ」

　小さな部屋には所狭せましと最新の医い療りよう機器がならべられている。その中心にはベッドがあり、一人の女の子が大量のチューブに繫つながれて仰あお向むけになっていた。

　ウーチェンだ。

　オンラインで会う時と同じ、長い黒くろ髪かみに白い肌はだ、ほっそりとした体つき。違ちがうところといえば、現実世界の彼かの女じよはまったく動かないということだ。

「事故かなにかで？」

　ヨキがきく。

「いいえ」

　天てん井じように設置された、非常放送用のスピーカーから声が流れる。ウーチェンだ。

「生まれつき、ずっとこうなの」

　ウーチェンは体が動かない。赤あかん坊ぼうのころからそうなのだ。眼球も、臓器も、体の機能はすべて正常で、生命維い持じに必要な活動はしている。ただ、本当に動かないのだ。放っておいても呼吸はするし、血液も循じゆん環かんする。しかし歩いたり、物を食べたりはできない。目を開けることも、声を発することも。

「私についての記録がないのは、母さんが出生届を出さなかったから。それも仕方のないこと。現実に私が学校に通ったり、なにかをするという可能性はゼロだったから。母は私をあきらめていた。それでも私を育ててくれたことには感謝してる」

　ヨキが、母親の名前を質問する。ウーチェンが答えると、メモを取る。母親の記録を後で調べるつもりなのだろう。出産時の医い療りよう記録をたしかめるのかもしれない。

「私はなにもなさない、意味のない子供だった。でも、ずっと意識だけはあって、気づいたら医い療りよう機器を通して繫つながっていた。病院のサーバから広大なネットの世界へ。言葉や文化は全てネットで学んだ。クラッキングの技術は必要だったから習得した」

　ウーチェンの母は、彼かの女じよが十三になるころに交通事故で死んだ。ウーチェンは自分の体を維い持じするための費用が必要だった。そのときにクラッキングの技術を学び、仮想通貨の数字をいじって、母親の口座にお金を入れた。そしてスラムの闇やみ医者にコンタクトを取って、普ふ通つうの病院からこの施し設せつに体を引き取らせた。体を維い持じするために必要な費用は、口座から毎月引き落とされている。ちなみに、もうクラッキングでお金を作りだすようなことはせず、真面目に働いて医い療りよう費を稼かせいでいる。簡単なプログラミングの仕事をネット上で引き受けているのだ。ウーチェンなら、普ふ通つうの人間が一晩かかる工程も、三秒でできる。

「私という存在は何なのだろうってときどき思う。私は現実では指一本動かせない。そしてヨキさんのいうように、デジタル上だけの存在だったらどれだけよかったかとも思う。その方が自由。今の私はどっちつかずの中ちゆう途と半はん端ぱ」

「この体の生命維い持じがとまったら、君のデジタル上の意識もなくなってしまうのかい？」

　ヨキがたずね、ウーチェンがこたえる。

「多分、そうなると思う。私の記き憶おく、つまりメモリーや思考は、現実の脳のなかでおこなわれているから。どこかのサーバ上に置かれているわけじゃない。オンラインでしか生きれないのに、現実の体にも縛しばられている、とても不自由な状態」

　けれども、とウーチェンはつづける。

「ギアのおかげで、私は誰だれかの脳のなかで現実と同じように再現される。私の声を、私の言葉を聞いてくれる。私をみてくれる。とても素す敵てきなことだと思うし、それだけで私は満足している。認にん識しきされることの喜びを知っている。だから、イェンを殺したりなんかしない。たとえ私のクラッキング技術であれば可能だったとしても」

「ファン・ウーチェン、君はとても不思議な存在だ。体を動かせない問題よりも、デジタルとの親和性の方が際きわ立だっている。特とく殊しゆ存在といってもいい。おそらく君がデジタル上でおこなっている計算処理の速度は通常の人間には不可能な領域だ」

　ヨキがいう。

「それでいて、君の感性は普ふ通つうの女の子と同じだ。友達を大事にする心を持っている。イェン君を殺したりはしないだろう」

「最初からそれをわかっていて、私を疑う演技をしたのね」

「君という存在に興味があったんだ。デジタル上に人格を再現できるか、そういうことに興味があったものだからさ。ま、違ちがったけどね」

　そこでヨキの携けい帯たい端たん末まつが震ふるえる。

「事件の方も進展したみたいだ。いや、進展してしまったというべきか」

「どうしたのよ」

　シュカさんが横から画面をのぞきこみ、顔をしかめる。僕ぼくも「どうなったんですか」とたずねる。

「今、人民警察に連れん絡らくが入った。君のクラスメートがまた死んだ。しかも複数名」

　ヨキが名前を読みあげる。

　ランファとシャオイー、リャンにイーハンの四人だ。いずれもギアに繫つながった状態で、壮そう絶ぜつな死に顔だったという。ヨキが画像をみせようかとたずねてきたが、断った。

「そろそろ、彼かれらがいった場所に案内してもらえるかな？　君たちが『海』と呼ぶ空間に」




　　　◇




　神話の生物や謎なぞの文明人、天空都市といったものに憧あこがれていた気持ちを忘れたわけじゃない。今でもそういう未知のものを追い求める気持ちはある。ただ舞ぶ台たいが移っただけだ。

「現実だけじゃない。デジタルのなかにも、人の想像を越こえた領域が存在している。そう思うんですよ、けっこう、本気で」

　僕ぼくはいう。

「最初は人の管理下にあったかもしれない。けれど今ではネット空間は無限に広がっていて、もう管理されているとはいえない領域も発生している。人の手を離はなれてしまった。コントロールは失われ、独自の世界が増ぞう殖しよくしている。そんな感覚、ありませんか？」

　デジタル技術の発展にともない、オンライン空間にまつわる都市伝説は日々増えてゆく。

　深夜に特定の文字列を検けん索さくすると死んだ家族と交信できる。現実世界で信しん仰こうされなくなった神々が、サイバースペースに宿っている。オンラインで出会う人たちの半分以上が本当は死人で、決して現実世界で会おうとしてはいけない、など。

　デジタル世界こそ現代の秘境かもしれない。そう思い、僕ぼくやイェンはネットの世界にダイブして、様々な場所を探たん索さくしていた。アンダーグラウンドなサイトや、誰だれが作ったのかわからない、放置されたサイバースペースを飽あきることなく巡めぐりつづけた。真っ暗な部屋に祭さい壇だんだけが置かれた空間もあった。管理者は誰だれなのか、いったいなにを祀まつっているのか、説明もなくてなにもわからない。怖こわくなって、すぐに別のサイトに飛んだ。

「そんなことをしているとき、面おも白しろい噂うわさを聞いたんです。リューアンがどこかにあるって」

「海の彼方かなたにある理想郷だっけ。神話的な概がい念ねんだったはずだけど」

　シュカさんがいう。彼かの女じよのいったことは、リューアン本来の意味だ。

　リューアンとは、海のむこう、もしくは海のなかにあるとされる楽園。常とこ若わかの領域であり、そこにたどりつくことができれば、永遠の生が約束される。亡なくなった人たちが安らかに暮らす死者の国ともいわれている。いずれにせよ、神代の昔の、おとぎ話だ。

　僕ぼくたちが使うリューアンとは一種のメタファーで、本来の意味とは違ちがっている。

　無限に広がるネットの世界。そのどこかにあるとされる電子の楽園。それを便べん宜ぎ上じよう、一部の人たちがリューアンと呼んでいるのだ。

「電子の楽園ってどういうこと？　すでにデジタル世界は楽園に近いと思うけど。絶ぜつ滅めつした動物だって再現されてるわけだし」シュカさんがいう。

「リューアンでは自分をデジタル化できる。そういわれています」

　ヨキが「ほほう」と声をあげる。人格をデジタル上で再現できるかに興味を持っていた彼かれからすれば当然の反応だろう。

「リューアンでは脳の電気信号をそっくりそのままプログラム化して置いておけるそうです。意識は保たれ、肉体は不要になる。つまりオンライン上で永遠に生きることができる。まさに常とこ若わかの理想郷だと思いませんか？」

「興味深いね」

　世界は脳の認にん識しきにしかすぎない。そうだとすれば、認にん識しきのベースである脳の電気信号を別のデバイスに完全再現することで、世界は肉体と離はなれ、永続する。それを可能とするのがリューアンと呼ばれる電子の楽園だ。オンラインのどこかに、それがあるといわれている。

「それで、僕ぼくたちがいるこの場所は、いったいどこなんだい？」

　ヨキがたずねる。

　古い時代の街並みだった。

　灰色の曇どん天てんの下、緑がかった運河が流れている。川沿いに建ち並ぶ民家は瓦かわら屋や根ねの平屋だ。整然としているようにみえるが、遠くの空にはノイズが走り、数字や記号、簡体字の漢字といった、プログラミング言語が露ろ出しゆつしている。まっとうな企き業ぎようが管理しているドメインであれば、あり得ないことだ。

「ここに出入りしている人たちは『海』と呼んでいるわ。とにかく広くて、深いところにはなにがあるかわからないから」

　答えたのはウーチェンだった。

「少なくとも私の母が若いころには、すでに存在していたみたい。母はよくこの場所を散歩していた。なにかを、誰だれかを探すみたいに。私はそれを遠くから眺ながめていた。声はかけなかった。こわかったんだと思う。現実では話したことないのに、いきなりオンラインで私はあなたの娘むすめですといっても信じてもらえないと思ったし、信じてもらえたとしても、拒きよ絶ぜつされたらどうしようって」

　ウーチェンは自分の足で立ち、凛りんとした姿勢で歩いている。

　スラムの病室でランファたちが死んだという知らせを聞かされた後、すぐにその場にあったギアを使ってネットにダイブした。そして、この『海』にアクセスした。

「海というのも概がい念ねん的てきな意味なんだろうね」

　シュカさんが辺りを見回しながらいう。

　橋の欄らん干かんは赤く、龍りゆうが彫ほられている。その上を猫ねこが走ってゆく。眼球が三つあった。

「まったく管理されていない空間のようだ。誰だれがつくったのやら」

　ヨキがグロテスクな猫ねこにむかって舌を鳴らす。猫ねこは口くちの端を吊つりあげて笑い、去ってゆく。

「詳くわしいことは誰だれも知らないけれど、おそらく意図的に作られた領域ではないと思う」

　ウーチェンが説明する。

「ここでは時折、空からデブリが降ってくる。作りかけの家や、奇き形けいの生物、意味のわからないデータの羅ら列れつも。見慣れた企き業ぎようの広告がぼろぼろになって降ってくるのをみたとき、ここは広大なネットの空間に生じた間かん隙げき、もしくは虚きよ無むの空間なのだと思ったわ」

　普ふ段だんギアを使ってまわる場所は、企き業ぎようや公共機関、個人がサーバ上に築き管理している空間だ。おそらく『海』は、そういったものより下の階層、もしくは隙すき間まにあるというのが、ウーチェンの考えだった。

「君たちはここを探たん索さくしていたんだね」

　シュカさんがいう。僕ぼくはうなずく。イェンやランファたちと一いつ緒しよに、なにか面おも白しろいものはないかと探していた。僕ぼくたちはいつもなにかを探している。

「少し歩きましょう」

　ウーチェンがいう。
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　橋を渡わたり、石いし畳だたみの道を歩く。

　左右に建ちならぶ建物の軒のき下には無数の赤い提ちよう灯ちんがつられている。その下で、老人と青年がゆっくりと碁ごを打っている。僕ぼくたちと同じくギアでやってきた人なのか、ただのプログラムの産物なのか、はたまた、まったく別の何かなのか、僕ぼくにはわからない。そういうよくわからないものは無視する。それが海の歩き方だ。

「電子の楽園、リューアンの話を聞いたとき、あるとしたらここしかないと思った。人格をデジタルで再現するためには大きなメモリがいる。人知れずそんなメモリが存在できるのは、私が知る限りここしかなかった。ここは『海』と呼ばれていて、神話のリューアンは海の彼方かなたに存在するといわれている。それも何かの暗示だと思った。だからハオたちがリューアンを探しているといったとき、この場所を教えた。それが、まさかこんなことになるなんて」

「この場所と、イェン君やランファちゃんたちの死は関係があると思う？」

　シュカさんがたずねる。

「わからない」

　僕ぼくが代わりに答える。ウーチェンは長く話すのが苦手だ。

「海には管理者がいない。クラッカーたちがたむろして実験場にしているくらいアンダーグラウンドな場所だ。でも、危険があるとしてもそれはデジタル上のちょっとしたイタズラくらいのもので、現実に大きな影えい響きようを及およぼすはずはないんです。ましてや命に関わるなんて」

「でも彼かれらはギアと繫つながった状態で死んだ」

「そうですね。ランファたちは死ぬ前、『海』にいくといってました。ニコさんに会いにいくと」

「ニコさんって？」

「自殺サイトの管理人です」

　国民祭の長い休みに入ってすぐ、海を探たん索さくしているとき、女の人に声をかけられた。本当に女の人かはわからない。アバターがそうみえるだけで、現実では違ちがうかもしれない。

「ニコさんもリューアンを探しているんです。海にくると、必ず出会う。リューアンを探すときはいつも一いつ緒しよに行動していました」

「自殺サイトって、またえらく不健全だね」

「基本的には、日常の愚ぐ痴ちを言いあって、その場の勢いで死にたいと言うだけらしいですけど」

　なかには本気で一いつ緒しよに自殺してくれる仲間を探している人もいる。ニコさんはそういっていた。そして彼かの女じよ自じ身しんも、本気で死を願う一人だった。

「ニコさんはリューアンに自分の意識を残して死にたいそうです。つらい現実とはお別れして、食事もいらない、人間関係で悩なやむ必要もない、病気にもならないデジタルな自分を手に入れたいといっていました」

「私はそういうの、好きじゃないな」

　ウーチェンが眉まゆをひそめる。彼かの女じよからすると、せっかく動く肉体があるのに自らの死を願うなんて、贅ぜい沢たくな悩なやみに感じるのだろう。

「意識をデジタル化して生き続けるっていうのは、なんだか無理がある気がするな」

　ヨキがいう。

「デジタル化するということは一定のルールに従って式を組むということだ。悩なやみや葛かつ藤とうを再現したところで、結局、一定のアルゴリズムにすぎなくなる。そういう静的な状態は死んでいるのと変わりないんじゃないかな」

　珍めずらしく言葉に熱がこもっている。

「生きているっていうのは前に進んだり、後ろに戻もどったり、常に動的なんだ。そしてランダムでもある。なにを想像するか、なにをなすのか、全てが自由であって、アルゴリズムなんかじゃない。僕ぼくたちの足はいきたいところにいく。次にどこにいくのか、そこに一定のルールなんて存在しない。算出する式もない。すべては乱数、乱歩、ランダム・ウォークだ。それができないデジタル上の存在に、魂たましいと呼ぶべきものはないんじゃないかな」

　あるとするならみてみたいね、とヨキはいう。彼かれは人格をデジタルで再現できるかについて、技術的な興味はあるものの、その行こう為い自体には否定的なようだった。

「意識をデジタル化して固定化すれば、それは死人と同じになる。それが僕ぼくの仮説だよ」

「怖こわいこというねえ」

　シュカさんが全然怖こわくなさそうにいう。

「まあ、実際に観測してみれば結果はわかるよ。先入観は禁物だ。そしてそんなことより、私はハオラン君たちに謝あやまらなきゃいけないね。仮想現実より現実の方が面おも白しろいといったけど、あれは撤てつ回かいする。まさかネットの世界がこんなにも不思議なものに満みちあふれているとはね。まさに未知の領域だよ。現実よりも面おも白しろいものが生まれつつある。そんな気がする」

　曇どん天てんだった空が、いつの間にか夜空に変わっている。三日月が浮うかび、軒のき下にならぶ赤い提ちよう灯ちんに火が入り、建物の丸窓からは暖かい光が路地にむかって放たれていた。

　そのとき、ちょうどシュカさんの目の前を一匹ぴきのキツネが横切っていく。尾おが四本もある。その狐きつねにたいして、シュカさんが携けい帯たい端たん末まつを向ける。

「なにしてるんですか？」

「ソースコードの解かい析せき。ネット上のものは全てプログラムで構成されているわけだから、どこから発信されているのか、どのプログラミング言語が使われているのか、それを確かく認にんしようと思ってね」

「シュカさんって、謎なぞの技術を使いますね」

　僕ぼくはシュカさんの携けい帯たい端たん末まつをのぞきこむ。彼かの女じよの説明によれば、そこには四尾のキツネのソースコードが表示されるはずだ。しかし画面は、エラーを起こしたように真っ白だった。

「あれ、おかしいな」

　シュカさんが首をかしげているうちに、キツネは壁かべをすり抜ぬけてどこかへいってしまう。

「僕ぼくはあっちの方が気になるなあ」

　ヨキが空をみあげていう。

　巨きよ大だいな白い亀かめが、空を泳いでいた。何度もここに通っているけれど、あんなの初めてみる。大きな口をあけて、川のように長い白しら髪がの尾おをたなびかせながら、悠ゆう然ぜんと空中を進んでゆく。

「今度はソースコードが表示されているね。でもこんなプログラミング言語あったかな？」

　シュカさんの端たん末まつには漢字の羅ら列れつが表示されている。

『河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯河伯──』

　無限に繰くり返かえされる河か伯はく。

「何なんですか、これ。こんなソースコードあり得ないですよ」

　僕ぼくはいう。こんな単純な文字の繰くり返かえしだけでデジタル空間になにかを現出できるはずがない。もっと複雑なソースコードが必要だ。スラッシュとか、数字とか。漢字だってもっと簡略化した簡体字だ。つまり、プログラミング言語として成立していない。けれど、そんな僕ぼくの常識なんて知らない顔で、亀かめは泳いでいる。隣となりで、「なるほどね」とヨキがつぶやく。

「たしか河か伯はくとは、河の神だったね」

　そういえばそんな神様がいたかもしれない。神話だったか、史書だったか。学校で学んだ気がする。

「河か伯はくは人の姿をとることもあるが、たいていは白い龍りゆう、もしくは白い亀かめだ。生いけ贄にえを求め、それがなければ河が氾はん濫らんする。あの亀かめの左ひだり眼めをみてごらん、潰つぶれているだろ。故事の通りさ。生いけ贄にえの娘むすめを助けようとした武人に射い抜ぬかれたんだ」

　誰だれかが、河か伯はくという忘れ去られた古い神を、この『海』という茫ぼう漠ばくとした空間にプログラムでつくりだしたのだろうか。でも、そうじゃない気がする。ウーチェンでも、河か伯はくという二文字だけでプログラムを組むことは不可能だ。そんな僕ぼくの心をみすかすようにヨキがいう。

「古来、神の名前はそれだけで力を持つとされ、口に出すのもはばかられていた。もちろん、文字にするのも同じだ。文字それ自体に力が宿るからね」

　神の名前それ自体でこの空間に存在しているというのだろうか。それはつまり超ちよう存在で、河か伯はくそのものということなのか。僕ぼくはたずねるが、ヨキは肩かたをすくめてみせるだけだった。

　信しん仰こうされなくなった神々が、ネットの世界に住すみ処かを移している。そんな都市伝説を思いだす。

「まあ、いいじゃないか。今はイェン君たちが死んだ原因を探さぐるのが先だ」

　それからも普ふ段だんはみかけないような不思議な現象に次々と遭そう遇ぐうした。カタカタと歯を鳴らすしゃれこうべ、白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ行者たちの行進、脈みやく絡らくなく空から降ってくる紙かみ吹雪ふぶき。まるでシュカさんたちが不思議なものを呼び寄せているかのようだった。

　蛍けい光こう色の髪かみの女の人をみたときも、そういった類たぐいの、異形のものだと思った。緑色や黄色がまだらになっていて、普ふ通つうの人間のセンスじゃない。しかしその女の人は僕ぼくたちをみつけ、まるで知り合いのように手をあげた。

「不ふ審しん者とは関わらない方がいい」

　僕ぼくが無視しようとすると、ウーチェンが袖そでを引っ張った。

「あれ、ニコさんだよ」

　電子の楽園、リューアンを探していた自殺サイトの管理人。僕ぼくの知っているニコさんは黒系統の服で統一した、静かな人だった。それが今では髪かみまで派手になって、全身、絵の具をぶちまけたみたいになっている。いやに赤い口紅も、全然、似合っていない。

「人間だったのか。毒ガエルの化け身しんかと思ったよ。自然界では、あれは警告色だ」

　ヨキが失礼なことをいう。ニコさんはそれが聞こえているはずなのに表情を変えず、恐おそろしいくらい明るく笑っている。「こっちこっち」と、僕ぼくとウーチェンを手招きする。

「イェンもランファも、みんな待ってるよ」




　　　◇




　イェンやランファ、死んだはずの人間が生きている。それは意識や精神がデジタル化されて残っているということではないのか。もしそうであれば、リューアンが存在していることに他ならない。

　ニコさんを水先案内人として、僕ぼくたちは『海』の深い階層をめざした。細い路地に入って狭せまい煉れん瓦がのトンネルをくぐると、別の空間に転送される。そこからまた歩いて、鳥居をくぐる。するとまた別の空間に転送される。それを繰くり返かえした。

　階層が深くなるにつれ、周囲の風景が、だんだん閑かん散さんとしてくる。

　田舎いなか道みちになり、ついには草原となった。相変わらず夜のまま。時折、家が建っているのだがとても古く、水車がまわっている。時代がずいぶんとさかのぼったように感じられる。そして周囲のノイズがひどくなっている。プログラムが安定していない。

　ススキが両りよう脇わきに生える道、月明かりを頼たよりに歩く。

「リューアンはこの先にあるの？」

　シュカさんが、前を歩くニコさんにたずねる。ニコさんは引きつった笑い声をあげながらこたえる。

「あなたがギアの中身を引きずりだして食べて私の喉のどは破は壊かいされたね。脳のう漿しようがふりかかっていたから、読書する気になったのは遠い昔。ウサギと鳥が空から無む鉄てつ砲ぽうで、私は嬉うれしくて」

　横にいるヨキが苦笑いする。

　まったく会話が通じない。意思の疎そ通つうは無理だ。僕ぼくたちは自分の目でたしかめるしかない。リューアンがあるのか、イェンやランファたちがどうなったのか。

「リューアンがあったら、ウーチェンちゃんはどうする？」

　シュカさんがたずねる。

「自分自身をデジタル化するのは好きじゃないっていっていたけど」

　ウーチェンは少し考えこんでから答える。

「好きじゃないけれど、いっそデジタル化した方が清すが々すがしいかもしれない。私の身体は、あってないようなもので、欠けつ陥かん品だから」

　生まれてこのかた動いたことのない体。健康な身体に比べて、大きく機能が劣おとっている。動きもしない体で、なぜ、自分は生まれてきたのか。自分の生はただの虚きよ構こうで、意味なんてないのではないか。今こうして海を歩いているのも、一夜の夢とかわらない。そんなことをウーチェンは滔とう々とうと語る。それはウーチェンの根源的な悩なやみ。彼かの女じよは動かない自分の体に、デジタルのなかでしか生きられない己おのれの存在に、意味を見み出いだせないでいる。

「そんな哀かなしい思いにとらわれる必要はないよ」

　ヨキがいう。彼かれが他人をフォローするなんて意外だ。

「意味があるかどうかはわからないけれど、体が動かないからといって、君が健康な人に比べて劣おとっているとは思わない。むしろ高次元の存在かもしれない」

「高次元？」

「そのうちわかるさ。それより、あれじゃないかな」

　ヨキが目を細めて遠くをみる。ススキの草原のむこう、暗い闇やみのなかに巨きよ大だいな城じよう楼ろうの影かげが浮うかんでいる。月が雲に隠かくれ、なにかしら不ふ吉きつな空気が漂ただよう。それは歩くうちにだんだんと近づいてくる。真っ黒な城じよう楼ろう、その形に見覚えがある。僕ぼくたちがやっているホラーゲームの舞ぶ台たいになったツァイホン宮の、入口にある城門だ。それが黒く染まって、建っている。

「帝てい武ぶ門というのだっけ」

　シュカさんがいい、僕ぼくはうなずく。

　開祖である初代皇こう帝ていの偉い業ぎようをたたえるためにつくられた城門だ。

　巨きよ大だいな、閉じた扉とびら。その前に学制服を着た、短い髪かみの女の子が立っている。

　ランファだ。死んだはずのランファが背をむけて立っている。

　本能的に僕ぼくたちは足を止めていた。これ以上門に近づきたくない。

「どうしたの、こっちおいでよ」

　聞きなれたランファの声。門をむいたままで、顔はみえない。

「みんな待ってるよ」

　ランファが猫ねこなで声ごえでいう。僕ぼくはおそるおそる、声をかける。

「リューアンはみつかったのかい？」

「ええ。このむこう側よ」

「現実の君は死んでいる。リューアンで、人格だけが残っている。そういうことなのか」

「そうよ。肉体なんて必要ない。ここで無限に生きることができる。ハオたちも、早くそうなりなよ」

　僕ぼくもウーチェンも沈ちん黙もくする。それは拒きよ絶ぜつの意思表示に他ならない。こんな場所が楽園だとは到とう底てい思えなかった。シュカさんとヨキは我関せずと、まるで傍ぼう観かん者のような顔をしている。

「どうしたの、一いつ緒しよにいこうよ。門のむこう側」

　ランファが誘さそってくる。僕ぼくは首を横に振ふる。

「悪いけど、リューアンにはいかない。僕ぼくは電子の楽園があるかどうかを知りたかっただけで、自分のデジタル化に興味はないんだ」

「それなら、みるだけみていけばいいよ、リューアン」

　ずっと背を向けていたランファが、振ふり返かえる。

　青白い顔。落ちくぼんだ眼がん窩かからは血が流れていた。

「みたら、もう、戻もどれないんだけどね」

　門が開く。

　あちら側にいたのは、無数の亡もう者じやたちだった。本来、口があるべきところが肉で埋うまっているもの、まぶたを縫ぬいつけているもの、手足が千切れているもの、首から上が記号と数字のノイズになっているもの。形を失ったものたちがうごめいている。彼かれらは酷ひどい状態にあるにもかかわらず、皆みな、楽しそうだった。口のないものは目で笑うし、顔のないものは肩かたで笑っている。そのなかにはシャオイーにリャン、イーハンの三人もいる。

　笑う亡もう者じやたちが門からあふれだす。

　踵きびすを返かえして逃にげようとすると、隣となりにいたニコさんに腕うでをつかまれる。ギアには痛覚が搭とう載さいされていないはずなのに、つかまれた部分に激痛が走る。

「明日の朝には魚食べれるよ」

　相変わらず意味不明なことをいいながら甲かん高だかい声で笑っている。気持ち悪い。僕ぼくはその手を振ふりほどこうとするのだけど、相手の力は尋じん常じようじゃない。そうこうしているうちにつかまれている部分にノイズが走りはじめる。僕ぼくを現あらわしているプログラムが壊こわされている。

「離はなれなさい」

　突とつ然ぜん、ニコさんの体が後ろに吹ふっ飛とぶ。

　ウーチェンだ。彼かの女じよの細い指の先には、薄うす緑みどり色に発光する簡体字と、記号と数字の羅ら列れつが円状に広がっている。クラッキングでこの空間に干かん渉しようしたのだ。

「よくないね」

　シュカさんが僕ぼくの腕うでをみていう。

「君の現実の体にもダメージがいってるんじゃないかな。さっさと接続を切って逃にげたほうがよさそうだね」

　僕ぼくはすぐに頭の奥おくに力を込こめる。ギアのオンライン接続をオフにして、強制的に現実世界に戻もどるためだ。しかしいつもならすぐに接続が切れるのに、ギアがまったく反応しない。それはシュカさんたちも同じようだった。

「接続が切れないな。どうやら、あちらさんも干かん渉しようしてきてるみたいだね」

　シュカさんが門をみながらいう。そこからは亡もう者じやたちがどんどんと出てきて、こちらに迫せまってくる。

「走ろう」

　シュカさんを先頭に、僕ぼくたちは来た道を戻もどりはじめる。しかし草むらから次々に亡もう者じやが這はいだしてくる。人の形を失い、データの残ざん骸がいになったものたち。人の体と、プログラミング言語が綯ない交まぜになって形を作っている。

「僕ぼくの仮説が正しかったようだね」

　ヨキが走りながらいう。

「デジタル化するということは固定化であり、死ぬことと同義なんだ。魂たましいがない。生きているものが羨うらやましいという判断が成り立ったら、そこから先に動かない。時間は無限にあるのに、哲てつ学がく的に考えたりすることができないんだよ。残ったのは生者を取りこもうとするアルゴリズム、それだけだ。楽園ではなく、地じ獄ごくができあがったわけだ。まあ、リューアンは死者の国という解かい釈しやくもあるから、ある意味では正しかったわけだけど」

　こんな状じよう況きようなのに、仮説があたってどこか嬉うれしそうだ。この人も大たい概がいだな、と僕ぼくは思う。

「皆みなさん、そのまま走りつづけて」

　ウーチェンが両手を広げる。すると左右に土ど塀べいができあがる。それは亡もう者じやが道に出てくるのを防ぐための壁かべになる。

「実体を失なくし、データだけになってしまった存在なら」

　さらにウーチェンはこの空間への干かん渉しようを強め、すでに道に出てきていた亡もう者じやたちを消していく。彼かれらは１と０の数字となって砕くだけ散ちる。

　上の階層に戻もどれば、接続を切ることもできるはず。そう信じて走るが、前方にノイズが走り、制服を着た女子生徒が現れる。

　ランファだ。

「早く私と一いつ緒しよになろうよ。気持ちいいよ」

　眼がん窩かはもう真っ黒だ。人間じゃない。デジタルとすら言い難がたい。もっとおぞましいもの。

　ランファが引きつった笑い声をあげると同時に、左右の壁かべが消しよう滅めつし、また亡もう者じやたちが這はいだしてくる。

「仕方がないな」

　シュカさんが細かく指を動かしている。よくみれば、空中にディスプレイが出現していて、そのキーボードを叩たたいている。まったく見たことのないデバイスだ。「それなんですか？」と質問しようとした瞬しゆん間かん、何の前まえ触ぶれもなく周囲の景色が激変していた。いつの間にか一つ上の階層にきている。楼ろう閣かくのある民家が建ちならぶ街並みだ。

「強制的に階層をあげた。あいつらもすぐには追ってこられないんじゃないかな」

「先せん輩ぱい、こんなこともできるんですね。助かりました」

　ヨキが額の汗あせをぬぐう。見た目通り、運動は苦手なようだ。シュカさんは、「情報戦もやったことあるからさ」と余よ裕ゆうだ。安心して、僕ぼくも一息つく。しかしすぐに背筋が凍こおる。

　後ろをみれば、門があった。闇やみと憎ぞう悪おを塗ぬりたくったような黒い門。

「ついてきちゃったね。憑ついてきた、という表現の方がいいかな。困ったものだね」

　シュカさんが再びプログラムを組みはじめる。

　門が開き、無数の亡もう者じやたちが出てくる。ノイズと共に前後左右からも現れる。それをウーチェンが消してゆく。間かん一いつ髪ぱつ、シュカさんのプログラムが組みあがり、僕ぼくたちはまた一つ上の階層に転送される。しかし、振ふり返かえってみれば、やはり黒い門がついてきている。

　何度も繰くり返かえしているうちに僕ぼくたちは疲ひ弊へいしていく。亡もう者じやたちはプログラムだから疲つかれない。

「まずったな」

　シュカさんが苦い顔をする。

　形を失い、左胸に顔面が埋うめこまれた姿になったニコさんが、空中に表示されていたシュカさんのキーボードを壊こわしてしまったのだ。ヨキが助けにいこうとするけれど、ランファに割って入られる。ランファの眼がん窩かからは無数の小さな手が生えていた。

「ハオ君、君の携けい帯たい端たん末まつかして！」

　シュカさんにいわれ、僕ぼくは端たん末まつを投げようとする。しかし後ろから羽は交がい絞じめにされる。イェンだ。耳元で何かいっている。歯が全部なくなっていて、ひどく聞き取りづらいが、よく聴きいてみれば、「ウーチェンは俺おれのものだ」といっている。普ふ段だんはウーチェンにつらくあたっていたくせに。「何だよ、好きだったのかよ」と怒おこりたくなるけれどそんな余よ裕ゆうはない。

　身動きが取れるのはウーチェンだけだけれど、いかんせん多勢に無勢だ。

　ランファたちみたいに偽いつわりの楽園に取りこまれ、生者を妬ねたむだけのアルゴリズムになる。そんなの嫌いやだけれど、打つ手がない。最後まで抵てい抗こうしていたウーチェンもついに力ちから尽つきて膝ひざをつく。そのウーチェンに亡もう者じやたちが汚きたない手を伸のばす。

　もう駄だ目めだ。

　そう思った。そのときだった。

　突とつ然ぜん、視覚以外の五感が完全にシャットアウトされた。自分の体があるのかさえ認にん識しきできない。ギアの脳波コントロールが強きよう烈れつな干かん渉しようを受けている。シュカさんのクラッキングでも、亡もう者じやたちの干かん渉しようでもない。もっと根源的で、強きよう烈れつな力。全てが停止している。僕ぼくもシュカさんも、ヨキも動けない。視界もブラックアウトする。黒い視界に、緑色に光るプログラミング言語が無数に走る。そして視界が明るくなったとき、僕ぼくたちは現実世界に戻もどっていた。

　スラムの闇やみ医者の施し設せつだ。

　息を整え、周囲を見回す。黒い門も亡もう者じやもいない。助かった。しかしなにが起きたのか。

　僕ぼくは最後の瞬しゆん間かんを思いだそうとする。亡もう者じやたちに襲おそわれて、身動きが取れなくなっていた。

　シュカさんやヨキも同じで、彼かれらがなにかをしたとも思えない。

　わからない。

　けれど、視界がブラックアウトする寸前、僕ぼくはたしかにみた。

　ウーチェンと亡もう者じやたちのあいだに、燃もえ盛さかる青年が立っていた。火だるまになっているようにみえたが、今にしてみれば、あれは衣服だけが燃えていたように思える。炎ほのおの衣ころもだ。そして青年は涼すずしい顔をして、凛りんとした姿勢で立っていた。

　まるで、ウーチェンを守ろうとするかのように。




　　　◇




「元気にしてたかい？」

　ヨキがやってきた。

　ウーチェンとオンライン上の茶さ寮りようにいたときのことだ。あの日以来、ウーチェンの体が動くようになったとか、そんな奇き跡せきは起きていない。いつもと変わらない日常だ。

「何でここにいるんですか」僕ぼくはいう。

「先せん輩ぱいがここのお茶を気に入っちゃってね。現実より美お味いしいってさ。まあ茶葉の分量も香かおりも、常に最高の一杯ぱいと同じものを提供できるから、そうなるのは当然なんだけどさ」

　シュカさんが両手に湯ゆ吞のみを持ってやってくる。ヨキは自分の分をすでに机の上に置いているから、一人で二杯はい飲むつもりなのだ。

「ま、もうこなくなるけどね。今日は別れの挨あい拶さつだよ」

　シュカさんがいう。ウーチェンが「どうして？」とたずねると、「遠くへいく」という。

「捜そう査さ官かんは辞やめる。そして旅をするよ。ギアを使ってオンラインにアクセスすることもなくなるから、会うことはないかな」

「ヨキさんも？」

「ああ。先せん輩ぱいについていくよ」

　僕ぼくは二人が正規の捜そう査さ官かんでないことを知っている。事件の後、ウーチェンが人民警察と国務院のデータベースにクラッキングした。朱しゆ夏かも、斧よきも、存在しなかった。正体をたずねたところで、二人は答えてくれないだろう。そしてこの人たちは遠くへいってしまう。多分、僕ぼくがいくことのできない、国外へ。

「どこにいくか決めてるんですか？」

「決めてないよ」

「ほんとに自由ですね。なにか目的とかないんですか？」

「面おも白しろくて興味が湧わくものであれば何でもって感じかな。あ、でもヨキは一応探しているものがあるよね」

　シュカさんに声をかけられ、茶柱を興味深そうに眺ながめていたヨキが顔をあげる。

「まあ、ありますけど」

　ヨキはそのまま会話を終わらせようとする。どうやら話したくないようだ。僕ぼくが聞かせて欲ほしいと頼たのんでも、のらりくらりとはぐらかす。しかしウーチェンが「お願い」というと、頭をかきながら説明しはじめた。若い女の子に弱いなんて、意外と単純だ。

「目的というほどではないけど、僕ぼくは人の起源について常に考えている。進化論にもとづけば、人間は猿さるから進化したとされている。けれど何万年という時間があったとしても、猿さるが言葉を手に入れて、顔から毛が抜ぬけ落おちて、二足歩行を始めるなんてことが起きるだろうか」

「学校ではそう習ったけど」

　ウーチェンが一いつ般ぱん的な進化論を口にする。二足歩行になって手が使えるようになり、知能が発達したことや、環かん境きように適応しようとして生物は抵てい抗こう進化すること、など。

「君たちがそれを信じているのなら否定はしない。議論の中心はそこじゃない。結論からいうと、僕ぼくが探しているのはモノリスだ。大きな長方形の物体だよ。人類発はつ祥しようの地とされる場所や、文明の起こった場所には必ずモノリスの痕こん跡せきがある。詳くわしいことはわからない。わかっているのは形と、解読不能の言語が彫ほられているということだけだ。そして僕ぼくはね、モノリスが人間の進化を促うながした、もしくは力を与あたえたと思っている」

「人類発はつ祥しようの地や、文明の起源になった場所にそんなものがあったなんて聞いたことない」

　ウーチェンがいう。

「そのうち聞くようになるさ。考古学界に、もっと科学的な調査手法が浸しん透とうすれば二、三年もかからないよ」

　ヨキは時折、未来からきたような話し方をする。

「それを探しつづけているのね、ヨキさんは」

「普ふ段だんは忘れているけどね。でも、どこか遠くにいくときは、その痕こん跡せきがないか探してしまう」

「なぜ、そんなにみつけたいの？」

「君が自分の生まれた理由を探すのと同じさ。自分がなぜ生まれたのか、その意味を知りたいというのは根源的な衝しよう動どうだ。そして僕ぼくは、人類がなぜ発生したのか、何のために発生したのか、その起源を知りたいんだ。モノリスはそれを教えてくれる可能性がある」

　雑談をしながらシュカさんが二杯はいのお茶を飲み終えたところで、二人は席を立つ。僕ぼくたちは別れの言葉を交かわす。おそらく二度と会うことはないのだろう。

「そういえば言い忘れていたことがあった」

　ヨキがウーチェンにむかっていう。

「動かない体を欠けつ陥かん品だなんて思う必要はない。僕ぼくが保証する。君は望まれて生まれてきた尊い存在だ。体が動かないのを欠点とするのは、時代の価値観が追いついていないだけだよ」

　ウーチェンは、なにをいっているのかわからない、という顔をする。

　ヨキはかまわずつづける。

「実はね、君のお母さんについて少し調べさせてもらった。交通事故で亡なくなったときの検死結果や、君を生んだときの医い療りよう記録なんかもね。お母さんはたしかに君を生んでいる。けれど当時の診しん断だん記録には不思議な点があった。君を身ごもった当時、どうやら彼かの女じよは生しよう涯がいで一度も男の人と経験を持ったことがなかったみたいなんだ。医学的、生物学的にね」

「どういうこと？」

「処女懐かい胎たいしたということだよ」

　そんなこと可能なのだろうか。

　僕ぼくたちが戸と惑まどう顔をみて、ヨキは満足そうに話を再開する。

「お母さんはよく『海』に出入りしていたんだろ？」

「ええ」

「仮想現実から強大な力を持って干かん渉しようすれば、現実世界にも影えい響きようがでる」

　ヨキが僕ぼくの腕うでを指さす。リューアン探たん索さくのとき、亡もう者じやになったニコさんにつかまれてできた傷が、いまだに残っている。

「現実では男の人と経験を持ったことはない。けれど仮想現実ではどうだろうね。そこで何らかの影えい響きようを受けた可能性はあるんじゃないかな。あと、これあげるよ」

　ヨキがテーブルの上に携けい帯たい端たん末まつを置く。画面が割れ、すでに機能を失っている。

「亡もう者じやに囲まれて取りこまれそうになったとき、なにかしらの異質な力が働いて、僕ぼくたちの接続は強制的に切断された。その寸前、えらく爽さわやかな青年があらわれたろ？　まるでウーチェン君を守ろうとするみたいに。あのとき、僕ぼくは咄とつ嗟さに彼かれのソースコードを探さぐったんだ。現実のこの端たん末まつにその結果を転送していたんだけど、みてのとおり壊こわれてしまった」

　僕ぼくは携けい帯たい端たん末まつをのぞきこむ。たしかに完全に壊こわれている。しかし、ひび割れたディスプレイには、そのときに表示されていた文字が焼きついていた。

　僕ぼくはその文字をみて、古い民話を思いだす。

　死をつかさどるものと、生をつかさどるものがいて、二人はいつも、桑くわの木の下で碁ごを打っている。人の寿じゆ命みようを記した巻物を持っていて、故事によれば、酒を吞のまして頼たのみこむと寿じゆ命みようを伸のばしてくれることもある。死をつかさどるものは厳格な性格で、老人の姿をしている。生をつかさどるものは温和な性格で、青年の姿をしており、炎ほのおの衣ころもをまとっている。

　北ほく斗とと南なん斗と。

「ファン・ウーチェン、君は神様の子供かもしれないね」

　ヨキはさらりといい、ログアウトした。
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　ひとすじの涙なみだが流れおちた。

　白い頰ほおに涙なみだの跡あとができる。それはまるで流れ星のようだった。

　シュカは自分の涙なみだにも気づいていない様子で、琥こ珀はく色の瞳ひとみを潤うるませたまま、どこか遠くを眺ながめている。ヨキはそんなシュカを黙だまってみていた。

　しばらくして、シュカが自分の頰ほおをさわり、はっとした顔をする。

「私、なんで泣いてるんだろ……」

　細い指先をみながらいう。

「多分、こんな牢ろう獄ごくみたいな場所にいるからだ」

　切れ長の目が、哀かなしげにふせられる。

「どこか遠くにいきたいんだ。広い空の下を、あてもなく歩いていたいんだ。風の声をきいて、雨に洗われて、土の香かおりをかいで、夜よ霧ぎりのなかをすすみたい。心が、そういっているんだよ」

　シュカはそれからも言葉を尽つくして、自分がどれほど遠くにゆきたいかを情じよう緒ちよ的に語った。

「けれど、私はここにいることしかできない。それが哀かなしくて、私は泣いてしまったんだ」

「違ちがいますよ」

　もう十分楽しんだだろうと思い、ヨキは口を挟はさむ。

「先せん輩ぱいが泣いたのは、あくびをしたからです。たてつづけに三回も。しっかりみてましたよ」

「そうだっけ？」

　シュカは視線を上にむけ、とぼけた顔をする。

「しかもいうに事欠いて、牢ろう獄ごくみたいな場所ですか」

　セントラルの官庁街にある中央調査局、第八十二調査官室でのことだ。

　調査官はツーマンセルであり、二人に対して一室が与あたえられる。少し狭せまいが、パーソナルスペースであり、二人にあてがわれた調査官室は、シュカの私物であふれかえっている。アナログなボードゲームに骨こつ董とう品ともいえるサイフォン式のコーヒーメーカー、マッサージ器具など。シュカが快適に仕事をさぼるための環かん境きようは整っていた。

「あくびをしたと思ったら、いきなり悲劇のヒロインごっこを始めて。なにやってるんですか。しかも今日のやつはちょっと長すぎですよ」

「だって、退たい屈くつだったんだもん」

　シュカが口をとがらせる。

「ヨキだってデスクワークばかりでつまんないでしょ」

「そうですね。先せん輩ぱいのぶんも押おしつけられて二倍やってますからね」

　シュカは何でもいいから言い返したいらしく口をもごもごさせていたが、しかしどう考えても言い返せる立場ではないため、「ぐう」という声を出したのち、デスクの上に置かれていた袋ふくろ詰づめのお菓か子しを投げつけるという行こう為いに打って出た。

　ヨキは華か麗れいにキャッチしようとする。しかし思いのほか速く、手をすり抜ぬけたお菓か子しが額にあたってはりついた。手に取ってみれば、なかなか美味そうだ。

「ありがたくいただきます」

「え、ダメだって。それ、後でゆっくり食べるつもりで残してたやつだし」

　返して。返しませんよ。そんなやりとりをし、取っ組みあいになってフロアーをころがったのち、二人はなにくわぬ顔で席に戻もどった。

「調査にいこう」

　シュカがいう。書類仕事はどうするんですかとヨキがたずねると、重要性はよぉくわかっているけどひとまず保留にするという。

「このままだと窒ちつ息そくしてしまうよ。いや、たしかに不断の努力によってこの部屋は快適だけどさ。私はそういう生きものなんだって。ヨキだって外にいきたいでしょ？」

「そりゃそうですけど」

　ヨキは少し考えてからいう。

「でも、調査申しん請せいを出した案件はまだ審しん議ぎ中ですし」

「そういえばトップダウンでなんかきてたんだよね」

「上からの指示案件ですか？　先せん輩ぱい、いつも断ってるじゃないですか」

「たまには組織のために働くのもいいさ」

　シュカが端たん末まつを操作する。すぐにヨキの端たん末まつにメールが転送されてくる。発信元は上級管理官、表題は「調査指示書」となっている。

「指示書の日付がえらく古いんですけど。先せん輩ぱい、忘れてましたね」

「なんだか目がかすんで小さい字がみえないな。仕事のしすぎかな」

「管理官からの指示書を忘れて放置なんて。よくクビになりませんね」

「公務員最高！」

　ヨキは指示書に目を通していく。まず、気になったのは調査地に関する記き載さいだった。

「ロア監かん獄ごくなんて聞いたことがないですね。セントラルの施し設せつだと記述されてますけど」

　添てん付ぷの資料によれば、地上の、セントラルの管理下にある地域に位置している。少し北にゆけば未み踏とう地域で、ヨキとしては謎なぞの監かん獄ごくよりもそちらにいきたいところだった。

「重罪人刑けい務む所しよだよ。ヨキが知らないのも無理はないさ。国がその存在を隠かくしているからね」

「もしかして、軍人が作戦遂すい行こう中に罪を犯おかすと送られるとか、そんな感じですか？」

　シュカがうなずく。軍属だった経験から、ロア監かん獄ごくのことを知っているのだろう。

「戦地という特とく殊しゆな環かん境きようでは、時に人は酷ひどいことをしてしまう。そういった人間を処しよ罰ばつするにしても、世間に公開はできない。国家機関である軍が、犯罪者を生みだしているなんて公式には発表できないからね。だから、ロア監かん獄ごくという隠かくされた収容施し設せつがある」

「隠いんぺい体質ですね。ありがちなんで、これといった感想はないですけど」

　しかし、なかなか面おも白しろい監かん獄ごくらしいよ、とシュカはいう。

「軍にいたときに聞いた噂うわさなんだけどさ、ロア監かん獄ごくには軍属以外にも、絶対に外には出せない特とく殊しゆ犯罪者も収容しているらしいんだ。子供を百人殺して食べて、異形の神の力を得た人間がいるとかいないとか」

「へえ。なかなか面おも白しろそうな監かん獄ごくですね」

　ロア監かん獄ごくはセントラルの施し設せつであり、当然ながら調査対象ではない。

　今回の調査対象は、そこに収容されている特定の個人だった。

「犯罪者の行動分ぶん析せきですか」

「やったことある？」

「研修生のときに、実習で少しだけ」

　特異な犯罪者は社会にもたらす影えい響きようが大きく、彼かれらの行動についての調査は重要度が高い。にもかかわらず、好んで犯罪者の行動分ぶん析せきをおこなう調査官は少なかった。

　特とく殊しゆな犯罪者は、しばしばカリスマ性を備えている。そういった人物と膝ひざをつきあわせて話をしていると、その人物の思想に引っ張られてしまうからだ。彼かれらはとても自信にあふれ、他人を自分の思い通りに動かす心理的な術に長たけている。調査の過程で無意識のうちに犯罪者に共感し、操あやつられてしまう危険性が常にあった。

「正直いって、あまり気のりがしませんね。この指示書、たらい回しにされてここまできたんじゃないんですか」

「だろうね。でも普ふ通つうの犯罪人調査と違ちがって、興味深い点もあるよ」

　シュカがやってきて、指でヨキのディスプレイをなぞる。指示書のなかの、ヨキがまだ読んでいない部分にアンダーラインが引かれ、色が変わる。

「たしかに」

　ヨキはそれを読んで同意する。

　調査対象は殺人罪によって収しゆう監かんされており、殺害方法の記述のなかに、ひと際目を引くセンテンスがあった。『超ちよう自し然ぜん的能力の行使』。形式的な表現の多い司法行政文書において、超ちよう自し然ぜん的能力という言葉が使われているのは異例だ。しかしヨキが最も興味を惹ひかれたのは調査対象の職業欄らんだった。中央調査局第七調査官室所属第一種分類調査官。つまり──。

「元調査官の殺人者ですか」

　ヨキは指示書に電子署名をし、送信した。




　　　◇




　ロア監かん獄ごくは地上にあり、施し設せつの管かん轄かつは軍にある。そのため、現地へは軍の輸送機で送そう迎げいされることになった。

　ヨキとシュカは狭せまいシートに身を沈しずめていた。軍用機は容量や速度、硬こう度どなどが優先されるため、乗り心ごこ地ちは悪い。振しん動どうと機械音の激しさは旅りよ客かく機きの比にならない。

「先せん輩ぱい、顔広いんですね」

　ヨキは酔よい止めのタブレットを口に放りこみながらいう。輸送機は軍の基地から離り陸りくしたのだが、基地内の応接室で待機していたとき、軍人たちが入れ代わり立ち代わり、シュカをたずねてきた。若い軍人だけでなく、胸に勲くん章しようをたくさんつけた軍人もいた。

「軍属だったときなにしてたんですか」

「気になる？」

「身分の高そうな人まで先せん輩ぱいに頭さげてたじゃないですか。もしかして、すごい階級だったんですか？」

「階級は忘れちゃったけど、まあ、知りあいは多いよ。レンジャーも空くう挺ていも、サイバー班もやったしね。それより、事前資料は準備した？　飛行機酔よいしてるとこ悪いんだけどさ」

「説明しろってことですね。ほんと、優やさしい先せん輩ぱいですよ」

　促うながされ、ヨキはディスプレイを表示する。今回は人物調査とあって、調査対象である人物の来歴が大半を占しめる。

　名前はレーゼル・フォン・グレンデル。

　セントラルの中流家庭に生まれる。父は金きん融ゆう、母は教育関係の仕事に従事し、一つ年下の妹がいる家庭環かん境きようで育った。学生時代は幅はば広ひろい科目を専せん攻こうし、成績は優ゆう秀しゆう。男らしい風ふう貌ぼうで異性からの人気も高かったが、女遊びに興じた様子はない。

「スポーツは？」

「陸上の長ちよう距きよ離り走そうをずっとやっていたみたいです。あとボーイスカウト。球技にはまったく興味を示していませんね。成長してからは古流拳けん法ぽうも習っていたみたいです」

「そして学術課程の最後は考古学専せん攻こうか。どう思う？」

「調査官になったのは思いつきや就職活動の成り行き、というわけではなさそうですね。幼いころから調査官を目ざしていたんじゃないですかね。しかも未み踏とう地域専門の」

　セントラルの人間が足を踏ふみ入いれたことのない場所、未み踏とう地域。そこに派は遣けんされる調査官は限られている。未み踏とうになっているのはそこに人が入れないほどの危険があるからであり、中央調査局も、安易に調査官を派は遣けんするわけにはいかない。職員に死なれては困る。そのため、未み踏とう地域に赴おもむく調査官には厳しい能力要件が課されており、いまだヨキもシュカもクリアしていない。シュカの場合は能力よりも勤務態度の評価が低いことが影えい響きようしているのだが、本人は知らぬ顔をしている。

「レーゼルは調査官に任官して、三年もたたないうちに未み踏とう地域に派は遣けんされてます」

「すごいね」

「しかも相当な実績を残しています」

　最後は学術機関にゆだねられるため、調査官の名が世に出ることはない。しかし教科書に載のるような遺い跡せき群を発見していた。調査履り歴れきからは、古代文明に傾けい倒とうしていたことがわかる。潜せん入にゆう調査や統計調査は一いつ切さいやっておらず、冒ぼう険けん家や探検家のように仕事をしていたようだ。

　ヨキは当時の画像を表示する。調査団と一いつ緒しよに写っている一枚。レーゼルは誇ほこらしげに笑っていた。長ちよう髪はつを後ろでむずび、あごひげが生えている。知性と野性味を兼かね備そなえた風ふう貌ぼうだ。

「華はな々ばなしい経歴、正直いって尊敬します。でも、こんな人がいたなんて知りませんでした」

「不ふ祥しよう事じを起こした人間を英えい雄ゆうにはしておけない。公式記録からは全て消されたんだろうね。それで、収しゆう監かんのきっかけになった事件は？」

「組んでいた同どう僚りようの殺害ですね」

　レーゼルは調査先の遺い跡せきでオーパーツ、つまりは未知の物体を発見し、それを持ち帰って隠いん匿とくしようとした。

「そのことを組織に報告した同どう僚りようをオフィスで殺害。提出を迫せまる上級管理官も三名殺害。取とり押おさえにきた捜そう査さ関係者も多数殺害」

　それをきっかけに、長年に渡わたり、彼かれにとって都合の悪い人間が次々に死んでいた事実が発覚した。そのなかには、未み踏とう地域の調査希望が重なったライバル調査官も含ふくまれていた。

「気になるな」シュカがいう。「他の情報は、日付や時間まで詳しよう細さいに記き載さいがある。それなのに、レーゼルが隠いん匿とくしたというオーパーツだけは意図的に記述が避さけられているね」

「そこですか」

「レーゼルが同どう僚りようを殺してまで手に入れたかったもの、セントラルが多大な犠ぎ牲せいを払はらってまで押おう収しゆうしたかったもの。それはなんだろうね」

「今回の調査目的は犯罪人調査ですから、関係ないってことで情報がマスキングされているのかもしれませんね」

　精神鑑かん定ていの結果、レーゼルがサイコパスであるとの判定はすでに出ている。最初からそうだったのか、あるいは調査官という職業が彼かれをそうさせたのか。サイコパスと職業の相関性を調べることが、今回の調査の公式目的となっている。

「そんなの建前だよ。上層部はこっちに情報を渡わたさずに、レーゼルが知ってることを何でもいいから引きださせようとしてるんだ。だから他の調査官も指令を受けなかったんだよ」

「そうでしょうね。さすがにそのオーパーツを無視して行動分ぶん析せきするのは無理がありますしね」

　超ちよう自し然ぜん的能力の行使。

　古代遺い跡せきから持ち帰ったオーパーツ。

　ヨキたちがそれらについて考察を加える前に、飛行機は到とう着ちやくした。

　滑かつ走そう路は針葉樹林のなかにあった。飛行機を降り、木々によって切り取られた曇どん天てんの下、舗ほ装そうされた細い道を歩く。しばらくすると灰色の壁かべにゆきあたった。ダムのような圧あつ迫ぱく感。しかし、ただコンクリートを固めただけの壁かべではない。センサーなど様々なテクノロジーの集積が壁かべを形成している。厳重なチェックを受け、その分厚い壁かべを通過したところで、ヨキはその壁かべが監かん獄ごくを囲む塀へいであることに気がついた。

「迷めい宮きゆうは侵しん入にゆう者を防ぐためではなく、危険な怪かい物ぶつをなかに封ふうじこめるためにつくられるといいますが、ロア監かん獄ごくもそういうことなんでしょうかねえ」

「だとしたら、楽しみだよね」

　塀へいの内側には、巨きよ大だいで無機質な建物があった。

　監かん獄ごくというよりも医い療りよう施し設せつのような外観。しかし、ゆっくり眺ながめることは許されない。早くなかに入るよう、同行の軍人に促うながされる。機密保持のためか、あまりみられたくないらしい。

　屋内は監かん獄ごくらしく至るところにカメラがあった。赤外線を感知するセンサーも設置されている。廊ろう下かは広く、掃そう除じがゆきとどいていて、清潔感があった。すれちがう職員はみな穏おだやかな顔をしている。職場環かん境きようはよいのだろう。

　ヨキとシュカは高層階にある応接室に通された。

　窓からは、森の深い緑と、さっき通ったダムのような壁かべがみえる。

「ジャミングまであるね」

「まるで軍事基地ですよ」

　ヨキは面会が始まるまでのあいだ、どういう質問でレーゼルから情報を引きだすかを思案した。レーゼルは収しゆう監かんされるまでの取り調べの過程で、多くを語っていない。それをどう語らせるか。もしくは言葉以外のところからなにを読み取るか。調査官としての腕うでの見せ所だ。様々なパターンを想定し、想像する。しかしその職業的努力は無む駄だに終わった。

　シュカが机の上に置かれた茶ちや菓が子しに手を伸のばそうとしたときのことだ。突とつ然ぜん、警報が鳴り、室内の赤色灯がまわりはじめる。

「先せん輩ぱいがあまりに職務怠たい慢まんだから警報が鳴っちゃったじゃないですか」

「やっぱり？」

「ホント仕方のない人ですね」

　冗じよう談だんをいいながら、ヨキは備えつけの内線を手に取る。管理センターに繫つなぐと、若い女性が電話口に出た。何があったのかたずね、事情の説明を受ける。

　ヨキは内線を切り、その内容をシュカに伝える。

「部屋から出ないようにと指示されました。囚しゆう人じん番号二三〇三が独どく房ぼうから逃にげたそうです」

「ふうん」

　シュカがやる気なさそうにディスプレイを指さす。ちょうど今回の調査対象のデータが表示されていた。

　レーゼル・フォン・グレンデル。

　ロア監かん獄ごく収容中。

　囚しゆう人じん番号二三〇三。

　レーゼルが脱だつ走そうしたのだった。




　　　◇




「こりゃ仕事にならないな」

　シュカがソファーの上で、軟なん体たい動どう物ぶつのようにだらけはじめる。

「しかし警報が落ち着かないね。眠ねむれないよ」

「先せん輩ぱい、ここは仮か眠みん室ではありませんよ」

　といいながら、ヨキもディスプレイでピンボールを始める。調査対象が脱だつ走そうしてしまった以上、面会は中止だ。捕つかまったとしても面会より懲ちよう罰ばつ房ぼうに入る方が先なわけで、いずれにせよ、ヨキたちはセントラルに帰るしかない。

　二人は休日のようにくつろいだ。

　しばらくすると警報が止まり、白い制服に帽ぼう子しをかぶった刑けい務む官かんが部屋に入ってきた。

「囚しゆう人じん番号二三〇三はいまだ建物内に潜せん伏ぷく中です」

　刑けい務む官かんがいう。

「調査官殿どのは一度、外に避ひ難なんしていただけないでしょうか」

「避ひ難なんよりも帰りたいですね。調査も中止でしょうし。まあ、レーゼルが捕つかまるまでは飛行機を飛ばしてくれないんでしょうけど」

　ヨキは立ち上がり、帰かえり支じ度たくをする。

「ところでレーゼルはどうやって独どく房ぼうから出たんですか？　ここのセキュリティは厳重にみえますけど」

「お恥はずかしい話ですが、独どく房ぼう係が彼かれを外に出してしまったんです」

「自主的に？」

「ええ。その独どく房ぼう係を拘こう束そくして尋じん問もんしたところ、レーゼルを指導者として崇あがめるような言動がみられました。罪の意識はありません。後ほど、薬物検査をする予定です」

「もしかしてその独どく房ぼう係は若く、経験が浅かったのでは？」

　ヨキがたずねると、刑けい務む官かんは「ええ」と肯こう定ていする。

「任官したばかりの新任です。どうしてわかったのですか？」

「サイコパスと呼ばれる犯罪者は、人を操あやつることに長たけています。感情を読むのが上う手まいんでしょうね。宗教家のように振ふる舞まい、自分より若い男女を先導してコミューンのような共同体をつくることも多い」

　なぜ若い男女かというと、その方が操あやつりやすいからだ。優やさしく接したり、仮想の敵をつくったりして団結する。そして慕したってくるものを使って、自分の願いを叶かなえる。働かせることもあるが、多くは物を盗ぬすませたり、時には人を殺させることもある。サイコパスが他人を支配することに長たけていることは犯罪学の世界では定説だ。

「刑けい務む官かんであれば知っていたはずですが」

「そのため、独どく房ぼう係は三ヶ月おきの輪番制にしていました」

「レーゼルにとって、三ヶ月という期間は十分な長さだったのでしょう。新任の刑けい務む官かんを心しん酔すいさせるには」

「そうなりますね。迂う闊かつでした。油断したつもりはないんですが。しかし、いやはや、調査官殿どのは犯罪学にも明るいとみえる。少ない情報から多くを推測するとは、慧けい眼がんですね」

「いやあ、それほどでもありませんよ」

　ヨキは謙けん遜そんしながら刑けい務む官かんと一いつ緒しよに部屋を出ていこうとする。そのときだった。

「慧けい眼がんどころか、まったくの節穴だよ」

　シュカがいう。部屋を出ていく素そ振ぶりはなく、ゆったりとソファーに腰こしかけている。

「ヨキ、修しゆ行ぎようが足りてないぞ」

　いつのまにか、手にはオートマティック拳けん銃じゆうが握にぎられている。そして今まで見たこともないほど鋭するどい、ナイフのような眼光で刑けい務む官かんをみすえていた。

「情報とは違ちがうな。同どう僚りようを殺したときに使ったという超ちよう自し然ぜん的能力は、火炎放射現象パイロキネシスだったはずだ。カメレオンみたいに擬ぎ態たいするなんて聞いてないよ」

　シュカが刑けい務む官かんに銃じゆう口こうをむける。

　刑けい務む官かんがにやりと口くちの端を吊つりあげる。無個性だった顔に色がつく。ヨキには、目や鼻の位置が移動したようにみえた。瞳ひとみの色も先ほどまではよくあるブラウンだったのに、冷たい灰色に変わっている。髪かみも伸のび、白しら髪が混じりの長ちよう髪はつになった。

「優ゆう秀しゆうな後こう輩はいが多くて俺おれは嬉うれしいよ」

　変化した顔には見覚えがある。資料のなかでみた顔だ。

　レーゼル・フォン・グレンデルが笑っていた。




　　　◇




　シュカは脱だつ獄ごく者を前にしても、ゆったりと構えていた。

「少し話をしよう」

　レーゼルが不敵にいうと、シュカは「いいよ」と簡単に応じた。

　ヨキは非難がましい視線を送る。

「まあいいじゃないか。もともとこの男と話をしにきたんだから。刑けい務む官かん立会いのもと面談するよりも口が軽くなるかもしれないし」

　シュカがいう。レーゼルが「そうだぞ」と横から口を出す。ヨキはそれを無視する。

「でも先せん輩ぱい」

「ヨキが考えていることはわかるよ。でも多分、それはもう意味がないと思うな。試ためしにやってみるといい」

　ヨキはそういわれ、部屋に備えつけの端たん末まつを操作し、管理センターに非常事態を報しらせようとする。しかし繫つながらない。もしかしたらネットワークにトラブルが生じているのかもしれない。そう思って、壁かべに設置されたアナログな非常スイッチを押おす。しかしそれも無反応だった。

「警報が鳴ってからそれなりの時間が経たっているからね。してやられたというわけさ。脱だつ獄ごくさせた独どく房ぼう係の他にも、協力者がいたのかもしれない。まあ、仕方ないね。私たちはゲストとしてここにいるわけで、できることなんてなかったわけだし」

　そういうことだ、とレーゼルがいう。

「監かん獄ごく内のネットワーク、セントラル本国への通信機能は制圧させてもらった。管理センターの異変に気づいた誰だれかが復旧させるかもしれないが、まだ時間はかかるだろう。少し話をするくらい、いいじゃないか」

　予期せぬ会談は静かに始まった。

　レーゼルは立ったままだった。なにかあったとき、すぐ動きだせるようにという配はい慮りよだろう。シュカもソファーに腰こしかけ、リラックスしているようにみえるが、銃じゆうは手に持ったまま。それでいて二人は、セントラルではなにが流は行やっているだの、最近の中央調査局はどんな感じだのと、他愛のない世間話をする。

　ヨキにはそれが、怪かい物ぶつ同士の話しあいのようにみえた。

「エスヘレムにいきたいんだ」

　現在の調査局長が誰だれかという話題の後に、レーゼルはいった。そして、それが核かく心しんだった。

「エスレヘム？」

　シュカが聞き返す。

「ご存知の通り、この監かん獄ごくから少し北にいけば未み踏とう地域がある。そこには古代文明の遺い跡せきがある。エスレヘム文明の遺い跡せき群だ」

「そんな文明、聞いたことないな」

「セントラルがその存在を隠かくしているからな」

　ヨキたちを外に連れだそうとしたのは、調査官の身分証を使って未み踏とう地域へのゲートを通るためだと、レーゼルは説明する。

「未み踏とう地域に入ることが許可されている調査官と、そうでない調査官の区別はあくまで中央調査局だけの内規だ。未み踏とう地域を封ふう鎖さしているのは軍で、局内の事情まではわからない。君たちのパスでも通れるというわけだ」

「あなたは、そのエスレヘムとやらにいきたいから脱だつ獄ごくしたというの？　わざわざ調査官である私たちがくる、今日という日を見計らって？」

「その通り。いつでも逃にげることができたし、あの大おお袈げ裟さな塀へいだって突とつ破ぱする術は持っている。しかし軍が封ふう鎖さしている未み踏とう地域へのゲートだけが問題だった」

「逃にげて自由の身になるよりもエスレヘムにいきたい。にわかには信じがたい動機ね。どんな理由があるのかしら」

「知的好こう奇き心にまさるものはない。調査官ならわかるだろ」

　レーゼルがいう。彼かれが身に纏まとう雰ふん囲い気きからは、たしかに広い世界の香かおりがした。

「どうだい、君たちはまだ未み踏とう地域に派は遣けんされたことはないだろ？　俺おれが案内しよう」

　しかしその誘さそいを、シュカは「けっこうよ」と、一言で切り捨てた。

「未み踏とう地域にゆくとしても、助けはいらない。私たちだけで勝手にいけばすむ話で、あなたは監かん獄ごくでゆっくりしていればいい。論点のすり替かえなんて安い手法は通じないよ」

「これは手厳しい。わかった、君は手ごわい、認めよう」

　降参だ、というようにレーゼルは大おお袈げ裟さに両手をあげる。

「本当の目的を話そう。モノリスだ。エスレヘム文明の遺い跡せきにはモノリスがある可能性が高い」

　モノリス。

　その単語を聞いてしまっては、ヨキも黙だまっていられない。

「モノリスというのは、あのモノリスなのか？」

「そうだ」

　レーゼルはうなずく。

「文明が起こる場所に必ずあるとされるモノリス。壁へき画がに描えがかれていたり、安置していたと推測される祭さい壇だんが残っていたりする。しかしモノリスそのものが観測されたことはない」

「あなたはそれがエスレヘムにある、と」

「ああ。お願いだ、一いつ緒しよにいってくれないか。ここで新しい発見をすることもなく老いていくのはつらいんだ。モノリスをみつけたら君の手て柄がらにすればいい。未み踏とう地域は軍が封ふう鎖さするほど危険な場所だ。経験者の俺おれは必ず役に立つ」

　悪くない提案に思えた。レーゼルはモノリスの発見後に監かん獄ごくに戻もどせばいい。始末書は山のように書くことになるだろうが、緊きん急きゆう性のある調査だったと言い訳すれば押おし通とおせるかもしれない。前がかりになるヨキの意識。それをおしとどめたのはシュカだった。

「知的好こう奇き心。モノリス。調査官であれば誰だれでも共感するフレーズだ。もしヨキが興味を持たなかったら、すぐに話題を変えたんだろうね。巨きよ大だい生物や、未知の物質といったところかな」

「信しん頼らいされてないな」

「当然だよ。いつでも監かん獄ごくから出られたけど調査官がくるまで待っていた。君は、さも全てを支配しているように語ったけど、新任の刑けい務む官かんが独どく房ぼう係になるまで待たなければいけなかった。それが真実。自分に都合のよい事実に噓うそを織り交ぜてカリスマ性を演出する。サイコパスの常じよう套とう手段だ」

「久しぶりに美人が目の前にいるんだ、見み栄えくらい張らせてくれよ」

　噓うそを見破られたというのに、レーゼルは平然としている。

「エスレヘムにモノリスがあるかもしれないというのは本当だ。俺おれが調査官だったころからずっと目をつけていた。調査希望を出しても通らなかったけどな」

「どうだろう。エスレヘム文明やモノリスが本当にあるのなら、とっくの昔に他の調査官が派は遣けんされているはず」

「セントラルがその存在を隠いん匿とくしている。それが答えだ」

「安易な国家陰いん謀ぼう論は自分を安っぽくみせるよ」

「証しよう拠こならある。俺おれ自じ身しんが証しよう拠こだ」

　レーゼルは彫ほりの深い顔をしている。しかしだんだん平面な顔になり、目や鼻の位置が少しずつ動く。やがて最初この部屋に入ってきたときの、没ぼつ個性的な刑けい務む官かんの顔になった。意図的に顔の形を変えたのだ。灰色だった瞳ひとみも、ブラウンになっている。

　ヨキもシュカもなにもいうことができない。驚おどろきと疑問。そして、それを相手に悟さとられたくないという気持ちが、沈ちん黙もくという行動を選せん択たくさせる。

「超ちよう自し然ぜん的能力の行使。そう書かれていただろ。俺おれはそれを、調査官として仕事をしているときに手に入れた。未み踏とう地域のなかに、メイスンロッド渓けい谷こくという場所がある。そこは知っているだろ？」

「有名ね。私はいったことがないけれど、断だん崖がいに沿って無数の墓所があるんでしょ。誰だれがいつつくったのかわからない。ただ、そこにある棺かん桶おけと人骨は、私たちの二倍以上のサイズがある。謎なぞの人類が住んでいた場所」

「そのなかの一つ、権力者のものと思われる墓所の一室で、俺おれはモノリスの痕こん跡せきをみつけた」

「痕こん跡せき？」

「ああ。モノリス自体はなかった。しかし石床ゆかに、四角形と、それに刻まれていたと推測される文字が焼きついていた。おそらくだが、モノリスは膨ぼう大だいなエネルギーを含がん有ゆうしていて、それが跡あとを残したんだ。モノリスが安置されていたと思おぼしき場所に立ったとき、俺おれはそう直感した。そして気づいたときにはこの能力を手に入れていた。何らかの磁場、もしくはエネルギーが人体に影えい響きようを及およぼしたのかもしれない。詳くわしいことはわからないが、俺おれがこんなことをできるようになったのは間ま違ちがいなくモノリスの力によるものだ」

　以来、レーゼルはモノリスの調査に没ぼつ頭とうした。とにかく古代文明を洗いだし、四角形の石版に関する記録を探した。モノリスこそが人類に言葉と知ち恵えを授さずけたのかもしれない。そんな考えに取り憑つかれたという。

「だが俺おれの調査結果はことごとくセントラルの上層部によって握にぎり潰つぶされた。報告書をいくらあげても、音おと沙さ汰たはない。そして今に至るまで、何の発表もないはずだ」

「そうだね。モノリスについて何らかの発見がなされたなんて聞いたことがない。でも、精査に時間がかかっているだけじゃないのかな。報告書の量は膨ぼう大だいだし。それにテーマによっては上層部が興味を持たなくて、埋うもれてしまうこともある」

「そうだな。だから俺おれは試ためした。モノリスを包んでいたと思われる布をみつけたとき、それを上に報告しなかった。そうしたらどうなったと思う？　拾しゆう得とく物を隠いん匿とくしたと糾きゆう弾だんされ、結果、その布は没ぼつ収しゆうされた。そして今に至るまで、モノリスの存在は隠かくされたままだ」

「布を没ぼつ収しゆうされたとき、同どう僚りようを殺したんだね」

「やむなくな。上層部と通じて、俺おれを監かん視ししていたんだ。別に、俺おれが本当は善人だっていいたいわけじゃない。俺おれがいいたいのは、モノリスを調査したいんなら、セントラルに属したままではできないってことだ」

　一いつ緒しよに監かん獄ごくを抜ぬけだし、エスレヘムへゆく。もしそこでモノリスをみつけることができたら、レーゼルの話が本当かどうか証明できる。正直なところ、ヨキはそのシナリオに惹ひかれていた。未み踏とう地域にいってみたいし、モノリスの存在を観測したい。

「けれど残念ね。やはりあなたはここにいてもらうよ」

　シュカがいう。

「私はあなたに協力はしない。それはそれ、これはこれってこと」

「上司はああいってるが、お前さんはどうする？」

　レーゼルがたずねる。ヨキの答えは簡単だった。

「僕ぼくは上司の判断に従う」

「公務員らしい答えでいいな。だが、こいつは俺おれたち調査官の敵だぜ」

　レーゼルがふたたびシュカにむきなおる。

「軍にいたとき、いくつ文明を破は壊かいした？　処しよ刑けい人だっただろ？」

　突とつ然ぜんの、場ば違ちがいなほどに物ぶつ騒そうな言葉。それを聞いて、シュカの表情が冷たくなる。

「俺おれの方が長く生きて、長くセントラルにいたんだ。知っていることも多いんだぜ、シュカ・サーブレット。琥こ珀はく色の瞳ひとみをみたとき、すぐにぴんときたよ。俺おれがみた資料では、もっと幼かったがな。代々、セントラルの処しよ刑けい人部隊を率いてきたサーブレット家。そのお嬢じよう様さまならわかるだろ。エスレヘムはセントラルに滅ほろぼされた文明だ。それがその存在を隠いん匿とくされる理由だよ」

「セントラルに滅ほろぼされた？」ヨキが問いかける。

「セントラルはな、長い歴史のなかで、自分たちの脅きよう威いになりそうな国や文明を滅ほろぼしてきたんだよ。今でこそ穏おん健けん派はが中ちゆう枢すうを占しめているが、太古の昔は天空の支配者を気取って地上を管理していた。そして自分たちに追いつきそうな地上の文明に積極的に介かい入にゆうした。要人の暗殺、技術革新の妨ぼう害がい、なんでもやった」

　遥はるか昔、エスレヘムに文明が起こった。彼かれらは高度な技術力を習得するに至り、その過程で、自分たちの文明の発展を阻そ害がいしている存在に気づいた。空から監かん視しするもの、セントラルだ。

　当然の成り行きとして、エスレヘムの人々は自由を手に入れるため立ちあがった。セントラルの位置を観測し、場合によっては迎げい撃げきする。そのための塔とうの建造が開始された。指導者の名を冠かんし、ケンペスの塔とうと呼ばれたその巨きよ大だい建造物は、雲を抜ぬけ、セントラルから観測できるほどの高さに達した。軍事要よう塞さいとしての機能が備わっていたことから、当時のセントラル議会は危機感をつのらせた。

「二千年前のセントラルの政治思想は知っているだろ」

「一いつ国こく覇は権けん論ろんが主流だったはずだ」

「そうだ。大国は、二つは要いらない。強大な国が一つあって、そこが至るところに介かい入にゆうしていれば世界は平和。その理論に基もとづけば、天をつかむ国は、セントラル以外あってはならない」

　セントラルはその傲ごう慢まんな思想のままに、ケンペスの塔とうの破は壊かいを決めた。そして塔とうだけでなく、二度とセントラルに手が届かないよう、エスレヘム文明そのものを破は壊かいしつくした。

「遥はるか昔の話とはいえ、そのときすでに、セントラルは技術立国だ。記録も残っている。局長クラスまで出世するか、もしくは強ごう引いんに閉へい架かデータベースにアクセスすれば確かく認にんできる」

「未み踏とう地域だというのも噓うそだと？」

「いや、それは本当だ。かつては安全な場所だったが、エスレヘム滅めつ亡ぼう後に、危険度の高い地域になった。滅ほろぼされた民たみの怨えん嗟さが土地を呪のろったのかもな。まあ、いってみればわかるさ」

　どこまでが真実なのかはわからない。ただ、ヨキはエスレヘムにいって事実をたしかめたいと思った。セントラルへの怒いかりも失望もない。どこまでも中立な知的好こう奇き心からくる衝しよう動どうだ。

「他の文明を滅ほろぼす。その使命を担になっていたのがサーブレット家だ。処しよ刑けい執しつ行こう部隊を率いる軍人の家系で、優ゆう秀しゆうな人間が多かった。なにせ自分たちの遺伝子すらデザインして能力を高めていたからな。頭も容姿もいい。そしてエスレヘム文明のことは知らなくても、その子孫であれば、俺おれの話にリアリティがあることくらいはわかる。そうだろ、シュカ・サーブレット」

　レーゼルの問いかけ。シュカは肯こう定ていも否定もしない。

「楽しい話をありがとう。でも、もう監かん獄ごくに戻もどる時間だよ。さっきもいった通り、私が君と一いつ緒しよにいく理由はない。私たちの君に対する聞き取り調査は完かん了りようだ。さあ、両手をあげて」

　銃じゆう口こうが持ちあがり、レーゼルの額に狙ねらいがつけられる。

「これだから軍属は苦手だ。融ゆう通づうが利きかない」

「私は調査官だよ」

「職を変えたくらいでは変わらないさ。調査官は文化を見守るもの、サーブレット家は文化を破は壊かいするもの。相いれない」

「挑ちよう発はつには乗らない。君は監かん獄ごくに戻もどる。私は調査官としてこれからも活動する。それだけ」

「どうかな」

　レーゼルが不敵に笑う。

「モノリスの力、みせてやるよ。火か炎えん放射現象に興味があったんだろ？」

　レーゼルが手をかざす。シュカはすぐさま、持っていた銃じゆうから手を放した。

　床ゆかに落ちるオートマティック拳けん銃じゆう。銃じゆう身しんが製鉄している最中のように、真っ赤に輝かがやいている。

　数秒で溶とけだし、形が崩くずれ、燃えあがった。

　ヨキは部屋の端たん末まつを操作してアラートを鳴らそうとする。しかしシステムは復旧していない。外に出て応おう援えんを呼ぼうとするが、動くなといわんばかりに、レーゼルに手で制される。前まえ髪がみがちりちりと音をたて、かすかに焦こげくさい。

「さあどうする？　俺おれがエスレヘムにゆくのに協力するか、それともここで消し炭になるか」

「いや、第三の選せん択たくを希望するね。君が火か炎えん放射現象を起こす前に気絶させる。それで終わり」

　いい終わるよりも先に、シュカがレーゼルの顔面に飛び膝ひざ蹴げりをくらわせていた。勢いそのまま肘ひじを鎖さ骨こつに叩たたきこむ。体の硬かたい部分を使う軍用格かく闘とう術。みぞおちに蹴けりを入れ、かがみこんだところ後頭部に手刀を入れようとする。レーゼルは横に転がってかわし、立ちあがって応戦する。青年時代から習得に励はげんだという古流拳けん法ぽう。

「こいつを拘こう束そくするぞ！」

　シュカがいう。今までみたことのない、炯けい々けいと輝かがやく瞳ひとみ。ヨキは気け圧おされてしまい、動くことができない。簡単な護身術なら研修で習ったが、シュカとレーゼルの格かく闘とう術は達人の域であり、激しい攻こう防ぼうのなか、どうやって加勢していいかもわからなかった。

　レーゼルはしなやかに動く。流れるように拳こぶしを繰くりだし、無理な体勢から予測不能の蹴けりを放つ。レーゼルは野にいる獣けもの。そしてシュカは精密な機械だった。レーゼルが繰くりだした拳こぶしに肘ひじをあて、相手の指を潰つぶす。蹴けりがくればその脛すねにかかとをあてる。攻こう防ぼう一体。的確に相手の攻こう撃げきを封ふうじ、急所にダメージを与あたえていく。

　明らかにシュカが優勢だった。レーゼルの火か炎えん放射能力は手をかざすといった予備動作がともなうようで、シュカとの攻こう防ぼうのなかでは足かせでしかない。

　しかし、レーゼルは笑っていた。

　なぜ、という理由はすぐにわかった。

　レーゼルはシュカに顔面を蹴けられ、体の軸じくがぶれ、ヨキのほうをむいた。そのとき、レーゼルの手のなかには燃もえ盛さかる炎ほのおの塊かたまりがあった。瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな炎ほのおとなって放出された。

　ヨキは身構えることも、声を発することもできなかった。

　刹せつ那なの流れ。

　次にヨキが認にん識しきしたのは、いつの間にか背中から壁かべにぶつかっている自分と、自分にむかって手をのばすシュカ、そしてそのシュカの体の側面に炎ほのおの塊かたまりが叩たたきつけられている光景。

　シュカが突つき飛とばして守ってくれたのだ。しかし、そのせいでシュカが炎ほのおの塊かたまりをくらってしまった。彼かの女じよが炎ほのおに包まれることはない。もともとレーゼルが火か炎えん放射現象を操作することは知らされていたため、耐たい火か仕様の装備できている。しかし炎ほのおの勢いはすさまじく、シュカはそのまま反対側に吹ふき飛とばされ、窓を突つき破やぶってしまう。

　曇くもり空ぞらに投げだされるシュカの姿が、スローモーションのようにみえた。

　高層階からの転落。

　最後にみたのは、大きく開かれた瞳ひとみ。

「やれやれ、遺伝的に優勢な形質を相手にするのはつらいもんだな」

　レーゼルが割れた窓に近づいてゆく。

「おい、上司の生体反応を確かく認にんしろ」

　ヨキは急いでディスプレイを表示する。命令されたからではない。シュカの無事を確かく認にんするためだ。調査官は組んでいるパートナーの生体データをリアルタイムで共有している。

　震ふるえる手で、何度も操作をやりなおし、表示する。

　シュカの生体反応は消えていた。

　脈みやく拍はく、心音、呼吸、すべてが停止している。

　ヨキは窓に近づき、顔を出す。

　遥はるか下に、倒たおれて動かないシュカの姿がみえた。

「さあ、上司は死んだ。お前はどうする？」

　レーゼルの問いかけ。

　ヨキは呆ぼう然ぜんとしたまま。考えがまとまらない。

　シュカの笑っている顔がちらつく。

　一いつ緒しよに世界中を旅した。食事をした。彼かの女じよの苦手な書類仕事をすべて引き受けた。ダメな上司のフォローをしているつもりだった。でも結局、いつもシュカにフォローされていた。そんな彼かの女じよはもういない。レーゼルに殺されてしまった。あんなに強かったのに。一人だったら絶対に負けなかったのに。自分をかばったせいで。

　レーゼルがヨキの襟えり首くびをつかむ。立たせようとするが、ヨキの体からは力が抜ぬけているからそのまま後ろに倒たおれてしまう。

　この状じよう況きようを受け入れられなかった。いっそこの脱だつ獄ごく囚しゆうに殺されたかった。そのほうが救われる気がした。調査官両名死亡。一人生き残るよりもおさまりがいい。自分が誰だれかにシュカの死を報告できるとは思えない。殺してくれ。声に出したかもしれない。

「お前はまだ生きていてくれないと困るんだよ。二人はいらない。しかし一人はいるんだ。俺おれ以外の調査官がな」

　レーゼルはヨキの体をひきずり、運んでいく。

　監かん獄ごくのセキュリティはレーゼルの前では無力だった。彼かれの擬ぎ態たいは顔の表面だけでなく、指し紋もん認にん証しようも静じよう脈みやく認にん証しようもクリアすることができた。

「まるで死体を運んでいるみたいだな」

　レーゼルは気分が高こう揚ようしているようだった。交こう響きよう曲きよくを鼻はな唄うたでうたっている。そして右手でヨキをひきずり、左手で指揮棒をふるうような動作をしている。

「さあ、いこうか。歴史の彼方かなたに葬ほうむられた、エスレヘムの地へ」
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　森林地帯を抜ぬけ、湿しつ地ち帯にさしかかるところに軍のバリケードはあった。ヨキはレーゼルにいわれた通り、パスをみせ、調査官権限で未み踏とう地域に入ると伝えた。助けを求めたり妙みようなまねをしたらその場にいる全員を殺すと脅おどされていた。脅おどしなんて必要なかった。ヨキはただの抜ぬけ殻がらで、抵てい抗こうする気力なんてないからだ。

　軍人たちはすんなりと通してくれた。彼かれらは未み踏とう地域へゆく人間の管理には注意を払はらっていない。危険な生物が未み踏とう地域から侵しん入にゆうしてこないかを監かん視しすることが一番の目的なのだ。

　バリケードを通過してからは小川に沿って進んだ。流れはなく、水面は澱よどんでいる。

　ヨキはずっと胸むな倉ぐらをつかまれ、ひっぱられていた。自分の意思で歩くことなどできはしなかった。どこにもいきたくない。

　沼ぬま地ちにきたところでついに放りだされ、泥どろに半身が浸つかる。

「まったく、腑ふ抜ぬけなやつだな」

　レーゼルがすねた子供を相手にするようにいう。

「もう僕ぼくはいらないだろ」

　ヨキは投げやりにいう。

「パスを使って未み踏とう地域に入った。もう用済みじゃないか」

「パスが目的ならお前を殺して奪うばってるよ。顔も指し紋もんも変えられるんだ」

「じゃあ、頭数合わせだったのか。単独行動の調査官なんていないもんな。でも、もういいじゃないか。ツーマンセルの調査官を演じて軍のバリケードを抜ぬけた。用済みだろ」

　突とつ然ぜん、目の前が黒くなった。

　なにか硬かたくて、重いものがヨキの顔面にはりついてきたのだ。ヨキは思わず立ちあがり、それを取ろうとする。しかしかぎづめのようなものが顔の側面にくいこんでいる。痛みが走り、血が流れる。顔にはりついたそれは、羽音のようなものを立てながら、振しん動どうしている。不快だ。

　黒い視界は、次に、燃もえ盛さかる炎ほのおにかわる。レーゼルに攻こう撃げきされたのかと思った。しかし違ちがった。炎ほのおの塊かたまりが、質量のある音を立てて地面に落ちる。

　ギチギチと鳴って、動いている。それは巨きよ大だいな黒い甲こう虫ちゆうだった。

　炎ほのおに苦しむ虫と目が合い、ヨキはぎょっとする。文字通り、本当に目が合った。姿形は虫であるのに、眼球だけは人間と同じで、目じりをむいて恨うらめしそうにヨキを見ていたのだ。

　よく観察している余よ裕ゆうはなかった。頭上でいくつもの羽音を感じたからだ。

「ここはよくないな。走れ」

　レーゼルがいう。ヨキはそれよりも早く、視界にあった岩場にむかって走りだしていた。奇くしくもレーゼルと考えたことは同じだった。

　二人とも一番大きな岩を背にして甲こう虫ちゆうの様子をうかがう。

「これを使えよ」

　レーゼルが、カバンを投げてよこす。ヨキのものだ。監かん獄ごくからずっと担かついできたのだ。

　ヨキはレーゼルを睨にらみつける。レーゼルは肩かたをすくめる。

「意地を張るなよ。死にたくないんだろ」

　ヨキは苦々しい気持ちになる。この男のいう通りだった。シュカの死に責任を感じ、もう死んでもいいとさえ思っていたのに、いざ巨きよ大だいな甲こう虫ちゆうが顔にはりついたら反射的にそれを振ふり払はらおうとしていた。そして岩場にむかって走っていた。なんて自分は人間なのだろう。そう思いながら、シュカに申し訳なく思いながら、カバンから銃じゆうを取りだす。

　三匹びきの甲こう虫ちゆうが火か炎えんに包まれ、二匹ひきが銃じゆう弾だんに撃うたれて地に落ちた。

　危険と生存本能の発はつ露ろ。これが未み踏とう地域。

　ヨキは荒あらくなった息をととのえる。それから銃じゆう口こうをレーゼルにむけた。

　レーゼルは怒いかりもせず、怯おびえもせず、冷静だった。

「お前の上司を殺してしまったことは悪かったよ」

　レーゼルはいう。

「別に、俺おれはあの女も、お前も憎にくんじゃいないんだ。むしろ協力者として一いつ緒しよにエスレヘムを目指して、モノリスを発見して欲ほしかった。ただ邪じや魔まをされてしまったんで、やむなくああなっただけだ。そして今、俺おれはお前を必要としている。だから連れてきた」

「エスレヘムにいきたければ一人でいけよ」

「そうしたいところなんだがな」

　調査官がツーマンセルを採用している理由を知っているか、とレーゼルは質問する。当然、ヨキは知っている。

「未み踏とう地域での調査を想定している」

「そうだ。単独での調査に比べ、二人での調査のほうが格段に遂すい行こう力と生存率が上じよう昇しようする。単純に視界が二つになるんだ。より広こう範はん囲いに注意を払はらえる。背中を合わせれば死角はない。一人が見張りをしているあいだにもう一人が眠ねむることもできる」

　つまり、エスレヘムにいくための協力者としてヨキを連れてきたというのだ。

「僕ぼくがお前なんかに協力すると思うのか？」

「するさ。しなければ死ぬんだ。俺おれの見る限り、お前は一時の激情に身をゆだねて無意味な死を選ぶほど子供じゃない。それに、どうせ死ぬならモノリスをみてからでもいいんじゃないか」

「ここでお前を殺して一人で引き返すことだってできる」

　ヨキは銃じゆうを構えたままの姿勢でいう。

「そういう物ぶつ騒そうなことはやめて欲ほしいな」

　やはりレーゼルとヨキでは役者が違ちがった。あっというまに間合いを詰つめられ、銃じゆうを奪うばわれたかと思うと、腕うでをひねりあげられてしまう。

「一人になったら必ず死ぬ、引き返せない地点まで力づくで連れていくしかないな」

　湿しつ原げんを無理やり歩かされた。

　レーゼルは体の機能を損そこなわないように痛みを与あたえる方法をよく知っていた。抵てい抗こうするたびに痛めつけられ、食料も与あたえられなかった。野営しているとき、レーゼルが眠ねむっているのを見計らって拘こう束そくしようとしたり、逃にげだそうとしたりした。しかしレーゼルの眠ねむりはおそろしいほど浅く、全て失敗に終わった。

　ヨキの体は痛み、飢うえた。

　もう限界だと思った日の朝、銃じゆうと携けい行こう用の非常食を渡わたされた。

「撃うちたければ撃うつといい。お前を拘こう束そくしながら旅をするのも限界だ。環かん境きようが激化している。ここから先は互たがいに協力しなければもう一歩も進めないだろう」

　ヨキは撃うてなかった。もはや一人では引き返せない地点まできてしまっていた。そしてレーゼルが一人では一歩も進めないといったのも本当だった。敵性生物が増えすぎている。二人で協力しなければどこにもいけない。ここでレーゼルを撃うち、名めい誉よの死を選ぶことも考えた。しかし、ヨキは銃じゆうと一いつ緒しよに渡わたされた食事に、かじりついていた。食べていることに喜びを感じている自分と、満たされていく胃に恨うらめしさを感じた。情けなかった。

「悪かったよ。あまりに頑がん固こだったから、こんな乱暴な方法になってしまった」

　レーゼルがいう。その灰色の眼まな差ざしには、ヨキに対する何の感情も含ふくまれていなかった。思いやりや優やさしさもないかわりに、さげすみや、おとしいれてやろうという気もない。この男は自分の目標に集中していて、それ以外の周囲は消えている。目標を達成するために最適かどうかだけが判断基準で、ある意味では全てに対してフラットといえた。

「俺おれはお前を利用する。全てはエスレヘムにいって、モノリスを発見するためだ。これが俺おれの最後の調査になるだろう。戻もどれば必ず処しよ刑けいされるからな。まあ、あのまま監かん獄ごくで死んでいくよりは、最後に人類の起源に近づきたいのさ。目的を果たしたら、お前は自由の身だ。なんなら、モノリスを渡わたしたっていい。まあ、それは発見できたらの話だがな」

　なしくずし的に、ヨキとレーゼルの旅は新たな局面をむかえることになった。
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　レーゼルは未み踏とう地域専門の調査官をしていただけあって、知識も経験も圧あつ倒とう的てきだった。空をみて天候を予測し、あまりに条件が悪いときは動かなかった。豪ごう雨うがつづいたときは、洞どう窟くつから三日も出なかった。ヨキがじれても、レーゼルは制した。雨のなかを歩くことで奪うばわれる体力と、進める距きよ離りを比ひ較かくしての判断だ。未み踏とう地域の雨にどんな未知の病びよう原げん菌きんが含ふくまれているかもわからない。そういうときの彼かれはおそろしく我が慢まん強づよかった。そして進みはじめれば、獣けものに襲おそわれにくい地形を選んで野営地をつくり、歩きやすいルートを正確に導きだした。

　ヨキは不満げな顔で歩きながらも、レーゼルの力量を認めないわけにはいかなかった。生存能力に優すぐれ、必要とあれば自分を抑おさえて機会がおとずれるのを長く待つことができる。まぎれもなく優ゆう秀しゆうな調査官だった。敵性生物が多い場所にあっては、火か炎えん放射能力も役に立った。ヨキはナイフを使って、銃じゆう弾だんを節約した。

「まるで人間じゃないか」

　ナイフで腹部を刺さし、地に落ちた甲こう虫ちゆうをみながら、ヨキはいった。これまで、何度も虫や獣けものに襲おそわれた。人と同じ眼球をもつ甲こう虫ちゆうだけでなく、人と同じ髪かみをもつ狼おおかみもいた。浅あさ瀬せを渡わたっているときには、少し大きめの魚がブーツに嚙かみついてきた。唇くちびるがあり、ブーツについた歯型も人間のそれだった。ナイフで刺さしたときにもれた断だん末まつ魔まの声は、どこか遠い国の言語のように聞こえた。体の一部がヒト化した生物たち。それはまるで、滅ほろびた民たみの怨おん念ねんが生物に取り憑ついたように思えた。

「中央調査局の閉へい架かデータベース、そこにあった報告書には、エスレヘムの滅めつ亡ぼうと共に人体に近きん似じした器官を持つ生物があらわれたと記録されていた」

　レーゼルがいう。

「そしてこの奇き妙みような生態系は、ケンペスの塔とうを中心に広がっている。まずはそこにいく」

「残っているのか？」

「いや、俺おれがみた画像では完全に破は壊かいされていた。しかしケンペスの塔とうは巨きよ大だい建造物で、セントラルとの決戦を想定した軍事要よう塞さいでもあった。頑がん丈じようにつくられていただろうから、跡あとくらいは残っているだろうよ」

　会話してしまった後で、ヨキはまた口を閉じ、難しい顔をする。

　もういいだろ、とレーゼルは苦く笑しようする。

「ここは未み踏とう地域だ。セントラルのネットワークも届かない。社会がないから法律も倫りん理りもないんだ。そういうものから脱だつした、善悪を越こえた原始の世界なんだよ。正義感によって他者を裁き、殺すのは人間だけだ。しかしここに正義はない。社会もない。俺おれたちは人間じゃない。数多くいる生命の一つ、動物の一種でしかない。生きるために必死の、獣けものと同じなんだ」

　もう携けい行こう用の食しよく糧りようは底を尽ついていて、食用可能な植物を毎日探している。

　交こう互ごに見張りをし、敵性生物を警けい戒かいしなければ夜も眠ねむれない。

　たしかに、もうここには社会や組織はなかった。安全はなかった。もしここに調査局長がいたとしても、そんな肩かた書がきは意味を持たない。ひらの調査官であるヨキとも、犯罪者であるレーゼルとも同列だ。偉えらそうに命令してきたら、いいから食料を探せというだろう。

「馴なれあう必要はないが、生きるために協力してもいいんじゃないか」

　ヨキは答えなかった。この状じよう況きようを無理やりつくりだしたのはレーゼルで、納なつ得とくできるはずがない。けれど、レーゼルのいう通り、この極限状態の環かん境きようでは一つの生命として行動する他ない。頭部に人と同じ髪かみを持つ狼おおかみの群れに遭そう遇ぐうしたとき、自然とレーゼルと背中を合わせて守りあっていた。

　ヨキが高熱を出してしまった夜、レーゼルは眠ねむらずにずっと見張りをし、水と食料を持ってきた。その姿をみているうちに、ヨキの頭にはぬぐいきれない考えが浮うかんでいた。

　自分とレーゼルには少し似ているところがある。

　それは人類の起源を追い求めているということだけではない。もっと根本的な、物事にたいする考え方や姿勢についての部分だ。

「今まで遭そう遇ぐうした生物のレポートはつくっておけよ」

　レーゼルはいった。

　エスレヘム文明の遺物らしき、壁かべの崩くずれた跡あとや土に埋うまった柱が確かく認にんできる地点まで到とう達たつしたときのことだ。二人は苔こけの生むした石いし壁かべを背に座すわっていた。

「こんな奇き妙みような生態系、他にみたことがないからな。モノリスが地域一帯に影えい響きようを与あたえている可能性は高い。研究の価値はあるだろう。食物連れん鎖さの関係性や各生物の役割を、通常の生態系と比ひ較かくするだけでも面おも白しろい。違ちがっているのか、はたまた根本は同じなのか」

　レーゼルが後ろで束ねていた髪かみをほどき、また結びなおす。その横顔は間ま違ちがいなく探求者のそれだった。

「あんた、どうして同どう僚りようを殺したんだ？」

　ヨキはたずねる。

「まっとうに調査官をやっていれば、今ごろすごい功績を残していただろうに」

　レーゼルはしばらく目を閉じたまま黙だまっていた。そして、「俺おれたちは世界の全てを知ることはできない」とつぶやいた。

「稼か動どうできる時間、つまりは寿じゆ命みようから逆算すれば、あといくつ論文を読めるか、何度冒ぼう険けんができるか、自分の限界をカウントすることができる。それに気づいたとき、俺おれの心には焦あせりのようなものが生じた。無む駄だなことをしているひまはない。最さい短たん距きよ離りで進まなければ、と」

　それが調査希望の競合した調査官を殺した理由だという。

「俺おれの方が調査の精度が高いのは明らかだったからな。しかしそれも気休めにすぎなかった。一つ有用な調査を増やしたところで、何も変わりはしない。俺おれは人類の起源を知りたかった。しかし、それだけじゃない。過去の検証は手段にすぎない。お前にはわかるか？」

　レーゼルに問われ、「嗚あ呼あ、この男は本物だ」とヨキは思う。

　歴史を好む人間、人類の足あし跡あとに興味を持つ人間には、これまで多く出会ってきた。彼かれらにはたしかに情熱があった。しかしヨキが考える極地に至るものはいなかった。人類の起源への興味がゆきつく、最後の場所。

「あなたは終わりがみたいんだ。人類の最初から、最後までを知りたいと思っている」

　ヨキは遺い跡せきや廃はい墟きよを好む。それらは終わりを予感させるから。人類の果てを教えてくれそうな気がするから。

「しかし俺おれたちが最後を知ることはない。何事もそうだ。俺おれたちは様々な調査をする。観測したデータや、サンプルを持ち帰る。しかし重要な発見であればあるほど、それが解明されるのに時間がかかる。そして解明されるころ、もう俺おれたちは死んでいる」

　調査官の仕事に価値はない、とレーゼルはいう。

「砂さ漠ばくのなかの一粒つぶの砂みたいなものだ。どれだけやっても、俺おれの渇かつ望ぼうは満たされない」

「モノリスは？」

「俺おれのなかに残った最後の欠片かけらみたいなものだ。あれは興味深い。俺おれは二度、モノリスの痕こん跡せきに遭そう遇ぐうしている。最初は安置されていた台座、次はモノリスを包んでいた布。その痕こん跡せきに触ふれるたびに能力が備わっていく。擬ぎ態たいと火か炎えん放射能力だ」

「もしかして、モノリスがもたらす能力を求めているのか？」

「どうだろうな」

　もしモノリスをみつけたら自分のものにするつもりなのか。ヨキは問いただそうとする。しかし、レーゼルは話を切りあげ、立ちあがった。

「俺おれに超ちよう人じん願望はないが、使いどころは多い。とくにこういう場所ではな」

　地面を這はいずる音が聞こえる。それはだんだんと近づいてくる。

　ヨキも立ちあがり、銃じゆうをかまえる。

　最初、ヘビでもいるのかと思った。しかし草むらからでてきたそれは、人間にみえた。手足を大きく広げ、まるでクモのように這はいまわる人間だ。しかしこんなところに人がいるはずがない。ヨキは銃じゆうの安全装置を外す。すると、その全身灰色の、人間もどきがこちらをむいた。

　髪かみの毛けも、目もない。

　平らな顔面には鼻らしき穴が二つと、円形の口だけがある。

　人間もどきが威い嚇かくするように口を開く。

　真っ赤な口内、不規則に生えた大量の鋭するどい三角形の歯がみえた。




　　　◇




「どこかの地方に、あんな口をした魚がいたな。同じように眼めが未発達で、円口類の淡たん水すい種。他の魚の胴どう体たいにかじりついて血を吸うやつ」

　レーゼルがいう。

「知ってる。ヤツメウナギというやつだ」と答える余よ裕ゆうは、ヨキにはない。

　全身灰色の、ヤツメ人間とでもいうべきそれが、機き敏びんに四し肢しを動かし、恐おそるべき速度で距きよ離りを詰つめてきたのだ。ヨキはためらいなく引き金を引いた。人型とはいえ、友好的な生物とは思えない。知性も理性も感じない。

　一発、二発、三発の銃じゆう撃げき。

　あたっているのかいないのか。ヤツメ人間は、ひるまず、草をかきわけ這はいよってくる。刹せつ那なの判断。ヨキはあえて相手をひきつける。足に届きそうなところまでくる。そこで震ふるえそうになる手を押さえ、撃うつ。的の大きい胴どう体たいを狙ねらった。銃じゆう弾だんはゴムのような皮ひ膚ふを貫つらぬくことができない。さらにもう一発撃うとうとしたとき、ヨキはすでに押おし倒たおされていた。

　赤い、円形の口が目の前に迫せまる。

　びっしりと生える不ふ揃ぞろいな歯。

　ヤツメウナギであれば歯にみえるそれは皮ひ膚ふの角質が発達したものだが、これは間ま違ちがいなくエナメル質の歯だな、なんて考えているひまはない。
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　背負っていたバッグをグロテスクな口に押おしつける。布が破れる音。ヤツメ人間はキュルキュルと甲かん高だかい音を発しながら狂くるったように体の上で動きつづける。

　レーゼルは、すでにこちらにむかって手をかざしている。しかしヤツメ人間が燃えあがる気配はない。みれば、首のあたり、分厚い皮ひ膚ふの下で血液が沸ふつ騰とうしている。それでも動きつづけているのだから平気なのだろう。

　カバンを食い破ることに夢中のヤツメ人間。ヨキは下から押おしのけ、立ちあがる。手に残ったぶよぶよとした皮ひ膚ふの感かん触しよくが気持ち悪い。

「逃にげるぞ！」

　レーゼルがいい、ヨキは走りだす。ヤツメ人間が四よつん這ばいの姿勢で追ってくる。ヨキは弾たまを再装そう塡てんし、振ふり向むきざまに撃うつ。口の中なら柔やわらかいかもしれない。しかし走りながらでは、そんな小さな的は狙ねらえない。

「細さい胞ぼうレベルで頑がん丈じようなんだろうよ」レーゼルがいう。

「どうする？」

「考えろ。未み踏とう地域ってのは、想定外の危険に遭そう遇ぐうするもんだ。それでも過去の経験や、今ある知識でなんとかなるケースが多い」

「経験や知識でなんとかならないケースだったら？」

「潔いさぎよさが必要になるだろうな」

　ヨキは走る。生おい茂しげる背の高い草で顔を切るのもためらわない。全力で走っていなければ追いつかれてしまう。石につまづいて前のめりに転ぶ。勢いそのままに立ちあがる。甲こう虫ちゆうが飛来する。拳こぶしで殴なぐりつけて叩たたき落おとす。手に残る潰つぶれた感かん触しよく。背筋を伸のばして、ただ走る。息があがる。背後から体をひきずる音が迫せまってくる。ヤツメ人間にあきらめる気配はない。

　死ぬのは嫌いやだ。そう思った。未み踏とう地域にきてからずっとそうだ。

　心の奥おく底そこにあった死への恐きよう怖ふ、生への執しゆう着ちやくが浮うき彫ぼりになる。

　ヨキは恍こう惚こつとして走りつづけた。

　脳内で大量の興奮物質が分ぶん泌ぴつされている。疲つかれは感じない。

　走り、走り、走り、撃うつ。

　撃うつ瞬しゆん間かん、全てがスローにみえた。ヤツメ人間の首すじ。先ほどレーゼルが熱したため、皮ひ膚ふがよれている場所。そこを狙ねらい、命中させる。しかし血が滲にじむだけ。構造的な強度がある。

　やがて足が止まる。どんなに脳が興奮していても、肉体には限界がある。

　ヨキは泥どろに足を取られて倒たおれこむ。意識は前にいこうとする。もっと前へ。けれど体はついてこない。泥どろにまみれて、もう動けない。すぐそこまでヤツメ人間が迫せまっている。投げだした足をつかまれそうになった。そのとき。

　場ば違ちがいなアラーム音が鳴なり響ひびいた。朝、目を覚ますときに使う電子音。

　レーゼルだ。手に持った携けい帯たい端たん末まつでアラーム音を鳴らしている。そしてそれを遠くに放り投げた。するとどうだろう。ヤツメ人間はヨキから離はなれ、投げられた携けい帯たい端たん末まつにむかっていく。

　ほどなくして茂しげみから機械が嚙かみ砕くだかれる音が聞こえてくる。

　何が起きたのだろうか。

　口元に人差し指をあてるレーゼル。それをみて、ヨキは理解する。

　音だ。

　冷静に考えればわかることだった。ヤツメ人間の目は未発達で、視力はないと推測される。では、どうやってこちらを追つい跡せきしてきたのか。それは動くものが出す音。そしてその追つい跡せき順位は音の大きさで決められていたのだ。

　端たん末まつが破は壊かいされ、アラーム音が停止する。

　ヤツメ人間が背筋と首を伸のばし、辺りをうかがっている。

　音を立ててはいけない。

　ヨキとレーゼルは動きを止める。呼吸も、できる限り小さく。

　このままどこかにいってくれ。そう願いながら待つ。しかしヤツメ人間は落ち着きなく辺りを徘はい徊かいし、一向に立ち去ろうとしない。その場で唸うなったり、首を振ふったりしている。そのうち肩かたのあたりを気にしはじめる。どうやら、ヨキが撃うった箇か所しよに傷ができたようだ。少量の血が流れている。ヤツメ人間はその血をしきりに啜すすっていた。自分の血を舐なめて奇き声せいをあげている。血が好きで、恐おそろしく知能が低い。そして狂きよう暴ぼうで頑がん丈じようだ。

　静止した時間が流れる。

　じっとりとした汗あせが、頰ほおからあごにかけて流れてゆく。

　少し離はなれたところに、いつの間にか狼おおかみがいて、こちらの様子をうかがっている。人間の頭とう髪はつを持つ個体だ。ヤツメ人間が二人を襲おそって殺すのを待っているのかもしれない。生態系のなかには必ず、食べ残しを漁あさるものがいる。

　ヨキは、ヤツメ人間が狼おおかみに襲おそいかかることを期待する。しかし狼おおかみも事情をわかっているようで、近づいてくる気配はない。

　状じよう況きようはよくない。しかし手立てがないわけではない。

　ヨキはほんの少しずつ移動を始める。音を立てないよう、手で枝や草をわけてから体の位置を動かす。呼吸も乱れてはいけない。気の遠くなるような作業。すべて、風が木々を揺ゆらすよりも小さな音の動作でしなければいけない。レーゼルをみれば、彼かれもさっきより一歩分、ヤツメ人間から遠ざかっている。考えることは同じだ。

　少しずつ、少しずつ。まずは転てん倒とうした体勢から立ちあがることに成功する。そして視線をヤツメ人間に残したまま、ゆっくりと後退しようとする。そのとき。

　ヤツメ人間が急に顔をこちらにむけた。ヨキはまだ足を踏ふみだしておらず、音は立てていない。しかしヤツメ人間はたしかな意思を持って、赤い口をヨキにむけている。

　なぜ。

　ヨキはその答えにたどりつく。レーゼルもわかったらしく、頰ほおを指さしている。ヨキの頰ほおからは血が流れている。さっき逃にげているときに草で切った傷だ。

　ヤツメ人間は血の匂においに反応したのだ。嗅きゆう覚かくという単純な答え。視力がないゆえに聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくが鋭えい敏びん。しかし答えさえわかればそれほど怖こわくない。

　ヨキは素す早ばやく銃じゆう口こうに消音機を装着し、離はなれたところにいる狼おおかみを撃うった。何発も、何発も。あちらが風上だから、より鮮せん烈れつに血の匂においを感じられるだろう。

　ヤツメ人間は踊おどり狂くるうように狼おおかみの方へと走りだし、奇き声せいをあげながら血をすすりはじめる。

　痙けい攣れんする狼おおかみの手足。

　ヨキは狙ねらい通りに事が運んだ喜びを抑おさえ、警けい戒かいしながらその場を後にした。




　　　◇




　蔦つたに覆おおわれた建造物の残ざん骸がいがあちらこちらにみられるようになってきた。かつては堅けん牢ろうな建物だったのだろうが、今では植物の根や風雨によって侵しん食しよくされている。それらの遺物は、ヨキたちがエスレヘムの中心地に足を踏ふみ入いれたことを物語っていた。

　ケンペスの塔とう跡あとへの接近、旅の終着点の予感。

　ヤツメ人間と遭そう遇ぐうする回数も増えた。群れはつくっておらず、単独で徘はい徊かいしている。行動パターンが単純なため、注意さえ払はらっていれば、やり過ごすことができた。しかし歩みは遅おそくなる。天候も過か酷こくだった。嵐あらしの次に、灼やけつくような晴天がくる。食料は、食用可能と思われる草や菌きん類るいでまかなった。生態系が謎なぞに包まれているため、動物は食べなかった。それでも腹を下すことは多々あり、ヨキもレーゼルも日に日にやつれていく。それでも歩みは止めない。

　夜、二人は見晴らしのいい丘きゆう陵りように野営地をつくった。たき火をしながら、倒とう木ぼくを椅い子すにして座すわる。

「いい旅だな。これぞ未み踏とう地域って感じだ。懐なつかしく、そして心ここ地ちいい疲つかれだ」

　レーゼルは満ち足りた顔をしている。

　ヨキは自分の伸のびた髪かみをさわり、この旅の長さを感じる。

「一いつ緒しよに調査官をやっていたら、俺おれたち、けっこううまくいっていたかもな」

　レーゼルはそう言い残すと、睡すい眠みんをとるため、テントのなかに入っていく。

「そんなわけないだろ」

　ヨキは焚たき火びに乾かわいた枝をくべながらつぶやいた。

　たしかにいい旅だった。レーゼルの知識や経験に助けられたし、難局を乗りきった充じゆう実じつ感もある。最後にモノリスを発見することができたら、それは最高の瞬しゆん間かんになるだろう。

　偉い大だいなる発見と感動。しかし、それだけが全てではない。心の底から感動を分かちあえるパートナーが隣となりにいて欲ほしい。そしてそれは、決してレーゼルではない。

　ヨキは、空をみあげる。

　銀の絵の具をまき散らしたような、星月夜。

　いつの日だったか、こんな空の下で、シュカと一いつ緒しよに野営をした。

　シュカが満天の空の下にたたずむ姿も、炎ほのおに照らされる横顔も、鮮せん明めいに覚えている。

　未み踏とう地域を探たん索さくするのなら、隣となりにいるのはシュカであって欲ほしかった。狼おおかみの遠とお吠ぼえを聞きながら不安な夜を過ごすのも、突とつ然ぜんの雷らい雨うにうたれるのも、全てシュカと一いつ緒しよにしたかった。

　ダメ上司扱あつかいして、上司を守るのが部下の仕事だなんていっていた。でも、本当はいつもシュカに助けられていた。こんなことになるのであれば、もっと素す直なおに伝えていればよかった。いつも心の底では感謝していること。他の上司の下では働きたくないと思っていること。全部伝えておけばよかった。満天の空の下にたたずむ姿が、哀かなしくなるほど美しかったことも。

　大きく息をつき、端たん末まつを起動する。セントラルのネットワークには繫つながらないが、オフラインの機能は生きている。ヨキは過去の調査で撮さつ影えいした画像を順に表示していく。被ひ写しや体たいは調査対象やその周辺だが、多くの画像にシュカが見切れていたり、ピースサインをしながら写りこんでいる。いつも一いつ緒しよにいたから。

「先せん輩ぱい、食べてばかりじゃないですか」

　画像のなかのシュカはだいたい口に物を入れているか、おちゃらけて変な顔をしている。

「美人が台なしですよ」

　ヨキはシュカの写った画像が表示されるたびに手を止める。

「先せん輩ぱい、僕ぼくがいなくて大だい丈じよう夫ぶですか。うるさい後こう輩はいがいなくなって、だらけきって遊んでいるんでしょうけど、たまには真面目なこともしないといけませんよ」

　オフィスの画像が表示される。シュカは撮とられたことに驚おどろいた顔をしている。珍めずらしく仕事をしていたから、ヨキがたわむれに撮とったのだ。

「仕事中に甘あまいものをずっと食べつづける癖くせはなおしたほうがいいですよ。この前も虫歯になって、痛い痛いと泣いていたじゃないですか」

　ヨキはそこで端たん末まつを切った。手が震ふるえてしまって、それ以上操作できなかった。

「先せん輩ぱい、どうやら僕ぼくはあまり大だい丈じよう夫ぶではないみたいです」

　辺りは原始の闇やみに沈しずんでいる。静せい寂じやくのなか、乾かわいた枝のはぜる音。

　ゆらめく炎ほのおをみながら、ありし日を想おもう。

　しばらくして、ヨキは自分が涙なみだを流していることに気がついた。
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　煉れん瓦が状の金属が、地面に落ちていた。離はなれていると黒にしかみえないが、近づいてみれば深い緑色だとわかる。人の手によりカットされたことが明白な断面。歩いているうちに、その煉れん瓦が状の金属はどんどん増えていく。

「かつて道だったものだろうな」

　レーゼルがいう。

　エスレヘムの中心へ近づくにつれ、それは形をあらわしていく。土に埋うもれていたり、隙すき間まから草木が生えて平らではなくなっているが、間ま違ちがいなくそれは道だった。軍用に舗ほ装そうされていたようで、真っすぐつづいている。そしてその先に、ついに塔とうがみえた。

　聳そびえ立たつ黒い円柱の塔とう。その頂は雲に隠かくれてみえない。まるで空を支える柱だ。

「二千年前に滅ほろびたんじゃないのか？」

　ヨキは驚おどろきと共に問いかける。しかし隣となりから返答はない。みれば、レーゼルも驚きよう愕がくの表情をしている。彼かれのうろたえた顔をみるのは初めてだった。

「ありえない。ありえないぞ」

「ケンペスの塔とうがきっかけでセントラルはエスレヘム文明を滅ほろぼしたんだろ？」

「ああ」

「だったらなぜ残っている」

「わからない。だが、そんなはずはない。閉へい架かデータベースの資料でもみた。塔とうは完全に破は壊かいされていたし、瓦が礫れきが山のように積みあがった映像記録もあった。どういうことなんだ」

　ヨキの口からは、いつもの「とりあえずいってみるか」という楽観的な言葉は出てこない。あまりにスケールが大きすぎて、とりあえず、という範はん疇ちゆうにおさまらない。二千年という時間。頂のみえない塔とう。滅ほろんだ文明。それらは個人の許容量を超こえていた。

　それでもヨキは小さなことから解き明かそうとする。

「よく考えてみれば、これ、変じゃないかな」

　ヨキは道を舗ほ装そうしていた金属ブロックを拾いあげる。

「二千年前のものなのに、あまりに断面が綺き麗れいすぎる」

　地面の隆りゆう起きによって道はがたがたで、土もかぶり、まさに遺い跡せきといった風ふ情ぜい。しかし金属ブロックの一つ一つをみれば、欠けたところがまったくない。風化していないのだ。

　ヨキはブロックを地面に置き、ナイフを振ふり下ろす。鈍にぶい音を立て、表面に傷がつく。ヨキは拡大鏡を使ってその傷を観察した。

　微かすかではあるが、傷の断面が波打っている。

「元に戻もどろうとしているみたいだ」

「形状記き憶おく、もしくは自動生成か」

「この技術がケンペスの塔とうにも使われていたんだ」

　悠ゆう久きゆうともいえる長い時間をかけ、ゆっくりと再生し、雲を抜ぬける高さに達した。

「天てつ辺ぺんまでは完成していない可能性もあるな」

「いずれにせよ、いくしかない。ここまできたのなら」

　市街地跡あとにはほとんどなにも残っておらず、自然の力が文明に勝っていた。大型建造物の跡あとらしきものが遺っていたが、それも森の一部となっている。自己再生技術が使われているのは軍用道路のブロックと、ケンペスの塔とうだけのようだった。

　塔とうの足元まできたところで雰ふん囲い気きが一変する。自然は消え去り、深緑の金属ブロックが整然と敷しき詰つめられている。まるで忘れ去られた神しん殿でんさながらの厳げん粛しゆくなたたずまい。

　森のなかに突とつ如じよとしてあらわれた巨きよ大だい人工物。その異様さに圧あつ倒とうされる。人の気配も、稼か動どうしている様子もない。ただそこにある。忘れ去られたハイテクノロジーの集積。それはまるで、突とつ如じよとして人が消失した大都市を思わせる。

　忘ぼう却きやくされた歴史の孤こ独どくを感じながら歩く。

　塔とうの正面まできたところで、重々しいドアがスライドして開く。

「誰だれかいるってわけじゃないよな」レーゼルがいう。

「センサーじゃないかな。それも復元されてるんだろ」

　二人はライトを点つけ、さらに念のため銃じゆうを抜ぬく。

　ライトの光は闇やみに吸いこまれる。

「入ってみるか？」

「ああ」

　ヨキは警けい戒かいしながら、塔とう内へと足を踏ふみ入いれる。

　なかは空っぽだった。まるで大空くう洞どうのような、空くう虚きよな空間。黒い壁かべと床ゆかだけがある。それは軍事基地というより、巨きよ大だいな墓所のように思えた。

　かつては多くの人が出入りし、様々な設備があったのだろう。しかし自己修復が備わっていたのは建物だけだったようで、器うつわだけが寂さびしさと共に残っている。役目もなく、帰ってくるものもいないのに、そこにありつづける、がらんどうの塔とう。

　しかし、感じたのは空くう虚きよさや寂せき寥りよう感だけではない。

　圧あつ倒とう的てきな存在感。

　塔とうに入った瞬しゆん間かんから、脳を押おすような感覚が襲おそってくる。物理的なものではない。生命が感じる、根源的な力の波動。

「俺おれはこの感覚を、二度、味わったことがある」

　レーゼルがいう。

「そして今回のが一番でかい。間ま違ちがいない、モノリスだ。上にある」

　レーゼルの瞳ひとみが獰どう猛もうな獣けもののようにぎらついた。

　ヨキはライトの光量をあげる。

　二人は壁かべに手をつきながら暗くら闇やみのなかを歩く。入ってすぐの広大なホールを抜ぬけ、廊ろう下かに出る。歩いた位置の計測や、建物内の形状の記き憶おくは、手持ちの端たん末まつがやってくれる。端たん末まつの予測によると、どうやら廊ろう下かは円えん環かんになっていて、左右に小さな部屋がいくつもあるようだった。しかし、さすがに全ての部屋を探たん索さくするわけにはいかない。モノリスは上にある。その感覚を信じて、上へとのぼる階段を探す。

「モノリスは一つなのかな」

　ヨキはふとした疑問を口にする。レーゼルが暗くら闇やみに目をこらしながらこたえる。

「いや、俺おれは複数あると考えている。周囲に焼きついた文字の形が違ちがっている。世界のどこかにいくつかあって、点々と移動しているというのが俺おれの仮説だ。移動方法はわからない。モノリス自体が動いているのか、誰だれかが運んでいるのか。そして移動は場所的なものだけでなく、時間的な移動も含ふくまれているかもしれない。そして複数あるうちの一つが、ここにある」

　モノリスは何のために存在するのか。

　どうやって発生したのか。

　モノリス自身に意思はあるのか。

　湧わきあがる疑問を胸に、ヨキはこの滅ほろんだ文明の墓標ともよべる塔とうのなかを歩いた。

　モノリスは本当に人類の起源に関係しているのだろうか。生物進化を促うながす特とく殊しゆな物質だと推測していたが、もしかしたら、もっと別ななにかかもしれない。塔とうに入ってから感じているモノリスの存在はあまりに異質で、邪じや悪あくさすら孕はらんでいるように思えた。

「この装置、動いているんじゃないか？」

　レーゼルが小さな箱のような部屋をみつける。刻まれている文字は読めないが、上向きの矢印と下向きの矢印がある。自動の昇しよう降こう機だ。

「どこに連れていかれるかわからないが、いくか？」

「いくしかない」

　昇しよう降こう機は起動した。振しん動どうや重力加速は感じない。長いあいだ使用されていない、整備する人間もいない装置がスムーズに動く。そこにはある種の不気味さがあった。

　しばらくのぼったところで昇しよう降こう機は停とまる。最上階までいけるわけではないらしい。軍事施し設せつだっただけあり、侵しん入にゆう者を想定しているのだろう。一番上には偉えらい人がいる、もしくは、大事なものがあるというのがセオリーで、それを守るため、あえて複雑な設計をする。

　昇しよう降こう機のドアが開く瞬しゆん間かんは緊きん張ちようした。なにが待ち受けているかわからない。

　ヨキはライトと銃じゆうを交差させる格好でかまえ、その瞬しゆん間かんに備える。しかし扉とびらが開いた先にみえたものは、同じようにつづく回かい廊ろうと暗くら闇やみだけだった。

　そのフロアに昇しよう降こう機はなく、代わりに階段があった。その階段もまた途と中ちゆうで終わっていた。再び、上にいくための手段を探す。

　暗くら闇やみのなかでの探たん索さくはひどく消しよう耗もうした。黒い視界が想像力をかき立てる。エスレヘムの亡ぼう霊れいたちが、暗がりから襲おそってくる。そんなことばかり考えてしまう。

　終わりのない迷めい宮きゆうと恐きよう怖ふ。消しよう耗もうしながら塔とうをのぼりつづけた。

　汗あせをぬぐい、ヨキは端たん末まつで現在の高度を確かく認にんする。いつのまにか雲を抜ぬけていた。

「これが最後だろうな」

　レーゼルが昇しよう降こう機をみつける。今までのものよりつくりが厳おごそかだ。頭上からはモノリスの存在を強きよう烈れつに感じる。遺伝子の奥おく底そこに刻きざみこまれたモノリスへの恐きよう怖ふ、畏い敬けいの念。そういったものが体内から湧わきあがってくる。人の意思を超ちよう越えつした、原初の力が働いている。

　恐こわい。しかし強く惹ひきつけられる。

　炎ほのおに飛とびこむ羽虫のように、ヨキは昇しよう降こう機に乗のりこんだ。

　モノリスとの邂かい逅こうはなにをもたらすだろうか。人類の起源を知ることができるだろうか。それとも、もっと別のなにかだろうか。ヨキはめまぐるしく考えを巡めぐらせる。しかし扉とびらが開いた瞬しゆん間かん、その油断を後こう悔かいした。

　扉とびらのむこうの広大な空間を、無数のヤツメ人間が埋うめ尽つくしていたのだ。うつむきながらゆらゆらと立っていたが、昇しよう降こう機の扉とびらが開く音に気づき、いっせいにこちらをむく。

　どうする。

　ヨキは反射的に状じよう況きよう把は握あくにつとめる。大量のヤツメ人間、そのむこうに仰ぎよう々ぎようしい階段がみえる。おそらくモノリスはその先にある。しかしヤツメ人間がいる。昇しよう降こう機を閉じ、逃にげるか。いや、あいつらは音よりも血の匂においに反応する。

　まずい。

　ヨキはナイフを抜ぬき、レーゼルに向き直る。しかしヨキよりも早く、レーゼルのナイフが肩かたから腹にかけて走っていた。ヨキの胴どう体たいが血に染まる。

「悪いな」

　レーゼルは半笑いでいう。

「いっただろ。俺おれはお前を利用する。最後の最後まで役に立つ奴やつだったよ、お前は」

　ヨキに血を流させる。ヤツメ人間が囮おとりであるヨキに群がっているあいだに、このフロアを抜ぬけて、モノリスと対面する。レーゼルの考えは読めていた。しかし、紙かみ一ひと重え遅かった。

「ナイフを抜ぬくときは最初から相手を殺すつもりで抜ぬけ」

　レーゼルに首をつかまれ、フロアーに放りだされる。

　こういうやつだと最初からわかっていたのに。長い旅路のなかで、その強さに憧あこがれてしまった。自分と似ているところをみつけて親しみを感じてしまった。ヨキは流れでる血をみながら、自分の甘あまさを悔くいる。

　レーゼルがヤツメ人間のあいだをぬって走はしり抜ぬけていく。

　ヨキは体の力が抜ぬけて動けない。

　ヤツメ人間がヨキにむかって一歩踏ふみだす。そして、止まった。かと思うと、肩かたを震ふるわせはじめる。血の匂においに歓かん喜きしているのだ。

　もうだめだ。そう思った。誰だれかが助けてくれない限り、もう無理だ。でも誰だれが助けてくれるというのか。いつもフォローしてくれていた先せん輩ぱいはもういない。昇しよう降こう機からシュカが飛びだしてくることを期待するが、そんなことはあり得ない。

　死を意識する。そのとき脳のう裏りをよぎったのは大きな石板だった。黒い表面に金色の文字が刻まれている。幻げん覚かくかもしれない。けれどこれがモノリスだという確信があった。モノリスは人に特別な能力を与あたえる。しかしヨキが幻視のような光景のなかでモノリスと邂かい逅こうし、得たものといえば、普ふ段だんの思考力が戻もどってきたくらいのものだった。そしてそれで十分だった。

　あきらめない。

　ヨキは上着を脱ぬぎ、さらに深く、ナイフで自分の胴どう体たいを傷つけた。大量の血液。それを上着に吸わせ、重くなったところでヤツメ人間の群れの中心に投げ入れる。ヤツメ人間たちが血を吸った上着に群がる。まだ足りない。ヨキの体の血の匂においに反応している個体もいる。

　ポケットから旅の途と中ちゆうに集めた香草を取り出す。ヤツメ人間対策に、とびきり匂においのきついものを選んでおいた。それを体中にこすりつける。あまった香草をそこらじゅうにばら撒まき、移動を開始する。

　一匹ぴき、鼻のいい個体がむかってくる。ヨキは渾こん身しんの力でその一体を投げ飛ばす。そしてそいつにもう一枚、シャツに血を吸わせて投なげ与あたえてやる。血を浴びた個体にむかって、別の個体が襲おそいかかる。理性も同族意識もない。共とも喰ぐい。あたりは混こん沌とんとしてくる。

　さすがに血を失いすぎ、目まいがする。けれど足は進む。頭がふらつく、だからどうした。

　レーゼルの上がっていった階段をめざす。腰こしにさした銃じゆうだけは忘れない。

　待っていろよ、レーゼル。

　旅は終わった。ここから先はモノリスを巡めぐる奪うばいあいだ。

　冷れい徹てつな心も、超ちよう能力も必要ない。

　知ち恵えと、不ふ屈くつの心だけで十分だ。

　打ちのめしてやる。
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　ケンペスの塔とうはまだ再生の途と中ちゆうだった。

　階段の先にあったフロアは、空にむきだしになっていた。壁かべは形成途と中ちゆうで、風を防ぐほどの高さはあるが、場所によっては、腰こしの高さにも満たない。

　雲が晴れ、眼下に広がる風景がよくみえる。

　ヨキは久しぶりの太陽に目を細める。

　中心には祭さい壇だんがあった。しかし祀まつるべきものはなく、そこにはレーゼルが立っている。ヨキに背をむけ、指揮者のように腕うでをふりながら、唄うたっている。まるで大交響楽団を指揮しているかのようだ。

　ヨキは声をかける。

　振ふり返かえったレーゼルは、笑っていた。

　これがモノリスだ。

　そういわんばかりに、レーゼルが大きく口を開ける。つきだされたやけに赤い舌の上に、黒い石の欠片かけらがのっていた。表面には金色の文字が刻まれている。ヨキがイメージのなかでみたものの、その断だん片ぺんだ。

　レーゼルはそれを手に取ると、両手で掲かかげながらその場にうずくまった。まるで礼拝するかのように。そして肩かたを震ふるわせて泣いた。それは切に願い、祈いのり、長い年月の果てに悲願を達成できたものだけが流せる、歓かん喜きの涙なみだだった。

　やがて、ゆっくりとレーゼルが立ちあがる。

「ついにみつけた。今までは痕こん跡せきだけだった。それが実物として俺おれの手のなかにある。こんなことがあるか。こんな喜びが、こんな快感が。景色が違ちがってみえるようだ。俺おれは、世界を愛せるかもしれない」

　レーゼルはモノリスに頰ほおずりをする。

「モノリスの残ざん滓し程度のものでも、俺おれは人にん間げん離ばなれした能力を得ることができた。今度は実物、その欠片かけらだ。俺おれは新たな領域にいける。未知の領域だ」

「あんた、モノリスを自分のものにするつもりなのか」

　ヨキはいう。

　レーゼルはいまだ感動の涙なみだを流しながらこたえる。

「最初からそのつもりさ。かつて、モノリスを包んでいた布をみつけたときもそうだった。だがパートナーが、俺おれが隠いん匿とくしたことを上に報告した。だからそいつを殺した」

「監かん獄ごくで、あんたは知的好こう奇き心からモノリスを探しているといった。みつけるだけでいい、と」

「発見して、喜んで、終わり。知的好こう奇き心というのは、そんな安い結末で自分を納なつ得とくさせるためのチープな言葉だ。調査官の連中は好んで使うがな」

「哀あわれな人だ。あんなに強いのに、素す晴ばらしい旅ができるのに」

　ヨキは銃じゆうをかまえる。

「僕ぼくはあんたを打ちのめしてやろうと思っていた。いいように利用されたし、なによりシュカ先せん輩ぱいの仇かたきだ。けれど、もうそうじゃない」

「報復以外に俺おれに銃じゆうをむける理由はないだろう」

「仕事だ。未み踏とう地域での拾しゆう得とく物を確保する」

　ヨキはレーゼルの脇わき腹ばらを狙ねらい、撃うった。命中する。しかしレーゼルはわずかによろめいただけで表情一つ変えない。ヨキは射しや撃げきの姿勢を保ったまま、二発目をどこに撃うつか考える。

「今度はよく狙ねらえよ」

　レーゼルが自分の額を指さす。いいだろう、もうためらわない。ヨキは額めがけて、引き金をひいた。反動で体が痛み、傷口からは生温かい血があふれだす。

「みろ、これがモノリスの力だ」

　レーゼルの額に穴があき、血がにじむ。それでも、レーゼルは話すのをやめない。

「自己治ち癒ゆ能力の向上なのか、詳しよう細さいはまだわからん。ただ、銃じゆうやナイフではもう俺おれを殺せない。感じるんだよ。生まれて初めて、全能感というものを」

　穴から銃じゆう弾だんがおしだされ、床ゆかに落ちる。みるみるうちに皮ひ膚ふがふさがっていく。

「みろ、これでも俺おれは哀あわれか？　哀あわれなのはお前だろ。たいした能力も持たず、国家に使われるだけの小さな存在だ。なにも得るものがないのに、くだらない発見をしては喜んでいる」

「そうでもないさ」

　ヨキはいう。

「調査官だったとき、あんたも僕ぼくと同じ好こう奇き心を持っていた。だから、たくさんの発見をすることができた。そして満足していた。けれど、全てを知ることはできないと気づいた」

「そうだ。どれだけ願っても、歴史を解き明かすことはできない。世界の果てをみることはできない。調査官の小さな仕事に何の価値がある。全てを知りたいという願いの前では無価値だ」

「そうじゃない。無価値なんかじゃない。恐きよう怖ふしただけだ。全てを知りたいという願いの大きさに、自分の小ささに、怖おじ気けづいただけだ」

　巨きよ人じんの肩かたに乗れ。

　遠い昔、数多くの発見をした偉い大だいな学者の言葉。

「僕ぼくたちは今、たくさんのことを知っている。でもこれは、自分たちでみつけたことじゃない。過去の人たちが積み重ねた経験、知識、技術の上に立ってるんだ。そして、僕ぼくたちはそこにさらなる新しい発見を積み重ねる。そうやって人は色々なことを知ってきた。調査官が積み重ねる小さな発見は無む駄だでも無価値でもない。今度は僕ぼくたちの肩かたの上に新たな世代が乗るんだ。そしていつか、その集積が全てを解き明かす。全てを知ることになる。なのに、あんたはその結末を見届けられないからといって、自分の仕事を信じられなかった。恐きよう怖ふした。だからモノリスがくれる目先の結果に飛びついた。そして大道芸みたいな能力を得て、神様気取り。それが、レーゼルという男の真実だ。知ることの喜びを忘れ、発見することの偉い大だいさを忘れ、知を集積する尊さを貶おとしめ、己おのれが得たものを次の世代に渡わたす使命を放ほう棄きした。哀あわれだ。素す晴ばらしい調査官だったのに、自分を見失ってしまった」

　レーゼルのこめかみに血管が浮うきあがる。それは彼かれがみせる初めての怒いかりの表情だった。

「立派な演説をありがとう。来世では政治家になるといい」

　レーゼルが手をかざす。ヨキの持っていた銃じゆうが熱くなる。思わず手を離はなす。レーゼルはかざしていた手をヨキの顔面に定める。ヨキはすぐさま床ゆか板いたを持ちあげる。ケンペスの塔とうに使われている自己再生金属。その黒い床ゆか板いたは、少し温かくなる程度で、発火しない。

「やはり大道芸だ。生きものはみな、微び弱じやくな赤外線を発している。もし、その赤外線をコントロールし、強めることができれば、それは発火現象になる。あんたの能力の正体はそれだ。他の生きものより赤外線を多く発することができるだけ。この熱伝導の悪い自己再生金属の前では簡単に遮しや断だんされてしまう。まやかしだ。全能感が聞いてあきれる」

「調子に乗るなよ」

　レーゼルの姿がおぼろげになり、だんだんとみえなくなる。血を失いすぎ、ついに視界が霞かすみはじめたかと思ったがそうではない。

「俺おれの擬ぎ態たい化能力が、ちょっと顔を変えるくらいだと思ったか？　そうじゃない。周囲に溶とけこむことだってできる」

　ヨキは周囲を見回す。相手は死角から襲おそってくるはずだ。姿を探す。しかし空、壁かべ、床ゆか、祭さい壇だん以外にみえるものはない。しかし問題ない。持っていた床ゆか板いたを空中にむかって投げつける。床ゆか板いたが、なにかにあたって落ちる。額から血を流したレーゼルの姿があらわになる。

「姿がみえなくても平気だ。端たん末まつが生体反応のある場所を教えてくれる。超ちよう能力なんていらない。人類が積み重ねてきた技術で十分だ。次は空でも飛んでみるか？　でも、飛行機があれば誰だれだって飛べるんだ」

「うるさいやつだ」

　レーゼルがナイフを抜ぬく。

「能力がなくたって俺おれの方が上だってことを教えてやるよ」

　突とつ進しんとともに、ナイフを突きだしてくる。

　白はく刃じんがヨキの脇わき腹ばらに刺ささる。だからなんだ、と思う。もうとっくに穴だらけだ。今さら傷が一つ二つ増えたって大差ない。

　ヨキはレーゼルの肩かたをつかみフロアーのすみまで押おしていく。壁かべの生成が終わっていない、剝むきだしになっている場所にむかって。

「死にぞこないのくせに」

　レーゼルが抵てい抗こうする。しかしヨキは離はなさない。

「連つらなりなんだ。誰だれかの発見の上に、また誰だれかが発見を重ねる。誰だれかの発明を基に、また誰だれかが新たな発明をする。そうして歴史は解明され、技術は進歩する。お前は自分が生きているあいだにその恩おん恵けいを享きよう受じゆできないからといって、その一部になることを拒きよ絶ぜつした。でも、お前はそういった自分が否定した、知ち恵えの集積に、人の英知に負けるんだよ」

「ありふれた、調査官風ふ情ぜいが」

　レーゼルがナイフを抜ぬこうとする。それよりも早く、ヨキはレーゼルの顔面に頭ず突つきをくらわせる。

「モノリスも次の世代に繫つなぐべきものなんだ。これだけの現象を起こすものだ。僕ぼくが生きているうちにその原理は解明されないだろう。でも、だからなんだ。僕ぼくたちは大きな時間の流れの一部でしかないけど、次の世代と、次の次の世代とも力を合わせることができる。エウレカを積み重ねることができる。素す晴ばらしいことじゃないか。怖こわがる必要なんてない」

　見返りは求めない。

　富も地位も、他人からの賛美もいらない。

　ただエウレカを追い求める。

　その純じゆん粋すいさを。

　その価値を。

　その美しさを信じる。

「さようなら、誰だれよりも優ゆう秀しゆうだった調査官」

　ヨキはレーゼルを突つき落おとし、その場に崩くずれ落おちた。
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　壁かべ際ぎわまで這はってすすみ、塔とうの外に顔を出してみれば、遥はるか下に黒い点がみえた。

　飛び散ったレーゼルの破は片へんだ。しばらく放心しながら眺ながめていると、その広がった点が中央に集まりはじめる。やがて人型となり、移動をはじめた。

「噓うそだろ」

　ヨキはため息をつく。

　レーゼルは再生したのだ。この高度から落ちて、骨も粉々になり、肉も散り散りになってなお肉体を再形成した。そしてモノリスを持って逃にげている。移動速度は尋じん常じようではない。

　悪いことはそれだけではない。階段から床ゆかを這はう音がいくつも上がってくる。

「お前らかよ」

　ヤツメ人間だ。

　しかしなぜ今になってここにくるのか。血の匂においは下のフロアまで届いていないはずだ。

「まさか、そういうことなのか」

　ヤツメ人間の周囲に、虫が飛んでいる。人間と同じ眼球を持つ甲こう虫ちゆうだ。その眼めはヨキをとらえ、連動するようにヤツメ人間もしっかりとヨキの方をむいている。

　五感の外部化。そんな仮説が頭に浮うかぶ。目の発達しなかったヤツメ人間と、目の発達した甲こう虫ちゆうの共生関係。そんなことがあり得るだろうか。しかしそれについて考察をくわえることはできない。ヨキもさすがにあきらめていた。もう体が動かない。モノリスを取り返すことも、この場を切きり抜ぬけることも、それこそ超ちよう能力でもなければできっこない。これで終わり。後はこの旅を記録した端たん末まつを、将来、誰だれかがみつけてくれることを祈いのるだけ。そう思った、そのときだった。

　轟ごう音おんと共にヤツメ人間の頭部が吹ふき飛とんだ。

　階下から人のあがってくる足音。

「さっきさあ、水辺でこのヤツメウナギみたいな人間と遭そう遇ぐうしたんだよね。そしたら水面から顔を出していた魚がしゃべったんだ。なに言ってるかわからなかったけど、まるでこのヤツメ人間の代わりにしゃべったみたいだった。あの人間みたいな口でさ。そしたらここではヤツメ人間と眼球を持った甲こう虫ちゆうが一いつ緒しよに動いてる」

　あがってきたその人は、巨きよ大だいな銃火器を担かついでいる。

「ここの生態系ってさ、不思議だよね。まるで眼めが虫に移動して、口が魚に移動して、ヤツメ人間が残ったみたい。全にして個ってことなのかな。面おも白しろいね。視覚を外付けにするメリットなんてなさそうだけど。進化論も修正を迫せまられるかもね。ま、研究は学者に任せるとして、とにかく生き残って報告しないと」

　オートマティック拳けん銃じゆうで、甲こう虫ちゆうを次々に撃うち落おとしていく。

「なんでここにいるんですか」

　ヨキは感情を抑おさえてたずねる。それでも、ちょっと声が震ふるえて、裏返ってしまったかもしれない。情けない。けれどその人は全然気にしてなくて、涼すずしい顔でいう。

「部下を守るのが上司の仕事だからね」
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　　　◇




　シュカはフロアーにいたヤツメ人間を片づけると、ヨキの手当を始めた。肩かたにかけていた大きなカバンには、大小さまざまな銃じゆう火か器きと、医い療りよう用の器具が入っていた。消毒薬のキャップをあけ、大おお雑ざつ把ぱにヨキの体にふりかける。痛い。シュカは鼻はな唄うたを歌いながら、ガーゼで拭ふき取とったのち、縫ほう合ごうを始める。太い血管から的確に縫ぬいあわせていく。軍属にいたころは日常だったのだろう。迷いない手つきにヨキはひどく安心する。眠ねむってしまいそうなくらいだ。けれど、そんな場合じゃない。

「先せん輩ぱい、レーゼルがモノリスを持って逃にげてるんです。追いかけないと」

「後で何とかするよ。今は傷の手当てをする。でないと死んじゃうよ」

　何とかする。シュカがそういうと、本当に何とかなりそうな気持ちになる。何だってできる。つまり、頼たよれる上司ってこと。

「先せん輩ぱい、よくそんなもの担かついできましたね」

　ヤツメ人間の頭を吹ふき飛とばした銃じゆう火か器きが床ゆかに置かれている。銃じゆう身しんが大人の身長くらいある。

「それ、対戦車ライフルじゃないですか。地面に置いて三人くらいで運用するやつなのに、さっき、腰こしにかついで撃うってましたよね。どれだけ力あるんですか」

「力なんてないよ。服の下にパワードスーツつけてるだけ。ヨキは軍事オンチだな。もう腕わん力りよくの時代は終わったんだ。どれだけデバイスを使いこなせるか。それが現代の有用性だよ」

　シュカは輸血用のパックを携けい行こうしていた。チューブを伸のばし、ヨキの腕うでに繫つなぐ。

「そこで休んでなよ。ちゃちゃっと片づけちゃうからさ」

　ヨキの手当を終え、次に、カバンのなかから細い銃じゆう身しんを取りだし、組み立てはじめる。ヨキでもわかる。スナイパーライフルだ。

「たしかにレーゼルの移動速度は人間のそれじゃないね。でも、こっちは高所にいるんだ。地上までの角度を考えたら、レーゼルの走った距きよ離りなんてちっぽけなものだよ。銃じゆう身しんを少し起こすだけで狙ねらいは追いつく。超ちよう長ちょう距きょ離り射しゃ撃げきは可能だよ」

　シュカはかがみこみ、壁かべのないところから眼下に広がる景色を眺ながめる。レーゼルが逃にげた方向に目を凝こらしている。狙そ撃げき手の目つきと呼ぶには、やや涼すずしい。

「ここならいけるね」

　床ゆかに腹ばいになり、銃じゆうをかまえ、スコープをのぞきこむ。銃じゆう身しんが塔とうの外にはみだし、下方向に傾けい斜しやする。レーゼルの姿は、肉眼では確かく認にんできない。目にみえるのは、秘境とも呼べる広大な景色だけ。森と、渓けい谷こくと、苔こけの生むした遺い跡せき群。けれど人の知ち恵えはそんなスケールのなかでも、レーゼルの位置を正確に知らせてくれる。

　ヨキは端たん末まつを操作する。辺り一帯の熱反応表示。そのなかに高速で動く人型の熱量がある。

「レーゼルの座標、わかりますよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。このライフルにもソフトが入ってるし」

「ここからあてられるんですか？」

「空気抵てい抗こうは弾だん道どう制せい御ぎよソフトが勝手にやってくれるし、振しん動どうによるぶれも修正される。オンラインで軍のシステムと繫つながっているから、どんなソフトでもリアルタイムでダウンロードできる。今は圏けん外がいだけど、すでに入っているソフトで十分さ。誰だれでもあてられるよ。状じよう況きように応じて、プログラムを選せん択たくすればいいんだ」

　気楽な感じでいうけれど、やってみると難しいのだろうな、と思う。事実、引き金をひく段になると、シュカは集中してしゃべらなくなった。

　肌はだに刺ささるような緊きん張ちよう感。周囲の温度が低くなる。

　沈ちん黙もくを切きり裂さく音。

　薬きょうが排はい出しゆつされ、フロアーに転がる。

　ヨキは端たん末まつで、高速で動いていた熱量の停止を確かく認にんする。

「すごいですね。ほんとにあたるんですね」

「いや、だめみたいだな」

　レーゼルの熱反応が停止していたのは短いあいだで、すぐに動きだす。

「間ま違ちがいなく命中させたんだけどな。なんなの、あいつ」

「再生能力を手に入れたんですよ」

「ふうん。じゃあ、足を狙ねらったのは失敗だったな。今度は手加減なしだ」

　間かん髪はつ入れず、立てつづけにスナイパーライフルが音を立てる。

　薬きょうが落ちる金属音。次じ弾だんが素す早ばやく装そう塡てんされ、また発射される。早わざだ。しかし、レーゼルは数秒はその場にとどまるものの、一向に移動をやめる気配はない。

「最後の一発は脳のう漿しようを炸さく裂れつさせてやったのにな。くそう」

「この高さから落ちて、内臓を全部ぶちまけても再生しましたから」

「なるほどね」

　それならそれでやりようはある、とシュカはいう。

「怪け我がしてるとこ悪いんだけどさ、カバンから弾たまを取って欲ほしいんだ」

　数字の羅ら列れつをいわれ、ヨキは手元のカバンからその品番が印字された銃じゆう弾だんをいくつか取り出し、シュカに投なげ渡わたした。少なくとも外見は、今までと特に変わらない銃じゆう弾だんだった。

「巨きよ大だいな生物ってさ、銃じゆう弾だんを一発二発撃うち込こまれても平気なんだよね。ちょっとくらい体の組織が傷ついたって、スケールが大きいから動き続けられる。人が針で刺さされたくらいで死なないのと同じ。そんな生き物を手持ちの装備で鎮ちん圧あつするための銃じゆう弾だんがこれ。まあ、みてなよ」

　シュカが弾だん倉そうに装そう塡てんし、狙ねらいすましてから、一発、発射する。レーゼルの動きが止まる。数秒して、またもや動きだす。ヨキは落らく胆たんするが、端たん末まつをみながら首をかしげる。レーゼルの移動速度が、さっきよりも格段に遅おそい。

「どういうことですか？」

「弾だん丸がんのなかに流体金属が入ってるんだ。生物の体内に入ったところで炸さく裂れつする。流体金属が流れだし、なかで固まっていく。これがよくできていてね、筋きん繊せん維いに浸しん透とうして、血管に入ったところで固まるように調節されているんだ。関節部分が金属化したり、血液の流れがせき止められたりして動けなくなるって寸法だよ。レーゼルがいくら再生できるとはいっても、体内に入った金属を消すことはできない。体組織に絡からまって固まるから、外げ科か手術でも剝はく離りは困難だ。そして効果はあったみたいだね。じゃあ、とりあえず四し肢しに撃うちこんどこうか」

　レーゼルの熱反応が、ついにその場から動かなくなる。

「さて、モノリスを回収しにいこう。王様の行進みたいに、ゆっくりとね」

　ヨキはシュカに肩かたを担かつがれながら塔とうをくだった。それでものぼってくるときより早かった。一度きた道はすべて端たん末まつに記録されている。誘ゆう導どうに従うだけだ。

　外に出てから、何体かのヤツメ人間に遭そう遇ぐうした。襲おそってくる個体は、シュカが対戦車ライフルで撃げき破はした。隣となりにいると轟ごう音おんで鼓こ膜まくが破れそうだった。水辺にいたヤツメ人間を撃げき破はしたとき、水中から顔を出していた魚が何か言った。まるでヤツメ人間の断だん末まつ魔まの言葉を代弁したかのようだった。共生関係なのか、同じ生物の機能が外部化したのか、疑問は尽つきない。

「あれ、何ていったと思う？」

「わかりませんね。エスレヘムの言葉なのか、それとも独自のものなのか。録音しましたから、後で解かい析せきしてみましょう」

　未み踏とう地域で、手負いの状態。けれどヨキに不安はない。シュカが一いつ緒しよにいるだけで、ピクニック気分になれる。

「なんかさ、レーゼルの体温が低くなったり高くなったりしてるよ。なにやってんだろ？」

「わかんないですね。まあ、いってみましょうよ」

　ヨキはシュカに感謝する。この人がいてくれたら、どんなことがあっても大だい丈じよう夫ぶだ。乗り切れる。依い存ぞんしているわけじゃない。励はげまされる、勇気がわいてくる。

「なんだかお腹なか減ったな。次は食事の美お味いしいところにいきたいね」

「気が早いですね。まだ終わってないですよ」

「そうなんだけどさ。いや、やっぱり終わっているよ。ほら」

　レーゼルの熱反応がある座標にたどりつく。

　様子がおかしい。他は緑の草が生おい茂しげっているのに、その周囲だけ、赤く、毒々しい花が咲さき乱みだれている。何らかの影えい響きようが出たとしか思えない。そしてその赤い花の中心にいるレーゼルも、一見して、それが人間とはわからない姿に変容していた。

「これ、だよね」

「ええ。先せん輩ぱいが狙そ撃げきした対象です。あれ以来、移動していませんから」

「さなぎ？」

「まあ、繭まゆに包まれているようにみえますね」

　透とう過か性の繭まゆ。

　ドーム型の形状、そのなかで一体の、人間サイズの生物がうごめいている。顔面から首とおぼしき場所にかけて大小様々な目がある。ヨキがのぞきこむ。無数の目がぎょろっとみつめ返す。どこか恨うらめしそうだ。皮ひ膚ふはなく、肉が剝むきだしになった状態。形状を変えようとするように繊せん維いが胎たい動どうしている。数えてみれば、手足らしきものが七本あった。もう人間じゃない。

「全部こいつのしわざなのかな」

　シュカが赤い花を足でかきわける。そこにモノリスの欠片かけらがあった。

「もうすぐ応おう援えんがくるから、それまで放っておこう」

「そうですね。下手に触さわるとなにが起きるかわかりませんから」

「それにしてもこの繭まゆ、頑がん丈じようそうだね」

　シュカがおもむろに銃じゆうを取りだし、撃うつ。なにやってるんですかとヨキがとがめる間もなく、銃じゆう弾だんは繭まゆにあたり、はじき返されて地面に落ちた。

「防ぼう御ぎよするためにこんな状態になったのかな。生物のなかにはそういうの、いるよね。食べるものがなかったり気温が下がったりすると、形態変化して生きのびるやつ」

　銃じゆうで撃うたれたのが気にくわないのか、繭まゆのなか、人の形を失ったレーゼルが抗こう議ぎするように手足らしきものを動かす。しかし動作は緩かん慢まんで、力もなさそうだ。

「防衛本能ですか。でも、これは生きものとしての能力というよりも、在り方そのものが置おき換かわっているようにみえますけどね。レーゼルとしての意識や記き憶おくが保たれているのか、それすら不明です」

　ヨキは地面に落ちた黒い石板の欠片かけらをみつめる。シュカは悪戯いたずらっぽく笑っていう。

「念願のモノリスだよ。拾わなくていいの？　別に自分のものにしてもいいよ。私、黙だまってるからさ」

「何いってるんですか」

　ヨキはいう。

「欲ほしいなんて思いませんよ。ただ知りたいだけです。これが何なのか、どういう影えい響きようを人に及およぼすのか。もともと存在するものなのか。それとも誰だれかがつくったのか」

　ヨキは立っているのがつらくなり、座すわろうとする。傷口を気にしながら、シュカがゆっくりと肩かたからおろしてくれる。

　風が頰ほおをなぜてゆく。エスレヘムの風だ。それは木々をゆらし、わずかに残った人工の造形物を風化させ、どこまでも吹ふき抜ぬける。遥はるか昔、エスレヘムの人々も同じ風を感じただろうか。

「やあ」

　ヨキはたわむれに、レーゼルだったものに手を振ふってみる。繭まゆのなかに入った肉にく塊かいが、まるで挨あい拶さつを返すかのように、無数の目をしばたかせる。なかなか可愛かわいらしいやつだ。ヨキがいうと、「全然カワイクないよ！」とシュカがいう。

　レーゼルだったものの姿はなんだか滑こつ稽けいで、あの殺さつ伐ばつとして渇かわいた雰ふん囲い気きはみじんも残っていない。彼かれにとって、こうなることは良かったのかもしれない。

「僕ぼくが遺い跡せきを好きなのは、人類最後の一人みたいな気分になれるからです。まるでタイムスリップして、人のいなくなった世界を歩いているような」

　ヨキはいう。

「レーゼルの気持ち、少しわかるんです。僕ぼくも人類の起源が知りたくて、でも本当は起源だけじゃなくて最後も知りたくて、でもそれを知ることはできない。そう考えるとたまに寂さびしい気持ちになります」

「誰だれでも映画は最初から最後までみたいものだからね」

　隣となりに座すわったシュカがいう。

「でも、みられないんですよね、これだけは」

　それでもいい、次の世代に繫つながっていくから、とヨキはいう。それはレーゼルに語ったのと同じ、自分なりに導きだした答えのようなもの。しかし、シュカはそれにまったく感心した様子もなく、「そうでもないさ」という。

「いつかエンドロールまでみられるよ」

　シュカはいう。

「そうですか？」

「それだけ強く願って、祈いのってるんだ。叶かなわないはずがないよ」

「根こん拠きよに乏とぼしいですね」

「おまけに無責任だよ」

　シュカは遠くを眺ながめながら笑っている。

「まあ、いいじゃないか、あきらめるのはまだ早いって。歩ける限り、いけるところまでいってみようよ。もしかしたら世界の果てだってみられるかもしれない」

「世界の果てですか。どんなところでしょうかね」

「なんだっていいさ」

　シュカはいう。

「天国でも地じ獄ごくでも、そこにいければ嬉うれしいはずだよ。私たちはいつだってどこかにいきたいんだから」

「そうですね、その通りです」

　答えながら、ヨキの体は地面に倒たおれてゆく。なんだか頭がひどくぼんやりする。まぶたが重くて、目を開けていられない。

「少し眠ねむるといいよ。長い旅で、疲れてるんだ」

　シュカの優やさしい声。

　ヨキはそのまま意識を手放した。




　　　◇




　中央調査局のある官庁街。そこから少し離はなれたところに、風変わりなカフェがある。時計は手動のぜんまい式で、本ほん棚だなと本が置かれ、照明には電球が使われている。全てがデジタル化されたセントラルにおいては、いずれも一体どこで手に入れてくるのかわからない代しろ物ものばかり。客としてやってくるのは、古いものの不自由さを楽しみ、忘れ去られたものに愛着を感じる人たちだけだ。そして今、その店には二人の客がいて、むかいあって座すわっている。

　ヨキとシュカだ。

「明日から現場復帰するんだってね。よかったの？」

「ええ。もう傷もふさがってますし」

「内勤に転属することもできたはずだけど」

　調査において負傷した場合、必ず配属希望面談が行われる。そこで内勤を希望すれば、局内での事務仕事に従事することができる。

「僕ぼくはいつだって、現場にいたいんです」

　それはヨキの変わらぬ思い。

「先せん輩ぱいこそ大だい丈じよう夫ぶなんですか？　病院に通ってるって、同どう僚りようから聞きましたよ」

　エスレヘムから戻もどって以来、シュカが数日おきに時間休を取得し病院に足を運んでいる。そんな話を他の調査官から聞かされ、ヨキは心配していた。

「今だからいうけどさ」

　シュカはのん気な口調でいう。

「あのとき、死んでたんだよね」

「え？」

「ロア監かん獄ごくでレーゼルに落とされたとき。さすがにあの高さは助からないよ」

　シュカがいうには、五点着地を試みたらしい。しかし衝しよう撃げきを受けきれず、足首が砕くだけ、体を地面に打ちつけ、肋ろつ骨こつが皮ひ膚ふをつきやぶって飛びだしたのをみた記き憶おくがあるという。

「その後でさ、自分がすごく暗いところにいることに気づいたんだ。眠ねむっているような感覚かな。それよりも静かだった気もするけど。とにかく心ここ地ちよくて、ずっとそこにいたいように思えた。でも急に光がみえたんだよね。よくみたら暗くら闇やみのなかに石板があってそこに刻まれている金色の文字が光ってるんだ」

「それ、モノリスですよ」

「そうなんだよ。本当に存在したんだって、早くヨキにも知らせてあげなきゃって思ったら、目が覚めたんだ。地面に倒たおれてて、怪け我がもまったくしてないんだ」

「モノリスが先せん輩ぱいに干かん渉しようしたんでしょうか」

「私はそう推測してる。だから病院に通って検査を受けていたというわけ。レーゼルはモノリスのおかげで人じゃなくなったわけだし」

「結果は？」

「普ふ通つうの人間で、いたって健康。超ちよう能力もなし」

「よかったですね。しかし、モノリスというものがまたわからなくなりました」

　モノリスは進化を促うながす触しよく媒ばいのような働きをするというのがヨキの仮説だった。しかし今回、モノリスはシュカを癒いやし、レーゼルを変容させ、ヤツメ人間のような不可解な生態系をつくりだした。モノリスとは一体何なのだろう。

「謎なぞは深まるばかりです」

「そのうち解き明かされるさ。モノリスの欠片かけらを持って帰れたんだ。大きな一歩だよ」

「そうですね。もっとサンプルがあれば解かい析せきのスピードも上がるでしょうし」

　そして、いつか人類の起源も明らかになる。

　人が自らの存在という一番の謎なぞを解き明かしたとき、なにを感じるだろうか。もし神様が人をつくったという結論に至ればどうするだろう。

　僕ぼくならその神様を探しにゆく。

　ヨキがそんなことを考えていると、シュカがディスプレイを表示する。

「復帰したらどこにいくか、地図をみながら考えようよ」

「いいですね。いっそ未み踏とう地域にいきますか」

「毛むくじゃらのカワイイ生きものでも探しにいきたいね」

　二人はあれこれと議論をする。

　真空電球がじりじりと音を立てる。柱時計の振ふり子こが揺ゆれ、深夜を告げる鐘かねがなる。コーヒーは何杯ばい飲んだかわからない。それでもヨキとシュカの話題が尽つきることはない。世界に謎なぞが尽つきないように。

　他愛はないが、かけがえのない時間。

　そして夜はふけてゆく。







　　　あとがき




　こんにちは、西にし条じよう陽ようです。

　第二十四回電でん撃げき小説大賞にて、幸運にも短編連作小説『世界の果てのランダム・ウォーカー』が金賞に選ばれ、こうして出版される次し第だいとなりました。

　受賞以来、文章を書くことが増えました。ありがたいことです。しかし、そう簡単に新たな文章や物語がポンポンわきでてくるものでもなく、当初、私は途と方ほうに暮れていました。

　なんとか書かねばと、机にむかってうんうんと唸うなるのですが、気づいたら競馬場で馬券を握にぎりしめていたり、スロット屋さんでリールを廻まわしていたりします。そんな不思議な現象に見み舞まわれる体質もあり、なかなか筆が進みません。しかし、そんな状じよう況きようは一変します。

　予兆は夏の終わりごろからありました。当時、私は本編の改かい稿こうに取り組んでいました。改かい稿こうとは、担当の編集者さんと話し合って、より面おも白しろくするために書き直しをすることです。

　あるシーンをまるまる書き直したかったのですが、なかなかイメージ通りに文章を作れませんでした。私は悩なやみに悩なやみ、ついには一日に八時間しか眠ねむれず、食事も三食しか喉のどを通らなくなってしまいました。追おい詰つめられた私はパソコンのディスプレイに頭から突つっ込こみたい衝しよう動どうに駆かられました。しかしふと、自分の左手が軽かろやかなことに気づきます。キーボードの上に置いてみると、なんともなしに動きだします。いくら頭で考えてもダメだったのに、左手を自由にさせておくと、すらすらと文章ができあがってゆくのです。思おもい浮うかんだというより、自動筆記に近い感じです。そして小一時間もしないうちに、問題のシーンは完成していました。

　左手の甲こうに、蚯蚓みみず腫ばれのような赤い横線が三本できていることに気づきましたが、そのときはそんなものかと思い、気にしませんでした。

　授賞式で配布する冊子に受賞者コメントが載のっているのですが、それも、左手にまかせることで書きあげました。左手の蚯蚓みみず腫ばれは大きくなり、人の顔のようになっていました。

　冬になると、掌しよう編へんの執しつ筆ぴつという山場がやってきます。掌しよう編へんとはとても短い小説のことで、担当編集者さんからランダム・ウォーカーの番外編を書いてみてはと打だ診しんがあったのです。電でん撃げき文庫マガジン、もしくはＷｅｂ掲けい載さい用ときいて、私は是ぜ非ひともやりたいと思いました。Ｗｅｂ掲けい載さいは無料ですから、たくさんの人に読んでもらえたら嬉うれしいな、と考えたのです。

　しかし、短い分量で話をまとめることは難しく、しかもそれを複数書こうとしたので、作業は難航しました。もうおわかりだと思いますが、私はまたもや左手に頼たよりました。コツは自分の意識を手放すことです。左手にすべてをゆだね、キーボードに手をのせておくと、つらつらと文字が打ちこまれてゆくのです。

　たてつづけに、『どういたしまして』と『災さい厄やく』（特設サイトに掲けい載さい予定）の二本の短編が書きあがりました。このころになると、左手の蚯蚓みみず腫ばれは、人の顔にしかみえなくなっていました。そして時折、口らしき場所から、クハッと笑い声のようなものが漏もれるのです。病院にいこうとは思いませんでした。この腫はれ物もののおかげだと、薄うす々うすわかっていたのです。

　決定的な瞬しゆん間かんは、三本目の掌しよう編へんを書いているときに訪おとずれました。その夜、私は机に突つっ伏ぷして眠ねむってしまいました。前の二本とは違ちがうテイストの物語を書きたかったのですが、さほど器用でもありませんから、なにも書けぬまま力ちから尽つきてしまったのです。

「起きなよ、風か邪ぜをひいたら大変だぜ」

　一人しかいないはずの部屋に、低い声が響ひびきます。私は眠ねむりからさめ、声の主を探しました。けれど、最初からわかっていました。予想通り、手の甲こうの蚯蚓みみず腫ばれが、完全な人の顔になっていました。目も口も、開いています。

「やっておいたぜ」

　そいつはウインクしながらいいました。ディスプレイには『レールの彼方かなた』という物語ができあがっています。今までとはテイストの違ちがう、納なつ得とくのいく物語でした。私は彼かれに、ファンクという名をつけました。アップタウン・ファンクという曲を聴きくとノリノリで唄うたいだすからです。愛あい嬌きようのある、ナイスガイでした。人目のあるところではしゃべりませんし、私の嫌きらいなグリンピースを「オーケイ」といいながら食べてくれます。四本目の掌しよう編へんも仕上げてくれました。

　眠ねむれない夜は、ファンクとおしゃべりをしました。彼かれはたくさんの小説のアイディアを持っていて、話も上手です。面おも白しろい話をしてくれる、気のいい友人のように感じていました。

　しかし先ほど、不ふ穏おんなことを頼たのまれました。たまにでいいから、私の身体の支配権をよこせというのです。

「体を乗っ取られるかもしれないっていう不安な気持ちはわかるぜ。でも俺おれをもっと信しん頼らいしてくれよ。それに、乗っ取られたとして、なにが問題なんだ？　そんなに立派な人生か？」

　私は己おのれの半生を振ふり返かえり、その情けなさに涙なみだを流しました。朝、開店前からスロット屋さんにならんでいる思い出しかなかったからです。とても哀かなしいことです。

「物語を書いていれば、誰だれかが楽しんでくれるかもしれないぜ。その方がハッピーな人生ってもんだろ。クハッ。自じ我ががなくなることなんて、些さ細さいな問題さ」

　一晩考えさせてくれと、私は頼たのみました。そして、このあとがきを書いています。ファンクは今、左手の甲こうですやすやと寝ね息いきを立てています。おそらく明日、私は彼かれに体の支配権を渡わたします。誰だれかのために物語を書く人でありたいのです。そして私は私でなくなるでしょう。そうなる前に、私が私であるうちに、感謝の気持ちをここに書き記しておきたいと思います。

　電でん撃げき小説大賞の選考に関わられた皆みな様さま、ありがとうございました。素す敵てきなイラストを描えがいてくださった細ほそ居い美み恵え子こ様、ありがとうございました。校こう閲えつ担当者様、編集の大谷様、ありがとうございました。そしてなにより、この本を手に取ってくださった読者の皆みなさま、ありが……と……う……ございま……し──。




　クハッ。
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西にし 条じょう陽よう

出身地は京都府城陽市。知名度の低い地方都市であるため、上京以来、出身をたずねられるたびに「京都」や「宇治」、「宇治市のとなり」などと答えている。

城陽人は生まれながらにして、そんな哀しみを背負っている。
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イラスト／細ほそ居い美み恵え子こ

アニメーター・イラストレーター。

アニメでは「灰と幻想のグリムガル」などを手がける。

ネコと引きこもりつつ絵を描く日々を過ごしてます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「西 条陽先生」係

「細居美恵子先生」係
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本書は第24回電撃小説大賞で《金賞》を受賞した『世界の果てのランダム・ウォーカー』に加筆・修正したものです。
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